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第１話　輝夜ひきこもり式





　　　　１



　放課後、錦にしき織おりは紫し苑おん高校の校舎三階の廊下を歩いていた。向かう先は「生物資料室」。一部生徒が秘密基地と呼ぶ部屋のある場所。

　いつもなら足を引きずるように歩く廊下を、軽いステップで進む。すれ違う上級生の女子が、そんな錦織をチラチラッと見ている。先日の生徒会選挙でただ一人の一年生メンバーとして選ばれてからというもの、錦織の名前は全校区に広まっていた。

（フフフ、見てる見てる）

　目立つのは大好きなのだ。錦織は思わずコボれそうになった笑みを、舌を噛かむテクニックで堪こらえる。口の中に広がる鉄ヘモグロビンの香り。けっこう痛い。でも、それが心ここ地ちよい。

　階段の踊り場で立ち止まり、ふと窓の外へ目を向ける。

　どこまでも広がる高い空。校庭の桜の葉が黄色に色づき、日に日に秋の深まりを感じる時節――。

　それから錦にしき織おりは、キョロキョロと周囲を見渡して誰だれもいないことを確認すると、踊り場のすぐ横の「生物資料室」へと入っていく。通常ならば、扉をくぐったくらいで目に見えぬ圧迫感からコメカミに変な汗が吹き出し、息苦しくなるのだが、今日はそれがなかった。

「ごめんください」

　部屋の奥の薄暗い場所にある、注意しないと見落としてしまいそうな秘密基地の扉を開ける。先客がいた。机を集めて作ったテーブルの上に広げたファッション誌を、目を輝かせながら読んでいた。

「わっ、にしぽんだ！」

　その女の子らしき人物は、嬉うれしそうに歓声を上げた。

　クラスメイトの弓ゆ削げ満月みちる。四人目の輝夜かぐやの仲間。コードネームは「アイドルマスター」。

　錦織は「ハァ」とため息をつきながら、弓削とやや離れた場所のパイプ椅い子すに腰を下ろした。

「なんですか、今のため息は！」

　弓削は唇をすぼめて立ちあがる。通常ではついているはずのないブラウスのフリルが、フワッと揺れた。弓削のトレードマークの改造制服だ。

「どうしてあたしを見た瞬間にため息なんだよお」

「いや、別に。なんつーかお前の顔を見た瞬間、体中が正体不明の倦けん怠たい感かんに襲われ、ため息が腹の底から沸きあがってくるのだった」

「むむむ。倦怠感にため息だとお」

　弓削は錦織に近づいてくる。錦織は視線を背そむけた。

「ねえ、にしぽん」

　上目遣いで錦織を見て、猫なで声を出す。

「……」

「もしかしてにしぽんってさあ。あたしに対して、“〝わだだかまり”〟のようなものを持っていたりする？」

「“〝だ”〟が多いな」

「そりゃああたしたちって、この前の選挙で戦ったライバル同士。しかも、あたしは転校早々で右も左も分からないニューカマーでありながら、最後の最後までにしぽんを苦しめたにっくき相手かもしれないよ？」

「微妙に自慢してね？」

「でもそれはもう、過去のことだよ。そんなのはもう、みんなトイレの水に流しちゃって、未来志向の関係作りを目指そうよ。むしろ彼氏彼女の関係？　になる？　みたいな？　キャッ、あたしったらドサクサに紛れてなに言ってるの？」

「……」

「む――――――！　なんでオール無視なんだよ」

　弓ゆ削げは錦にしき織おりの首に腕を絡ませて絞めた。

「やめ――――い、暑苦しい、苦しい！」

「頭があたしの胸の膨らみに当たってドキドキするって言わない限り、離さないもん！」

「もんとか言うな！　そしてムチャ言うな！　胸の膨らみなんかないだろ生物的に！」

「あるよ！　胸パットつけてるもの！　Ｃカップ！」

「どんだけ下げ駄た履かせてんの！」

　錦織はもがきながら、弓削の腕から頭を脱出させる。

「あのなあ……」

　弓削から逃げるように机の端へ行き、呆あきれ顔がおで弓削を見る。

「ああそうだ、その通り。確かにオレは弓削に対してわだかまりを持っている。ああ、持っているともさ」

「前から言っているように、あたしのことはみっちーでいいよ」

「……。わだかまりを持っているかもしれないが、それは選挙で戦ったからではない。そこをはきちがえんなよ」

「えっ!?　本当に!?」

　弓削はわざとらしく、目を見開いた。

「じゃ、じゃ、じゃ、じゃあ、どうしてなの？　分かった、制服ね。この改造された制服が、ムカつくんだね。フリルがウザイとか思ってるんでしょう。にしぽんはヒラヒラ撲滅委員会の会長をつとめてるんだよね」

「いや、つとめてないし、そもそもそんな委員会は存在しない」

「じゃあ、なんで？　なんでわだかまりなの？」

「分からないのかよ」

「うん」

「じゃあ、言わない」

　錦織はプイッとそっぽを向く。

「なにそのつれない態度！　いいもん、教えてくれないなら、パンチラ攻撃するから」

「一応、聞いておく。パンチラ攻撃とはなんだ？」

「スカートの裾すそを上げてパンツをチラッと見せて、錦織くんを微妙な気持ちにさせる」

「なるほどな。聞いて損した」

「そんなこと言うならパンチラ攻撃するよ、微妙な気分にさせるよ！」

　弓削はスカートのフリルを指で摘つまんで上げる仕草をした。

「やめい！　既に微妙な気分になってきたわっ！」

「じゃあ話してよ。なんでわだかまりがあるのか」

「分かった、話す。話すからまずスカートから指を離せって」

　コメカミを押さえて元の椅い子すに戻る。机に片かた肘ひじをつき、弓ゆ削げに向かってため息をついた。

「原因はお前に幼い頃ころの思い出を踏みにじられたから！　以上!!」

「酷ひどい！　え、あたしそんなことしたっけ？」

「したの！　詳しいことは言わないが、とにかくお前はオレのピュアハートを破壊した！」

「お前、お前って他人行儀な呼び方だし。みっちーって呼んでよ」

「呼ばないぞ、絶対に」

　錦にしき織おりは腕を組んで横を向く。

「ちっちゃい時から、ずっと騙だまされていたと思うと、そりゃわだかまりの一つや二つあっても仕方がないだろう」

　しかも初恋の相手に、と小声でつけ加える。

「しかも、なんて？？」

　弓削は大おお袈げ裟さに耳に手を当てて聞き返した。

「な、なんでもない！」

　錦織は微妙に赤くなった顔をプイッと横に向ける。

「とにかく、お前に対して頭の中が整理できるまでは、このわだかまりは消えそうにない。そして、未み来らい永えい劫ごうそんな整理はできないであろう。ちゃんちゃん」

「え―――――。ぶ――ぶ――」

　弓削がまた錦織の首を絞めようと立ち上がろうとした時、秘密基地の扉が開いた。

「おっと、お揃そろいで」

「早いですね」

　六りく道どうと米よね倉くらだ。二人とも季節に合わせてか、濃い色のリボンで髪を結んでいる。六道は濃緑、米倉はカーキ色。どちらも二人にお似合いだ。

「ろくちゃん、あいふぉん、にしぽんが酷いんだよ！」

　弓削は目を潤ませながら、二人へ駆け寄る。

「どうしたのみっちー？」

「にしぽん、あたしが男だから、永遠に、未来永劫、友達にはなれないって。輪りん廻ね転てん生しよう、生まれ変わっても分かり合えることはないって。火の鳥の猿さる田た博はか士せもビックリだよ」

「わっ、酷いんだ。そんなこと言ったんだ」

「それは錦織くんが言いすぎではないですか？」

　二人は非難の視線を錦織へ向ける。

「なんで二人ともそんな目でオレを見んの？　オレ、そんなに酷いこと言ってる？」

　錦織は納得がいかない様子で自分を指差す。

「男だとか女だからとか、そんな既成概念の鳥かごは壊しちゃえばいいんだよ！　みっちーは、これだけ可愛かわいいんだから」

　六りく道どうは弓ゆ削げの肩に手を置く。

「いや、なに言ってんのか分かんないし！　男か女か、そこんとこが重要なんだよ！」

「どうして？」

「いや、だって、外見は完かん璧ぺきなまでに女なのに実は男なんだぜ？　“〝ノックスの十じつ戒かい”〟もビックリの叙じよ述じゆつトリックだよ！」

「外見だけが完璧な女の子なことに、なにか問題でも？」

　六道はしつこく食い下がる。

「例えばさあ。もしだぜ。もし六道がオレのことを好きになったとしてさ……って、なにおまっ、テレくさそうにしてんの？　あくまで例えばの話だぞ」

　錦にしき織おりは、頬ほおに両手を当てて照れる仕草をする六道をビシッと指差す。

「超超超仮に好きになって、実際にラブラブな関係になってさ。んでもって、イザッて時にオレが女だってこと分かったらどうすんだよ」

「イザッて時って？」

「イザッていうのはさあ、だからつまりあれだよ。なんつーか、分かるだろ。つまり、一つになる？　時？」



    

  
    
      



    

  
    
      　錦にしき織おりはちょっと顔を赤くしながら言う。

「まっ、奥様、聞きましたか？　一つになる時ですって」

「いやらしいですわね」

　六りく道どうと米よね倉くらは口に手を当てて、錦織と同じくらい紅潮した顔を見合わせた。

「大丈夫だよ！」

　弓ゆ削げが顔を伏せながら、静かに言う。

「なんだよ、なにが大丈夫なんだ？」

　錦織は眉まゆを寄せる。

「たとえ生物学的には男同士だったとしても、愛さえあればイザッて時に一つになれるんだよ！」

　立ち上がって、気合十分な声で叫ぶ。

「……」

「……」

「……」

　弓削以外の三人が、ポカンと口を開けて呆ほうける。秘密基地はシーンと静まりかえった。

　ややあって、

「さてと。それは置いておいて……、『新世界構築会議』を始めようか」

　錦織は厳おごそかに宣言した。立ち上がっていた弓削も所定のパイプ椅い子すに戻る。

「初めて閣下ではなくオレが召集することになった。まさかこんな日が来ようとは思ってもいなかったよ……」

　苦悩するように頭を抱えた。

「会議の目的は、もちろんみんな分かっているとは思うが、閣下の件だ」

　六道たちが頷うなずく。

「閣下がしばらく学校に来ていない」

「もう二週間くらいだっけ？」

「二週間と一日ですね」

　六道に米倉が答える。

「二、三日ほど来ないことは今までにもあったけどな。これほど長いのは例がない」

「でも、あんまり不思議じゃないような気もするけどなあ。またかぐやん、何か新たな作戦でも考えているんじゃない？」

　弓削が肩をすくめる。

「それは考えた。でもだとしたら、オレたちになにか連絡してきそうなもんじゃないか？」

「だよねえ」

　六道も首を傾かしげる。

「先生には連絡行っているのですか？」

「二日か三日に一回、連絡が来るそうだ。体調がすぐれないのでしばらく来られないって」

「担任の先生がそれで納得する、というのもどうかと思いますが」

「輝夜かぐやのことだからそういうこともあるか、と考えているらしい」

「さすが閣下」

　六りく道どうは感心するように言う。

「一応、オレたちは立場上、閣下の手下だ。まあ、実際にはそうでないにしても、学校内で一番閣下に近い生徒として、何か行動した方がよいのではないか。それを決めたい」

　錦にしき織おりは全員の顔を見回す。

「ポイントはかぐやんが家で何をやっているかだよね。そもそも家にいるのかどうか」

　弓ゆ削げは真剣に悩むように腕を組んだ。

「新世界構築の活動とまったく関係のないことで休んでいるとは、私も思えませんね」

「でも、だったらどうして六道たちに連絡しないのかな？」

「さあ、それは……」

　米よね倉くらは首を傾かしげる。

「実は私、昨日、閣下にメールを出したんです」

「あいふぉんも？　六道も、先週出したんだよ」

「でも返事は……」

「なかったね」

「だよなあ。う――む」

　錦織は唸うなり声ごえを上げる。錦織もメールを出していたが、やはり返事はなかったのだ。

「もしかしたら本当に病気の可能性もありますね」

　米倉が心配そうな声を出す。

「そういえば、前にも風か邪ぜで休んだことあったね」

　六道が思い出すようにパンと手を叩たたいた。

「でも二週間も自宅で療養するような病気なんかあるか？」

「例えば心の病とか？」

「閣下はある意味、日常的に心の病気のような気もするが……」

「いや、そういうのじゃなくて恋の病気。いわゆる一つの“〝恋わずらい”〟」

「恋わずらい!?　――ゴホゴホッ！」

　錦織は裏返った声を上げる。

「なんでそこで錦織くんが咽むせる？」

　六道が不審の目を錦織に向ける。

「も、もしかして危機感？　にしぽん、かぐやんの恋わずらいに危機感、覚えてる？　さてはそうなんだね！　オウ、恋愛処しよ方ほう箋せん！」

　弓ゆ削げがピクピクと鼻を動かした。

「ちげえよ。閣下が恋の病って、あまり想像できないなと思っただけ」

　錦にしき織おりは頬ほおを少し染めながら、パタパタと手を振った。本当は若じやつ干かん、焦あせりの気持ちが頭の中を過よぎったのだったが。

「やっぱり閣下に直接聞かないと駄目ですね。どうして学校に来ないのか」

「はーい。じゃあ、みんなで閣下の家に行こう」

　手を挙げる六りく道どう。錦織は少し渋い顔をする。

「あのさあ。会議を主催したオレが言うのもなんだけど。実はオレ、そこまでしなくてもいいって思っていたりすんだけど……。とりあえず放ほうっておくのがいいんじゃないか？」

「うわっ、最悪！　錦織くんは閣下が心配じゃないの？」

「そりゃ心配は心配だけどさ。輝夜かぐやのことだからきっと大丈夫だぜ。達者に暮らしているはずだ。むしろオレたちが一度に家に行ったりしたら迷惑、なんてことがあるかもしれないだろ？」

「とかなんとか言って……、まさか閣下がいなかったら静かに暮らすことができていい、とか考えているんじゃないの？」

　六道が半眼になって錦織を見る。

「うっ」

「図星なの？　あ――、酷ひどいんだ」

「いや、実際静かだし。週に二回もある会議はないし、変な作戦を考える必要もないし」

　錦織はむくれるように口を尖とがらせた。

「確かに。閣下がいないこの二週間、私たちがここに集まって話すこともなかったですね」

　米よね倉くらがしんみりと目を伏せる。

「そだねー。六道も一度も秘密基地、来なかったよ」

「そう考えると、あたしたちが一緒にいる理由は、やっぱりかぐやんなのかもね」

「このままだと、このメンバーって崩壊するんじゃない？」

　女の子たちは口々にそんなことを言うと、一斉に錦織の方を向いた。

「な、なに？　なんでみんなそんな目でオレを見るの？」

「錦織くん一人だけだよ。閣下がいないと静かでいい、なんて言ってるの」

「いや、静かでいいだなんて言ってない！　閣下がいないと静かだなあ、という感想を口にしただけだ」

「にしぽんだって本当は寂しいくせに」

　弓削が挑発するような目をした。

「別にオレは寂しくなんてない」

「でも輝夜かぐやさんが心配ではないですか？」

　米よね倉くらにジッと見られたので、錦にしき織おりはプイッと横を向く。

「まあ……、病気なのかどうかくらいは調べた方がいい、と思わないでもない。クラスメイトとして」

　ボソッと言う。

「わっ、またなんか素直じゃないこと言ってる！」

「素直じゃないんですよね」

「そうそう。にしぽんには素直さが足りないよ。素直になって、あたしの愛を受け入れて」

　弓ゆ削げがドサクサに紛れて、何か言っていた。

「ええっと」

　米倉が小さく手を挙げた。

「色々と考えはあると思いますけど、みんなで閣下の家へお見舞いに行く、ということで、決まりでしょうか」

「異議無ーし」

「あたしも賛成」

　六りく道どうと弓削が手を挙げる。錦織もノロノロと挙手した。



　　　　☆



「久々だな」

　住宅街にある一軒の家の前で、錦織は呟つぶやいた。木造の築二十年は経たっていそうな、ごく普通の家である。『新世界構築』を掲げる女の子なら、もっと変わった所に住んでいそうなものなのにと、錦織は前回来た時と同じ感想を抱く。

「ここがかぐやんの家かあ」

「意外と普通だね」

　考えることはみな同じだ。

　錦織は“〝輝夜”〟と書かれた表札の前に立ち、チャイムを鳴らす。インターフォンからピンポンという音が聞こえてくる。

　……。

　なにも返ってこない。インターフォンの向こうに人のいる気配もない。

「留守なのかなあ」

　六道が二階の窓へ視線を送っていた。

「寝ているのか、それともどこかに行ったのでしょうか？」

「どうだろ。前に閣下が風か邪ぜをひいて見舞いに来た時も、しばらく出てこなかったしなあ」

　錦にしき織おりは頭をかきながら、もう一度チャイムを押す。だがやはり電子音が空むなしく響くだけで、誰だれも出てこない。

「おかしいなあ」

　肩をすくめていると、ポケットの携帯電話がバイブレーションした。

「メール。閣下からだ」

　全員で電話のディスプレイを覗のぞきこむ。そこには『門を入って、裏手に回れ』とだけ書かれてあった。

「なんだそりゃ」

　錦織は首を傾かしげて、輝夜かぐやの部屋のある二階の窓へ目をやる。その時、閉じられた白いレースのカーテンが微かすかに揺れた。どうやら輝夜は中にいて、自分たちが玄関先まで来ていることは分かっているらしい。なのに、玄関から呼ばず、裏手に回らせようとする意図が読めない。

「考えても仕方がない。言われた通りにするか」

　門を開けて敷地内に入り、裏手に回る。そこはちょっとした庭になっている。周囲に漂うどくだみの香り。日当たりが悪く、ジメジメと空気が澱よどんでいた。

　四人はエンジ色の勝手口の前に立った。

「裏ってことはここだよな？」

　錦織が振りかえってそう言った時、金属の軋きしみ音がして勝手口の扉が開いた。

「ハッ？」

　錦織は目を点にした。

　現れたのは輝夜だ。輝夜には違いないが、奇き天て烈れつな格好をした輝夜である。どこで入手したのか戦国時代のような甲かつ冑ちゆう（信のぶ長なが仕し様よう）に、工事現場の黄色いヘルメットを兜かぶとの代わりに被かぶっている。散々、変な格好の輝夜を見てきたが、これほど強烈なのは初めてだ。

　輝夜は扉から顔だけ出してキョロキョロと辺りをうかがい、不安そうな顔を錦織へ向けた。顔色も少し青白く、健康的には見えない。

「お前たち……、久しぶりだな」

「閣下、学校さぼって戦国コスプレか？」

「それどころではない」

　輝夜は真剣な目つきで言った。



　輝夜の部屋は相変わらず乱れていた。

　床を覆い隠すように漫画やフリップボードが散らばり、足の踏み場と言えばベッドと机の周りしかない。昼間だというのに全すべて閉められた部屋のカーテン。蛍光灯の不健康そうな白い光だけが、部屋を照らしている。

　輝夜かぐやは漫画を片付けながら部屋の中へ進み、唯一の椅い子すに腰掛けた。甲かつ冑ちゆうから上がるガシャリという音に、錦にしき織おりは不条理の感を禁じえなかった。

「まあ、座れ」

「ええっと、どこに？」

　結局、錦織は漫画を積み重ねてスペースを作ってそこに腰を下ろし、女の子たちはベッドに並んで座る。

　その間も輝夜は挙動不審だ。そわそわと落ちつかない様子で、常に辺りへ注意を払っている。まるで何かに脅おびえているような感じだ。いつも堂々としている輝夜の姿とは大きなギャップがある。

「えっとさ」

　錦織は不審そうな目で輝夜を見る。

「うむ、どうした」

　輝夜は威厳を保つように腕を組む。顔色が悪いせいか、イマイチ様さまになっていない。むしろ神経質そうな女の子に見える。

「実は今日、緊急の『新世界構築会議』を開いた」

「ほう」

「議題は、閣下がなんで学校に来ないのかについて」

「なるほど」

「病気、ってわけじゃないよな、その格好からして」

「心身ともに充実している」

「充実かよ」

　輝夜の姿を改めて見る。確かに顔色はあまりよくないが、それ以外はそうでもない。痩やせ衰おとろえていたりもしない。恋の病でもなさそうだ。

「ではどうして学校に来ないのですか？　何か理由でも？」

　米よね倉くらが真面目まじめな顔で輝夜を見つめる。

「学校に行っていない、という表現は正しくない。私は二週間以上、家から出ていない。どこにも行ってないのだ」

「えっ？」

　部屋にいる全員が一斉に口を開く。

「じゃあここ最近、ずっと家の中に篭こもっていたのか？」

「それじゃあかぐやん、引ひき篭こもりじゃん」

　弓ゆ削げが呆あきれた声を出した。

「好きこのんで引き篭もっていたわけではない。ハラグロを生徒会へ送りこんだこの重要な時期に、王である私がなにもできないのは断腸の思いだ。お前たちに迷惑をかけていることも分かっている。だが、私はここを出るわけにはいかない。出られないのだ！」

　輝夜かぐやは割と必死な表情で言う。

「なんでまた？」

　錦にしき織おりは訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「実は……」

　輝夜は声を押し殺す。

「私は命を狙ねらわれている」

「はっ？」

　錦織は再び口をオーの字に開く。今まで何度となく輝夜の言動に振りまわされてきたので大たい抵ていのことでは驚かなくなっていたが、今回は久しぶりに耳を疑った。

「命を狙われている……って、誰だれにだよ？」

　錦織は呆あきれ顔がおで輝夜の顔を見る。ショックで頭が痛くなってきていた。

「それは分からない。ただ、抵抗勢力であることは確かだ」

「抵抗勢力……」

　確かに日ひ頃ごろの素行から輝夜には敵がごまんといるが、命を狙うほど恨まれてはいないだろう、と錦織は思う。

「太古から覇は王おうの歴史というものは暗殺の歴史でもあった」

　輝夜はしみじみと語り始めた。

「そう――、多くの覇王が志こころざし半ばで暗殺された。カエサル、張ちよう飛ひ、信のぶ長なが……。私も覇王を目指す以上、暗殺の危機とは隣り合わせということは十分に理解している」

「覇王が暗殺されやすいのには同意だが、今、閣下を暗殺しようとするヤツがいるとしたら、ちょっと気が早すぎるんじゃないか？」

「悪い芽は早めに摘つんでおけ、ということだろうさ」

　フッと、自じ嘲ちよう気味の微笑ほほえみを浮かべた。

「あるいは、私が覇王として君臨する未来の世界に存在する抵抗勢力が、過去に暗殺者を送りこんだのかもしれない。私を殺して歴史を変えるために」

「閣下が新世界を構築するのは二十二世紀なのか？」

　錦織は肩をすくめる。

「でも、どうしてかぐやんは、暗殺者に狙われているって、分かったの？」

　弓ゆ削げは首を傾かしげる。

「そう、二週間前だったな……。私が暗殺者の存在に気がついたのは」

　輝夜は遠くを見るように目を細めた。

「二週間前に何があったんだ？」

「グランド横を歩いていると、サッカーボールが飛んできて、私の頭部を直撃した」

　ガツンと頭を叩たたく仕草をする。

「それは不運だったな」

　ぶつけたヤツが、と錦にしき織おりは心の中でつけ加える。

「そういえば、オレが学校から出ようとしてる時、グランドの方が騒がしかったな。もしかしたら、あれ、閣下だったのか……」

「ぶつけたのは一年生の男子で、私の顔を見たら逃げ出した。ヤツにはいつかそれ相応の報いを受けてもらうが……、それよりも私はその時、なにか違和感のようなものを感じた。何者かの意思、とでも言うべきだろうか。ただの事故ではなく、仕組まれた罠わなのようなものを感じたのだ」

　輝夜かぐやは両手を握にぎりしめ、体を震わせた。

「ええっと――」

　錦織はコメカミを指でグリグリさせながら、輝夜を見る。

「まさか閣下。ボールが頭に当たったから、殺されると思っているんじゃなかろうな？」

「ボールだけではない！」

　声を張り上げて、立ち上がる。

「同日の帰宅途中、私は水道管工事中のマンホールに落下した！　腰を強打しかなりのダメージを負った。ステータスメニューの枠が黄色になるくらいにな」

「それ、学校のすぐ近くの道の工事か？　毎日その道を使ってるけど、落ちそうになったこと一度もないぞ。閣下が不注意だっただけじゃないのか？」

「違う！　その日、私が通る時間に限って、『通行禁止』の看板がかけられていなかった」

「はあ……」

　それでも漫画でもないのに工事現場で落ちたりしないよな、と錦織は考えたが、口にはしなかった。

「サッカーボールに工事現場ねえ。それで暗殺の危機か……」

　錦織は女の子たちの方に目をやる。全員、呆あきれて声も出ないという感じだ。

「いや、それだけではない」

　輝夜は睨にらみつけるような視線を錦織へ向ける。

「今度はなんだよ」

「マンホールから必死の思いで這はい出だし、歩いてる私に向かって、突然――！」

　両腕をパッと開く。

「クレーン車が……」

「クレーン車？」

「そう、私をめがけてクレーン車が倒れてきたのだ。くっ、思い出しただけでも忌いま々いましい」

　輝夜は怒りで体を震わせた。

「ああ、それって、公園横の通りであった事故か」

「そういえばあったね、そんなのも」

「ビル解体用のクレーンが転倒した事故、でしたね」

　六りく道どうと米よね倉くらが頷うなずきあっている。

「そういえばオレも部活の先輩とその近くにいたんだよな。倒れた時はデッカイ音したぜ」

　幸い、立ち入り規制していた公園側に倒れたので怪け我が人にんは一人も出なかった。

「私の場合は近いというレベルではなく、私のすぐ横を掠かすめるように倒れてきたのだ。もう一メートル場所が違ったら、私は確実に死んでいた。即死判定だ」

「それは危なかったな。でも翌日の朝刊には転倒防止装置の装着忘れって書いてあったぞ」

「素人しろうとにはそう見えたかもしれない。だが私には分かる。暗殺者はクレーンの転倒事故に見せかけて、私を殺そうとしたのだ」

　輝夜かぐやは真剣な目で錦にしき織おりたちを見まわした。

「ホントかよ」

　だんだんと状況が分かってきていた。輝夜は連続して身の周りで起きた事故から、暗殺者に狙ねらわれていると考えるようになり、それで学校に来なくなったらしい。

（輝夜らしいというかなんというか……）

　錦織はため息をつく。

「あのなあ、輝夜……。それ、たぶん暗殺者じゃあないぞ」

「なに？　じゃあなんだ」

「単なる偶然だろ。不運が続いたんだ」

「不運だと？」

　輝夜はムッとした顔になる。

「お前はあれだけ連続して起きた事故を、全部、不運で片付けるつもりなのか？　お前はそれでも科学者かっ！」

「いや、オレ、科学者とちがうし。ってか、普通の人間ならそう考えるって。今日の自分には運がない。でも明日は強運かもしれないってな。暗殺者に狙われているって考えるのは、かなり被害妄想な人間だけだ」

「ハッ！　お前は王でないからそんなことが言えるのだ」

　輝夜はムッと唇をすぼめる。

「王というものは職業柄、命を狙われやすい」

「職業かよ」

「私のような立場の人間なら、あのようなことが続いた時、まず暗殺を疑う」

「そうか？」

　錦織は顔をしかめながら、頭のつむじを掻かく。どう考えてもありえないことなのに、輝夜かぐやは本気で信じているらしいのだ。

（米よね倉くら、バトンタッチ）

　錦にしき織おりが助けを求めるような目を向けると、米倉はコクリと頷うなずく。

「なるほど、閣下が家から出ない理由はよく分かりました」

　米倉は生徒の話を聞く教師のように、落ちついた様子で話す。

「二週間前、閣下は確かに命を狙ねらわれていたのかもしれません。それは否定しません。でも最近はどうですか？　家に篭こもるようになってからも、暗殺者の襲撃を受けましたか？」

「いや。私も装備を固めて警戒しているからな。敵も手をこまねいているのだろう」

「ですが、仮に閣下を狙う暗殺者がいるとして、二週間もの間、何も行動しないなんてことがあるでしょうか？　もしかしたら状況が変わるなどして、暗殺の必要がなくなった、という可能性もありませんか？　或あるいは、二週間前のはただの脅しだったということも」

「いや、そんなに楽観的にはなれない」

　輝夜かぐやはゆっくりと首を振る。

「そうですか……。つまり暗殺者は今でも閣下の命を狙っており、安全になるまでは外には出られないということですね」

　無言で首を縦に振る輝夜を、米倉は深刻な表情で見つめる。

「閣下。閣下がいない二週間、私たちは結束を失い、新世界構築の活動は遅れる一方です。皆、閣下の復帰を待ち望んでいます。どうか考え直してくれませんか？」

「閣下！」

「閣下！」

　米倉に続くように、六りく道どうと弓ゆ削げも閣下コールを連呼する。

「私も復帰したい気持ちはあるのだが……」

　輝夜は苦く渋じゆうの表情で唇を噛かむ。

「閣下は、もし暗殺の危険が取り除かれたら、学校に来てくれますか？」

　急に、米倉が何か思いついたかのように、目を見開いた。

「それはもちろんだ」

「では一度、安全かどうか、確認するのはどうでしょう」

「む？　どういうことだ？」

　輝夜が首を傾かしげる。錦織たちも顔を見合わせる。

「一定期間、外に出てみて、再び暗殺者が来るかどうか試してみるのです」

　米倉は大おお真面目まじめな顔で頷く。その真意を察したように、輝夜はため息をついた。

「……なるほど。私に命をかけて実験をしろ、ということだな」

「ええ」

　米倉はニッコリと微笑ほほえむ。

「暗殺者がいるにしろ、いないにしろ、永久に引ひき篭こもっているわけにはいきません」

「それは確かにそうだ。だが、もしノコノコ外に出て行って、本当に暗殺者が私に襲い掛かってきたらどうする？」

「その時は私たちと一緒に戦うしかないと思います」

　眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが、強い決意でキラリと輝いた。

「暗殺者が存在するなら、対決しか解決の術すべはありません。それが今か未来かの違いです」

「うむ、確かに」

　輝夜かぐやは腕を組み考え始める。それから錦にしき織おりの方を向いた。

「ハラグロの考えはどうだ？」

「米よね倉くらが言ってるのは、つまり、とにかく外に出てみろってことだよな？」

「ええ」

「だったら、オレは理にかなったアイディアだと思うぜ。賛成だ」

　錦織は小さく手を挙げた。それから輝夜に見つからないように、米倉に目で合図をする。

　米倉の狙ねらいは分かっている。命を狙われているなんてのは間違い無く輝夜の妄想だから、一度外を出歩けばすぐに実証できるということだろう。

「サイクロンたちも同意見か？」

「うん、六りく道どうは賛成だよ」

「あたしも異議なーし」

　六道と弓ゆ削げが手を挙げる。

「新世界の構築を目指す以上、今後も暗殺者が現れる可能性はあると思います。そのたびに隠れていたら、いつまでも偉業は達成できないでしょう。閣下、どうかご決断ください」

「う――む」

　輝夜はしばらく考えていたが、

「そうだな。お前たちの言う通りかもしれない」

　やがて、ゆっくりと口を開いた。

「このままでは、新世界構築はおろか、年内の学校征服もままならない」

「へっ、今年中に学校征服するつもりだったの？」

　口を引ひき攣つらせた錦織を無視して、輝夜は続ける。

「要するに私が暗殺者をおびき寄せる囮おとりとなればよいのだろう？」

「はい、そうです。もしいるならの話ですけどね」

「国王自ら囮となる、という大胆さが気に入った。分かった。セクシーの作戦に従おう」

「閣下！」

　米倉が嬉うれしそうに笑う。六道も「さすが閣下」とおだてた。

「作戦を行う場所、時間はセクシーが決めて欲しい。敵をおびき寄せて、なおかつ身を守りやすい場所が理想的だ」

「分かりました」

　頷うなずく米よね倉くら。

「再び敵が襲ってきたなら私は戦う。新世界の秩序のために」

　輝夜かぐやは椅い子すから立ちあがり、ギュッと拳こぶしを握にぎりしめる。

「その時は援護を頼んだぞ」

　重そうな甲かつ冑ちゆうをガシャガシャと動かして錦にしき織おりたちに近づいていき、一人一人手を握っていく。

「その時は私たちが命に代えても閣下をお守りします」

「よく言ってくれた、セクシー」

　輝夜は米倉の肩を抱くと、感無量の様子で唇を堅く結んだ。





「さすが、あいふぉん、巧うまく閣下を誘い出したじゃん」

　輝夜の家の外で、六りく道どうは肘ひじで米倉のわき腹を小突いた。

「し――。かなめ、聞こえますよ」

　米倉は慌てて輝夜の部屋のある二階へ目をやる

「うんうん。かぐやんを外に出すには、あれ以上の作戦はないって、あたしも思うよ」

　弓ゆ削げもうんうんと頷く。

「皆さんに相談もせずにあんな提案をして、ごめんなさい」

　米倉は肩を縮こまらせてチラチラッと錦織を気にする。

「いや、オレもあれでよかったと思うぜ」

　錦織が頷くと、米倉はホッとしたように息をついていた。

「外に出た閣下が、平穏無事に過ごしてくれさえすれば、二度と見えない暗殺者の恐怖に脅おびえることはなくなる。巧いやり方だぜ」

「問題は、ホントに平穏無事でいられるかって、とこですね」

　米倉は心配そうに言う。

「大丈夫だろう。そうそう、不運が起きることなんてないだろ。いくら閣下でもさっ」

　錦織はポンと米倉の肩を叩たたく。米倉は眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを大きくして、少し頬ほおを染めていた。

「にしてもさあ……」

　弓削が空を見上げながら言う。

「まさかかぐやんが学校に来ない理由があんなことだったなんて。さすがにあたしの情報網を駆使しても、掴つかめないわけだよ」

「さすが、閣下らしいよね」

　六りく道どうはケラケラと笑う。

「まあ、ボールに当たって、工事現場のマンホールに落ちて、クレーン車が倒れてきたら、オレでも誰だれかに狙ねらわれてるって……思わないなあ」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。

「だよねえ」

「でもどうして、そんなに不幸が立て続けに起こったのでしょうか？」

　米よね倉くらが腑ふに落おちない顔をする。

「そりゃやっぱり日ひ頃ごろの行いがアレだからじゃないか？　不運になっても仕方がないようなことしてるからなあ」

「それはそうかもしれませんが……」

　思案するように、顎あごに手を当てる。

「それより、閣下を呼び出す場所なんだけど、米倉に任せちゃってもいいのかな？」

「はい。私が言い出したことですから」

「どこか候補があるとか？」

「いえ、今のところないですが、みんなで歩いて楽しい場所にしたいなって思います」

　米倉はそう言って、ニッコリと微笑ほほえんだ。



　　　　２



　日曜日。真まっ青さおに晴れ渡った空の下、錦織、六道、米倉、弓ゆ削げの四人は煉れん瓦が敷きの広場に佇たたずんでいた。風にのって聞こえるパレード曲。近くの噴水の水みず飛沫しぶき。子供たちの賑にぎやかな喧けん騒そうが周囲を包みこんでいる。

「閣下の乗ったタクシーは、あと十じつ分ぷんほどで到着します」

　携帯電話のディスプレイを確認した米倉が告げると、六道と弓削が「おおっ」と小さく歓声を上げた。

「じゃあ閣下、ちゃんと家を出たんだね」

「この場所、かぐやんは絶対に反対すると思ってたけど、意外や意外」

　弓削も不思議そうな声を出す。

「まさかここを選ぶとはねえ」

　錦織は振りかえって、噴水の向こうに立つ蛍光ピンク色のゲートを見やる。『スカイランド遊園地』と書かれた巨大な看板がかけられている。米倉が作戦の場所に選んだのは、以前、メイド漫才作戦で利用したことのある、市内の遊園地だった。

「万が一にも暗殺者が出てくることはないでしょうから。どうせ歩くのなら、楽しめる場所の方がいいと思いまして」

「うん、正解。あいふぉん天才の子だよ」

「ただ私たちの格好を見て、閣下がなんて言うか、ちょっと心配ですけどね」

　頭を撫なでようとする六りく道どうから逃げながら、米よね倉くらは不安そうな声を出す。

「確かにな。暗殺者から閣下を守る感じはないな」

　全員、かなりラフな格好をしていた。六道はトレードカラーの黄色いブラウスにプリーツスカート。米倉はお嬢様っぽくスカートがフレアになったワンピース。弓ゆ削げはヒラヒラのスカートをはいている。

　錦にしき織おりもジーパンにティーシャツに薄手のブルゾン。どこから見ても、休日に遊園地に来た仲良し高校生一いつ行こうな感じだ。暗殺者と戦うＳＰという体ていではない。

「一応確認ですが……」

　米倉は錦織たちに目め配くばせする。

「今日の作戦の目的は、閣下に暗殺者がいないことを信じてもらうことです。私たちが特にやることはありません。退園までの間、閣下に何もなければそれでいいのです」

「了解。楽勝だね」

　六道がピースサインをする。錦織と弓削も頷うなずく。

「また、昨日、閣下から指示がありました。暗殺者に警戒されないよう閣下と歩くのは一名まで。残りの三名は『距離をとって閣下の周りで護衛』するようにとのことです」

　全員が頷く。

「で、ここからは私からの提案なんですが、護衛役の三人は自由に遊園地を楽しむ、というのはどうでしょうか？　どう考えても暗殺者から閣下を守る状況になることはないでしょう。乗り物にも乗らず周りを警戒するのはつまらないですからね」

　米倉はそう言うと、錦織たちの表情をうかがった。

「オレに異論はないが、その閣下と一緒に歩くヤツはどうなるんだ？」

「一応、閣下に安心してもらうため、実際に護衛をすることはなくても、それなりにがんばってもらうことになりますね」

「で……その一人はどうやって選ぶの？」

　六道がゴクリと唾つばを飲みこんだ。

「ジャンケンで決めるのが一番公平かと。希望者がいればその人が優先されますけど……」

　全員がフリフリと首を振る。

「じゃあ、ジャンケンですね」

　米倉はコクリと頷いた。

「質問！　ジャンケンに勝った人がかぐやんをエスコート？　それとも負けた人？」

　弓削の言葉に四人は顔を見合わせる。

「一応、勝ちぬいた者にしとくか」

　錦にしき織おりが言うと、他ほかの三人も頷うなずいた。

「はいはいっ！　もう一つ！」

　弓ゆ削げが挙手する。

「護衛役だけど実は自由に歩く三人が、いつの間にか二人になり、あにはからんや、デートっぽくなる可能性はあるのでしょうか！」

「はあ？」

　首を捻ひねる錦織の横で、六りく道どうと米よね倉くらは顔に緊張を走らせた。

「それは離脱する三人内で話し合って決めるというのはどうでしょう？」

「むしろ、このジャンケンで決めちゃう、というのは？」

　弓削はそう言って、唾つばを飲みこんでいた。

「つまり、ジャンケンで『２、１、１』に分かれるということですね」

　六道と米倉は真剣な表情で顔を見合わせる。

「私はそれでもいいかな、と思いますが」

「あいふぉんがそれでいいなら、六道もそれでいいかな」

　不穏な空気の中、二人は頷いた。

「にしぽんは？」

　弓削がジロリと錦織を見る。

「そんなことをする意味がよく分からないな。一人になったヤツが可哀かわい相そうじゃないか」

「一人で遊園地で遊んでも、帰ってもオッケー」

「はあ。まあ、みんなが賛成なら別にいいが」

　錦織は納得がいってない様子で、首を縦に振る。

「では、決まり」

　四人は円陣になる。

「最初はグーでいいよね」

　弓削が強こわ張ばった顔で言う。

「いいよ」

「はい」

　六道と米倉も真剣な目で自分の手を見ている。

「じゃあ、最初はグー……。じゃんけんぽん！」

　六道、米倉、弓削がパーを出したところに、錦織がチョキを出した。

「よっしゃ、一抜け……って、勝っちゃいけないんじゃん、オレ！」

　一人ツッコミをいれながら、チョキを出した自分の手を呆ぼう然ぜんと見つめた。女の子三人も、同じように出した自分の手を見ている。

「錦織くんが閣下をエスコートする係かあ」

　六りく道どうが少し残念そうな声を出す。

「やりたいんなら、喜んで代わるぞ」

「それじゃあ意味ないし」

　と唇を尖とがらせた。

「なんだか収まるところにおさまった感じだけど、なんだか納得いかないよーな」

「まあまあ。二人ともじゃんけんで決まったことですから」

　六道と弓ゆ削げを、米よね倉くらがなだめる。錦にしき織おりには、輝夜かぐやの案内をしなくてすんだのに、どこに不満があるのか意味が分からない。

「これだと、もう一人を決めなくていいか」

　弓削の言葉に、六道と米倉も頷うなずく。

「えっ、なんで？　二人と一人に分かれるんじゃないの？」

「だから、この面メン子ツじゃ意味ないの」

　弓削は肩をすくめる。錦織は納得のいかない様子で首を傾かしげた。

「では今日は女の子三人で、遊園地を楽しみましょう」

「はーい」

「仕方ないよね」

　弓削はちょっと残念そうに唇を結んでいた。

「では、私たちはひと足先に遊園地に入ります。閣下のこと、くれぐれもお願いします」

　米倉は錦織に向かって目を伏せる。

「えっ、みんなもう行っちゃうのか？」

「来た時にみんな一緒にいたら、暗殺者を誘い出すという閣下の考えに合わないでしょう。既に陰ながら警備は始まっている、という感じです」

「確かに、それはそうかもしれないけど……」

「じゃあね、にしぽん。帰る時にまたここでね」

　女の子たちはパタパタと手を振ると、チケットを手に、遊園地の入口ゲートの向こうへ消えていく。

「うう、さぶいぜ。なんでオレだけ……」

　錦織は女の子たちが消えたゲートをいつまでも見ながら、寂しそうな声を出した。

「で、肝心の輝夜はいつ来んだ？」

　ブツブツ言いながら、タクシー乗り場へ歩いていく。

　道路の方をボーッと見つめていると、遠くからキュルキュルーと、タイヤのスキール音が聞こえてきた。

「なんだなんだ？」

　激しいドリフトをしながら一台の車がタクシー乗り場に飛びこんできた。地元のタクシー業者の車だ。タイヤから立ち昇る白い煙。ゴムの焼けた匂においが辺りに漂う。タクシーは乗り場にガックンと前に傾斜しながら停とまった。

　錦にしき織おりは近づいてタクシーの中を覗のぞく。予想の通り、客席に座っているのは輝夜かぐやだ。

　妙なことに輝夜から料金を受け取る運転手の顔が真まっ青さおだ。目は虚うつろで、脅おびえるように体を震わせている。輝夜が降りると慌てた様子で扉を閉じ、タイヤを空転させて逃げるように発進させていった。

「ハラグロか」

　錦織の姿を確認した輝夜は小さく頷うなずいた。その格好に錦織はホッとする。秋らしいブラウンの短パンに上着というごく普通の格好。パンツから伸びる、まっすぐな細い脚が眩まぶしい。家で見たような甲かつ冑ちゆう姿すがただったらどうしようと思っていた。

「どうした？　運転手さんと何かあったのか？」

　タクシーが走り去った方向を見ながら、錦織は言う。

「敵に狙ねらわれる可能性を考えて、車速を四十キロ以下には落とすなとお願いしたのだ」

「映画かよ。酷ひどいお願いすんなよ！　信号どうすんだよ」

「ちゃんと信号の無い道を選んでくれた。お陰で狙そ撃げきされることなく、無事、到着したぞ。なかなか腕のよい運転手だ」

「狙撃!?」

　満足そうに頷く輝夜に、錦織はコメカミをピクピクさせる。輝夜はその不幸なタクシー運転手に出したのと同じような要求を、遊園地では錦織にしてくるだろう。考えるだけで胃が痛くなりそうだ。

「他ほかの三人はどうした？」

「既に持ち場についている。今いま頃ごろ、周りを警戒しているはずだ」

「うむ、さすがだな」

　輝夜が満足そうに頷く。

「一箇所に長時間いるのは危険だ。さっそく中に入ろう」

　歩き出した輝夜と並行して、錦織も歩き出す。

　チケット売り場で、売り子のお姉さんに高校生二枚と告げる。

　その時、ハッと錦織は気がつく。

（こ、これって完全にデートのシチュじゃないか）

　思わず、学生証を出す輝夜の横顔を見てしまった。

　輝夜を社会復帰させるためにやってる作戦だが、実際にやるのは輝夜と二人っきりで遊園地を歩くだけ。デート以外の何ものでもない。もしかして、じゃんけんの時に弓ゆ削げがしきりに主張していたことは、これと関係あるのか、と思う。

（遊園地でデートと言えばさ）

　園内を手を繋つないで歩いたり、嬌きよう声せいを上げながらメリーゴーランドに乗ったり、ロマンチックな夕ゆう陽ひをバックに観覧車の中で二人っきり。いつしか二人のシルエットは重なっていき……と、そんな情景が錦にしき織おりの頭の中を駆け巡る。

「ハラグロ、何、ボーッとしている。早くお前も学生証を出せ」

　輝夜かぐやの無ぶ愛あい想そうな声で我にかえる。不審そうに錦織を睨にらんでいた。

（アホか、オレは。これは作戦、作戦だろ）

　自分に言い聞かせながら、錦織も学生証を出した。





「さてと」

　ゲートをくぐり、噴水広場の前で錦織は改めて輝夜を見る。

「閣下、どこか行きたいアトラクションとかあんのか？」

「……」

　輝夜は錦織の声が耳に届いてないらしく、周囲を警戒するように首を動かしていた。

「閣下！　……おい、輝夜！」

　大きな声を出すと、ようやく気がついて錦織の方を向く。

「私のことは閣下と呼ぶようにと何度も言っているではないか」

「聞こえてんじゃんよ」

　錦織はポリポリと頭を掻かく。

「で、アトラクション。何か行きたい所はある？」

　四つ折りになったパンフを広げる。

「ああ、アトラクションか」

　輝夜は携帯電話で時間を確認する。

「ヒーローステージをやっているこの時間は、『お陀だ仏ぶつコースター』の待ち時間が短くなる。まずはとりあえず、『お陀仏コースター』に行くべきだろう」

「……。やけに詳しいな。調べてきたの？」

「フッ。私が重度のローラーコースターマニアと知っての狼ろう藉ぜきかあっ!!」

「いや、狼藉してないし。ってか、閣下、ローラーコースターマニアだったの？」

「あの加速感、体を押さえつけようとする遠心力、体の中を風がス――とすり抜けて行くような感覚。全すべてが好きだ」

　輝夜は握にぎりしめた拳こぶしをブルブルと震わせる。

「私は何事にも飛びぬけているもの好きだからな。ローラーコースターもその一つ」

「閣下自身、十分飛びぬけているような気がするけどな」

「それにジェットコースターに乗っていれば、狙ねらわれることも少ない。時速二百キロで移動していれば、凄すご腕うでのスナイパーでも狙そ撃げきは困難なはずだ」

「だからスナイパーいねえって。でもまあ、まずはそれからいくか」

　錦にしき織おりは肩をすくめると、お陀だ仏ぶつコースターを目指して歩き出した。

　輝夜かぐやはマニアを自称するだけあって、スカイランド遊園地にも何度も訪れているらしい。地図を見ることなく人ごみの中をどんどん進んで行く。錦織はその姿を見失わないよう、必死で追いかけた。

　やがて丘の上に巨大な建造物が見えてくる。木で作られた勾こう配ばいのついたスロープの足場の上に、細い金属製のレールが載っている。いわゆる木製ローラーコースターというアトラクションだ。

「これがお陀仏コースターか」

　錦織はテレビのＣＭでは聞いたことはあったが、本物を見るのは初めてだ。宣伝文句は確か世界最大の木製ローラーコースター。テレビ越しではなにも感じなかったが、近くで見ると巨大で木製の足場部分がいかにも華きや奢しやに見えた。

「なにをしている、早く来い」

　先行して待ち列に並んでいた輝夜が、振りかえって呼ぶ。錦織は目の前の『お陀仏コースター』に圧倒されながら、「お、おう」と頷うなずいた。

「このコースターの面白さは、やはり柱が木製であることだ」

　待ち列で待ちながら、輝夜が解説を始めた。既に暗殺される恐怖を克服したのではないかと思うくらいにイキイキとしている。

「木であるために、コースターが走るとギシギシと音を立てる。冷静に考えれば音が出ようとも耐久性が確保されているはずだが、そういう理性を吹っ飛ばすくらいの恐怖が搭乗者に襲ってくるのが素晴らしい」

「さようか。素晴らしいか」

　錦織はコメカミをピクピクさせた。

「む、ハラグロ。妙に口数少ないな」

　輝夜が眉まゆ根ねを寄せた。

「もしかしてローラーコースターが嫌いなのか？」

「いや、嫌いというか……、実は乗ったことがない。あまり速いものに興味ないし」

「ということは初めて乗るのが『お陀仏コースター』ということになるのか。う――む」

　輝夜は真面目まじめな顔をして顎あごに手をあてた。

「なんなの、そのリアクション？　もしかして、ローラーコースターが初めての人間にはちょっときついとか、そういうこと？」

「さて。『お陀仏コースター』は、どうしてお陀仏などという名がついたのだろうか？」

「なに遠い目をして思わせぶりなこと言ってるの!?」

「まあ、数々の修しゆ羅ら場ばを乗り越えてきたハラグロなら、なんとかなるだろう」

「そういう適当なフォローが一番不安を誘うんだよ」

　そんなことを話している間に乗り場前まで来る。そこには搭乗者検査用の小さなゲートがあり「規定身長（１４０センチ）未満」と「規定体重（１００キロ）以上」の人間の搭乗を制限している旨むねの放送が、拡声器からエンドレスで流れてくる。

　輝夜かぐやが検査用ゲートをくぐろうとした時、ゲートに備えつけられたブザーがけたたましく鳴り、赤せき色しよく灯とうがクルクルと回った。

「お客様――」

　女性スタッフが駆けつけてくる。輝夜を見ると不思議そうな顔をして、もう一度、通過するように言う。輝夜が規定身長・体重範囲内に見えたからだろう。

　輝夜がもう一度、ゲートをくぐる。するとまた同様の音が鳴り響き、赤色灯が瞬またたいた。

「お前、いつから百キロ以上になった？　体内にミニブラックホールでもあんのか？」

「もしやこれのせいか？」

　輝夜はハッとしたような顔をして上着を脱いだ。中からオレンジ色のライフジャケットのようなものが出てくる。

「なんだそれ？」

　輝夜がライフジャケットを脱いで足元に置く。床からズドンと大きな音が上がった。

「……」

　錦にしき織おりが無言で拾おうとする。ギクリと腰がブレイクしそうになる。ジャケットの中には鉛が入っているようだ。

「スーパーサイヤ人にでもなるつもりか？」

　錦織は訝いぶかしげな顔で輝夜を見た。

「防弾チョッキだ。米軍の旧式のものを払い下げてもらったのだ。ちょっと重いのが難点だな。体力をつけるのには最適だが」

「いや、ちょっとどころじゃないよ。米こめ俵だわら一いつ俵ぴよう分以上あるんじゃないか？」

　防弾チョッキを脱いだ輝夜がゲートをくぐる。今度は何事もなくパスする。

「すみません、帰ってくるまで預かっていてください。体を鍛えるための物みたいです。この人、病的なマッスルマニアで……」

　錦織はそんなことを言って防弾チョッキを男性スタッフに預ける。スタッフ一同、奇異なものでも見るような表情で二人を見ていた。

「では行くか」

　輝夜は堂々と乗り場を歩いて行く。輝夜が検査で手間取っている間に、乗るはずだった乗り物は出発してしまい、二人は最前列に並ぶことになった。

「よし、最前列だ」

「最前列……、初めてか？」

「いや、ここのコースターなら三回目だな」

「全部で何回来てるんだよ」

　錦にしき織おりは、恐竜の背中のように起伏のあるレールの上を猛スピードで走るコースターへ改めて目を向ける。

　飛んでくる乗客の甲高い悲鳴。ゴクリと生なま唾つばを飲みこんだ。

「初めてのコースターで最前列とは運がいい、ハラグロ」

　本気で思っていそうでイヤになる。

　一分も待たずしてコースターは乗り場に帰ってきた。最前列に座っている大学生らしき二人が真まっ青さおな顔をしているのを見て、錦織は目元をピクピクさせた。

「よし、いくぞ」

　気合を入れなおす輝夜かぐやに、錦織は「お、おう」と控えめに答えた。



　　　　☆



「うっ――」

　錦織はベンチに腰掛けながら、手で口を押さえる。

「気持ち悪い……」

　体中がなまこのようにグニャグニャになっていた。酷ひどい吐き気。胃腸で攪かく拌はんされた朝食のパンと目玉焼きが、食道から腸にかけてを縦じゆう横おう無む尽じんに飛びまわっているような感覚だ。

「ハラグロ。お前、体の鍛え方が足りないのではないか？」

　横に座った輝夜が呆あきれた顔をしていた。

「絶叫マシンをいくつもハシゴしたら、だれだって気持ち悪くなるわいっ！」

　結局、輝夜に連れていかれるまま、お陀だ仏ぶつ二回に、逆さコースターを一回、スーパー加速コースター一回に連続して乗ったのだ。

「そうか？　私はちっとも気持ち悪くないぞ」

　その言葉を証明するように、輝夜は元気そのものの様子で両手を握にぎってみせた。血色のよい活力に満ちた顔。しかも『お陀仏コースター』の名物、傾斜角四十五度の下り坂を時速百五十キロで走りぬける『お陀仏スロープ』で、満面の笑みを浮かべてバンザイをしていた。降り場のモニターに映し出されて、搭乗者の話題になったほどだ。

「今日ので分かった。オレは、絶叫マシンはあんまり得意じゃない。うっ……」

　また気分が悪くなって、錦織は口を押さえた。

「絶叫マシンに限ったことではないのではないか？」

　輝夜は白い目で錦織を見る。

「絶叫マシンに限らず、ハラグロには体力とか精神力というものが欠如している」

「体力と精神力が欠如……」

「私などは新世界の王でありながら、気力体力ともに充実している。私をもっと見習うことだな。そんなことでは新世界構築はおろか、紫し苑おん高校支配も無理だぞ」

　勝ち誇ったように言う輝夜かぐやに対し、錦にしき織おりは「うっ」と胸を押さえた。いつもの発作。息がくるしくなってくる。

（屈辱だ……）

　ダウナーな体調もあいまって、敗北感が頭に広がる。もともと輝夜真ま央おという少女には敵かなわないのだが、負けっぱなしは悔しい。

（なにか、輝夜をギャフンと言わせることはできないか。ここで）

　そんなことを考えながら、錦織はうつむいたままパンフを広げる。

（おっ、これなら……）

　目をキラリと光らせた。

「絶叫マシンが大得意の閣下でもきつそうな、ある意味絶叫系なアトラクションがある。これをすれば、閣下も今のオレの気持ちが分かるんじゃないかな」

「ほう」

　輝夜は興味を示したように目を細めた。

「行ってみる？」

「よかろう」

　輝夜が頷うなずくと、錦織は横を向いてニヤッと笑った。



「ここなんだけど」

　錦織は輝夜を連れて目的の建物の前に来ていた。薄汚れたトタンと、古びたように黒と茶色の塗料でペイントされた木で建てられたその建造物には、『ホーンテッドハウス』という名がつけられている。いわゆるお化け屋敷だ。

「ぐッ」

　輝夜は頬ほおの端をピクピクさせていた。それを見て錦織はほくそえむ。

「さすがの閣下もお化け屋敷は苦手なんじゃないか？　夜の学校を嫌がってたし」

「むう」

　輝夜は錦織を睨にらみつける。

「逆にオレはこういうの大丈夫なんだよね。暗くら闇やみとかお化けとか、全然怖くないし。むしろ暗くて落ち着ける？　なにしろハラグロだからね、なんちゃって。ハッハッハ」

「ぐぐ」

「つまりオレが何を言いたいかというと、誰だれにも得意・不得意がある。で、オレはローラーコースターが苦手で、閣下はお化け屋敷が苦手だという――」

「そんなことはないっ！」

　輝夜かぐやは大きな声で叫んだ。

「私がお化け屋敷が苦手などというのは妄想だ、都市伝説だ、ファイナルファンタジーだ！」

「ゲームは関係ないだろ」

「お化け屋敷など所詮ただの家だ。時速百キロで移動もできない」

「そりゃ、お化け屋敷が移動したら困るだろ」

「とにかくこんな物は怖くもなんともない」

　輝夜は腕を組んで、唇を結んだ。

「じゃあ、行くのか？」

「当然だ」

　輝夜は頷うなずくと肩をいからせて、一人で『ホーンテッドハウス』に歩いていった。



『ホーンテッドハウス』は二人一組ずつで中へ進んでいく形式になっていた。入口の案内スタッフに誘導されて、暗幕のかかった木製の扉をくぐり、真っ暗な小部屋に入る。

　背後のスピーカーからドアが閉まる軋きしみ音と錠がかけられた音がする。実際、錦にしき織おりが入口の扉を開けようとしたが、動かなかった。

「うっ」

　暗くら闇やみの中で錦織の横で輝夜が唾つばを飲みこんでいた。ブルブルと小刻みに震える体。暗闇が大嫌いな輝夜は、この光の閉ざされた空間に相当キテるはずだ。

　やがて壁に赤い間接照明がぼんやりと灯ともり、スピーカーからおぞましい声で「ホーンテッドハウス」に関する説明のナレーションが流れてくる。

　それによると、この屋敷にはかつて金持ちの家族が住んでいた。だが、悪魔にとりつかれた主人が家族を皆殺しにし、本人も自責の念に駆られて自殺。無人のまま何年も放ほうっておかれた屋敷にはいつしか幽霊が現れるようになっていた、といういかにもなものだ。

　説明が終わった瞬間、小部屋がグラッと揺れて、上昇を始める。どうやら部屋自体がエレベーターになっていたらしい。

「ひゃっ」

　すぐ横で悲鳴が上がる。

（今の、輝夜か？）

　部屋には他ほかにいないので、輝夜が上げた悲鳴に違いない。普段の輝夜からは想像もつかないほど可愛かわいい声だった。

　部屋の上昇が終わる。開かれた扉の向こうに、青色の照明でボンヤリと照らされた薄暗い空間が広がる。

　輝夜かぐやは気丈にも、錦にしき織おりよりも先に足を踏み出していった。

（無理してんだろうな）

　お化け屋敷が苦手でないことを証明したいらしい。錦織は追いかけて、輝夜の横に並ぶ。

　そこは食堂らしき部屋だった。中央には大きな食卓。ブルーライトに照らされた白いテーブルクロスと、スプーンなどのシルバー類が青白く輝いている。

　突然、大量の皿を床に落として割ったような大きな音が響き、目の前の壁に青白い女性の顔が浮かび上がった。さらに、絹を裂くような女性の悲鳴が響く。

　ギュッと腕を握にぎられた。

「！」

　錦織はおそるおそる横を見た。輝夜が錦織の腕を掴つかんでいた。

「あ、あの……閣下――？」

「こっちを見ずに、何も言うな。そのまま歩け」

「あ、ああっ」

　錦織は言われた通り前を向いて歩き始める。輝夜は腕を強く掴んだまま、錦織に引かれるように、重い足を動かしていた。

（あんなこと言って、結局、苦手なんじゃんよ）

　錦織は顔をニヤつかせる。腕を握られ、いつも虐しいたげられている輝夜に頼られているような感じで気分がいい。

　食堂を抜け、細い廊下を歩く。すぐ傍そばの壁にかけられた絵画から、血のような赤い液体が垂れている。

「うっ」

　輝夜は錦織の腕をさらに強く握り締めた。錦織の肘ひじが何か柔らかいものに当たる。それが輝夜の胸の側面であることに気がつき、ドキリとした。

（ラ、ラッキー？）

　頭の中でラッパの音色が響き渡り、頭の中に季節はずれの桜が咲き乱れた。

　輝夜の胸。米よね倉くらに比べると小さいので今まで意識したことはなかったが、輝夜もそれなりだ。六りく道どうとは雲泥の差。下げ駄たを履かせている弓ゆ削げよりも大きい。肘の先から適度な弾力と確かなボリューム感が伝わってくる。

（ゴ、ゴクリ……）

　錦織は何度も唾つばを飲みこむ。既にお化け屋敷の中など、視界には入っていない。目の前がピンク色に染まり、頭の中は肘の感触から想像できる輝夜の胸のことでいっぱいだ。暗くら闇やみも、血も、悲鳴も、まったく恐怖心を駆り立てることはなく、ただただ、いつまでも肘の感触が続いたらいいなあと、思う。



    

  
    
      



    

  
    
      （にしても、なんで閣下、暗いの嫌いなのかなあ）

　妙なところで乙おと女めチックだ。

　廊下を抜けると、突然、広いスペースになる。天井にプロジェクターで映し出された夜の雲空が広がっている。どうやら屋敷から外に出たことになっているらしい。進路の横に並ぶ墓石。屋敷の主人に殺された家族が眠っていると、錦にしき織おりは推察した。

「ハラグロ、まだ続くのか？」

　輝夜かぐやが不安そうな声を出す。

「たぶんそろそろゴールだぜ」

「そうか」

　キョロキョロ周囲に注意を払いながら、輝夜は歩き始める。やや落ちついてきたらしく、顔は上げたまま。ただし、錦織の腕にしがみつく手は離さない。

　墓石の横に差し掛かった時、墓石の陰から何かが立ちあがった。ゾンビの格好をした、ロボットだ。

　ゾンビロボットは輝夜に向かって、腐ったように青白くなった両腕を伸ばして、ワサワサと動かした。

「キャアッ――」

　輝夜が可愛かわいい悲鳴を上げた。へなへなと錦織の手を握にぎったまま座りこむ。

「お、おいっ、閣下？」

　輝夜かぐやは腰を下ろしたまま、立ちあがらない。

「どうした？」

「くっ、た、立ちあがれない」

　うんうんと唸うなりながら立とうとしているが、脚が上がっていない。腰がぬけたようだ。

「オレの腕を支えにしても厳しいか？」

「う――ん」

　錦にしき織おりの腕に荷重をかけて上体を上げるが、立ちあがれそうにない。

「仕方ないな。おんぶしようか？」

「おんぶ？　ハラグロが私を背負うのか？」

　輝夜は物もの凄すごく心外な顔になる。

「オレたちがいつまでもここに止とどまっていたらスタッフが困るだろうしさ。ほら」

　錦織は輝夜の前にしゃがんだ。

「く、屈辱的ではあるが仕方あるまい」

　輝夜は錦織の首に腕を絡ませ、体重を預けてくる。背中から、良いい香りが漂ってきた。背中にムニュッと押しつけられる感触。先ほどまで肘ひじの先で感じていた輝夜の胸が密着していると思うと、自然と興奮してきた。

「立ち上がるぞ」

　輝夜を背負ったまま、腰を上げようとする。グキッときた。強烈な重さが腰にかかる。

「そ、そうか。ぼ、防弾チョッキ、着たままか」

　乗り場の体重計が正しいなら１００キロ以上の重さが背中に載っていることになる。だが輝夜を下ろして防弾チョッキを脱がすのも一苦労なので、このまま行くことにした。

「い、行くぞ」

　足を引きずらせて歩く。重銃器を持って行軍する兵士のような気持ちだ。

　進むに連れて、左右からは新たなゾンビロボットが現れて両腕を動かし、そのたびに背中の輝夜がくぐもった悲鳴を上げていた。が、錦織は背中と腰にかかる重さに耐えるのに必死で、それどころではない。

　一歩一歩進み、ようやく屋外の部屋を抜けようとした時、二人の背後で音がして、黒くて長い影が二人の前に伸びた。

　最後にまたゾンビでも出てきたのだろうと冷静に推察して、錦織は振りかえる。

　やはりゾンビだ。だが、墓場の近くに現れたのより一周りほど大きい。

「うおっ！」

　背中の輝夜が驚きの声を上げたのと同時に、巨大ゾンビロボットが動き出した。カタカタと不ぶ恰かつ好こうに両腕が動作する。――と、

　巨大ゾンビの体が、グラーンと前後に揺れた。

「!?」

「ハラグロ！」

　輝夜かぐやの声と同時に、ゾンビが錦にしき織おりに向かって大きく傾斜した。

「うおおお」

　錦織は雄たけびを上げながら、咄とつ嗟さに横方向へ避よける。ものすごく素早く動いたつもりだったが、背中の重りのせいでかなりスローな動きになる。

　次の瞬間、巨大ゾンビロボットは錦織がたった今までいた場所に倒れこんだ。

　鉄棒をバットで殴りつけたような派手な音が上がり、倒れたロボットのゾンビ化粧の施された腕が折れ曲がる。ロボットは倒れてもなお腕を動かしつづけ、その様子は正常動作している時よりも怖かった。

　異常を示すアラームが鳴り響き、天井に設置された非常灯が煌こう々こうと点灯した。

　それなりにリアルだった墓場が、照明に晒さらされて一気に作り物っぽくなる。地面も墓石もゾンビも雑な作りが露呈した。

「ハラグロ、下ろせ」

　明るくなって元気になった輝夜が、錦織の脚を蹴け飛とばしてきた。

「なんだよ、さっきまで腰を抜かしていたくせに」

　ブツブツ言いながらも素直に下ろすと、輝夜はしゃがんで倒れてきたゾンビロボットをジッと観察した。錦織もつられて見る。

　ロボットを支える背骨の部分の金属が錆さびて、その部分から折れていた。

「これは人為的な罠わなだな」

　輝夜がそんなことを言った。

「はあ？」

　錦織が口をポカンと開けていると、ようやく青い顔をした「ホーンテッドハウス」のスタッフが駆けつけてきた。



　　　　☆



「どうやら敵は既に遊園地内に侵入したようだ」

　家族連れでごったがえすフードコートで昼食を取りながら、輝夜は険しい顔を錦織に近づけた。

「やはりここまで来たか。恐れていることが現実になった」

　悔しそうに唇を噛かむ。

「……それはいいから、その口についたケチャップを拭ふけ。前もそうだったよな」

　シェイクを飲んでいた錦にしき織おりは、紙ナプキンを輝夜かぐやに渡す。

「ハラグロ、お前は冷静だな。今回はお前も危なかったというのに」

　輝夜は口を拭ふきながら、ジロリと錦織を見る。

「オレは狙ねらわれているとは思ってないから。スタッフの人が言ってたじゃないか。老ろう朽きゆう化かと雨漏りで支柱が錆さびてたって」

「素人しろうとにはそう見えるだろうな」

「なんの玄人くろうとが見たら、違った結論を導きだすんだ？　誰だれが見ても老朽化って分かるだろ。関節のギアがバッチリ赤錆びていたし」

「錆びたロボットが使われていた……。それ自体が仕組まれていたとしたら？」

「いつの間に仕組むんだよ。オレたちがあそこに行くなんて誰にも分からないんだから。それにオレが暗殺者だったら、わざわざゾンビを使ったりしないぜ。大体、あのロボットが直撃していても、捻ねん挫ざはしても、死にはしないだろうし」

「じゃあ、どうしてあのタイミングに壊れたのだ？」

「だから偶然だろ。もともといつ壊れてもおかしくなかった物が、たまたまオレたちが通った時にお亡くなりになった。それだけだ」

「また偶然か……」

　輝夜は納得がいかない様子で頬ほおを膨らませる。

「そうだよ、偶然だって。サッカーボールが当たったのも、クレーンが倒れてきたのも、ロボットが倒れてきたのもみんな偶然」

「納得できない」

　輝夜は首を振る。

「偶然が嫌だったら、奇跡でもいいぜ。これだけ不運が続くのはある意味奇跡――」

　錦織は自分の言葉にハッとする。

（不運なことに限らず、輝夜といると奇跡みたいなことがよく起こってたよな）

　そう思ってから、「いや、まさかな」と自分の考えを否定した。

「なんと言われようと、私は暗殺者が園内にいると信じている」

　輝夜はむくれたように頬を膨らませる。

「ところで、セクシーたちは本当に私たちを守ってくれているのか？」

「グッ」

　錦織はシェイクを喉のどに詰まらせそうになってむせた。

「あ、ああ。大丈夫だ。今も監視の目を光らせているはずだぜ」

　コメカミをピクピクさせる。

「だとしたら暗殺者はセクシーたちの目をかいくぐり、罠わなをしかけたことになる。私が囮おとりとなって、敵を捕まえるというこの作戦が機能していないことになるぞ」

「閣下の理論だと、そうなるだろうな」

「もし、また同じようなことがあったら、この作戦は中止だ。撤退する」

「分かった――」

　錦にしき織おりはホッとする。輝夜かぐやがすぐにまた引ひき篭こもると言い出したら、その時点で作戦終了だった。

「じゃあ、そろそろ行こうか」

　紙ゴミを丸めて錦織が立ちあがると、輝夜は緊張の面持ちで頷うなずいた。





『ってな感じなんだ』

　フードコート近くのトイレの前で、錦織は携帯電話に話しかけていた。食後、輝夜がトイレに行った隙すきに、錦織は米よね倉くらにかけた。

『う――ん、そんなことがあったのですか。なんて運のない……』

『閣下の不運は結構きてる。お化け屋敷で事故なんて、めったにあるもんじゃないからな。ジェットコースターが停とまることはあっても』

　ちなみにあの事故により、「ホーンテッドハウス」は現在閉鎖中だ。

『午後いっぱい、何もないことを期待しましょう』

『あと、閣下がさあ、米倉たちが本当に監視してくれているのか怪しんでいるんだが。ちょろっと顔、見せてくれない？』

『分かりました。一度、錦織くんたちと合流した方がいいですね』

『おう、頼むよ。今、いる場所は……』

「誰だれと話していたのだ？」

「うおっ」

　突然、背後で輝夜の声がして、錦織はビクンと背筋を伸ばし、電話を切った。

「米倉たちと……」

「なるほど。警戒のレベルを上げるように要請したのだな」

「そ、そうだ。だいたいそんな感じだ」

「ハラグロも気をつけろよ。気がつくと命を落としていた、ということになっても、まったく不思議でない状況だからな」

「命落としていたら、どうやっても気がつけないけどな」

「とにかく。さっきも言ったように次にまたなにかあったら、私は再び部屋に引き篭もって専守防衛に努めるからな。絶対だぞ」

　輝夜はいじけるように唇を尖とがらせる。

「ああ、分かってるって」

　錦にしき織おりは肩をすくめ、ため息をついた。

「で、次はどこに行くのだ？　私の希望は朝と同じようにローラーコースター――」

「ええっと、観覧車とかどうだ？」

「観覧車だと？」

　いかにもイヤそうな顔をする。

「そんな顔をしなくてもいいだろう？　観覧車だってけっこういいもんだぜ」

「言っておくが、私は遊園地の乗り物の中で観覧車が一番嫌いだ。メリーゴーランドも嫌いだが、まだ動きが俊敏なので楽しさがある。観覧車ときたらノロノロと一周して帰ってくるだけで楽しさの欠片かけらもない。葛か西さい臨海公園にもあるくらいだからな」

「いや、それは別にいいだろ。臨海公園にあっても」

「とにかく観覧車は嫌いなのだ」

　ブウと頬ほおを膨らませる。

「じゃあ、止やめとくか？」

　錦織はガイドを開いて、輝夜かぐやが満足しそうなアトラクションを探そうとする。

「いや……、それには及ばない」

　輝夜は膨らんだ頬のまま横を向いて、口をボソボソと動かす。

「観覧車ならふいをつかれる心配はないからな。狙そ撃げきさえ気をつければ、防衛しやすい」

「はあ？」

「それに、密室で二人っきりならば、こちらの会話を敵に聞かれることもあるまい」

　ボソボソを続ける。

「はあ……。つまり、結論は？」

「時には観覧車もいいだろう。そういうことだ！」

　大きな声を出して、錦織の方を向いた。

「お前なあ、だったら最初から嫌いだなんて言うなって」

　錦織は呆あきれた声を出す。

「いや、決してもろ手を挙げて賛成しているわけではないんだぞ。かなりネガティブだが、それ以外にないのであれば仕方がない、というだけのことだ」

　頬を染めながら、パタパタと手を振る。

「はいはい、ホントへそ曲がりだなあ」

　やれやれと、ため息をついた。



　観覧車の乗り場に行く。眠そうな顔をしたスタッフが、客を一組ずつゴンドラへ案内していく。昼食時間のせいなのか、もともと人気がないのか、待ち時間はほとんど無い。スルーで乗り場まで通された。

「お二人さまですね」

　頷うなずくと、四人乗りのゴンドラに錦にしき織おりと輝夜かぐやだけを乗せて扉が閉められた。

　二人を乗せたゴンドラがゆっくりと上り始める。

「やはり遅いではないか」

　錦織の向かい側の席で、輝夜はイライラとした様子で窓から外を眺める。

「そりゃそうだ。観覧車なんだから」

「観覧車だからといって遅い道理はない。動体視力を磨けば高速でも風景を観覧できる」

「無茶言うな！」

　相変わらずだなあと思いながら、錦織は窓の枠に片かた肘ひじをつく輝夜の横顔を見つめていた。大きな瞳ひとみ、形のよい鼻、血色のよい唇。それらが奇跡的な黄金比で顔の上に並ぶ。しかもモデルのようなスタイルのよさ。出るところは出て、引っこむところがひっこんでいる。

（外見だけはいいんだよな、ホントに。これで性格がこれでなかったら）

　何度となく思ったことを、もう一度思う。

　密閉されたゴンドラの中に、お化け屋敷で背負った時にも感じた輝夜の髪の匂においが広がる。錦織は小さく息を吸って、それを肺に吸いこむ。

（いいにおいだなあ）

　鼻をヒクヒクと動かしていると、

「おい、ハラグロ」

　いつの間にか、輝夜が不審そうな顔で錦織を見ていた。

「え、あ、おう？　どうかしたか？」

　錦織は顔を赤らめながら瞬まばたきする。

「この速度では私は狙そ撃げき手しゆの格好の餌え食じきだ。このガラスが厚さ二十ミリの防弾ガラスならば心配ないのだが」

「観覧車を大統領専用車にでもするつもりか？」

「ガラスで防げない以上、狙ねらわれないようにするしかない」

　輝夜は上着を脱ぐと籠かごのフレームのバーに括くくりつけ、窓に目隠しをし始めた。

「ハラグロ、お前もだ」

「このジャケット、下ろしたてなんだぞ」

「ジャケットと暗殺者の視界を遮るのとどちらが大事なんだ」

　ジャケット、と答えそうになるが、輝夜が実力行使に出そうな勢いだったので、大人しくジャケットを脱いだ。それから反対側の窓を覆う。左右の窓から入る光を遮られ、見晴らしのよいはずの景色がまったく見えなくなった。

「これで安心だ」

　輝夜は満足そうに頷いていた。

「これはもう観覧車じゃない。まったく何も観覧できないし」

　目隠しされた窓に目を向けながら、錦にしき織おりはうめくような声を上げる。

「まあ、いいじゃないか。これならゆっくりと落ち着いて話せる」

「それはそうだな」

　錦織は改めて、対面にいる輝夜かぐやを見る。輝夜も錦織の方を見ていた。

「そういえば、こうやって閣下と二人っきりで話し合うのは久しぶりだよな」

「うむ」

　最近は仲間も増えて、秘密基地で二人っきりということはほとんど無い。

（そういえば、輝夜と出会ってもう少しで半年か……）

　それほど時が経たった気がしない。手帳を奪われたのが、ついこの前のことのようだ。

　ゆったりと上昇していくゴンドラの中で、錦織は輝夜と出会ってからの数ヶ月のことを思い出す。

（結構、最近は輝夜のことが分かってきたけど、未いまだに何を考えているのか理解できないことがあるよな）

　例えば今も、暗殺者がいると考える輝夜の精神構造は、まったく分からない。

（それに知らないことも、沢山あるよな）

　遠慮して聞いてはこなかったが、以前より知りたいことはいくつかある。

「あのさあ、閣下……」

「なんだ？」

　錦織が遠慮深げに口を開くと、無ぶ愛あい想そうな声が返ってきた。

「閣下が家に引ひき篭こもっていること、家の人はなんて言ってんだ？　確かばっちゃんと一緒に暮らしてるんだよな」

「別になにも。祖母は私のやることを認めてくれているから」

　輝夜は唇を綻ほころばせる。祖母のことを語る時、輝夜はいつも嬉うれしそうな顔をしている。

（おばあちゃん子なんだろうな）

　一度、会って、話してみたい気がする。特に孫の教育方針とかその辺の所を中心に。

「そっか」

「ただ、少し心配はしているようだった。友達に会えなくて大丈夫かと。私に友達はいないのにな」

「なるほど」

　友達というのは自分たちのことだろう、と錦織は考える。

「ばっちゃんは許してくれても、心配する人もいたりするんじゃないか？」

「例えば？」

「他ほかの家族とか」

　錦にしき織おりは少し顔を緊張させる。

　輝夜かぐやが祖母以外の家族のことを話したことはない。恐らく、一緒の家には住んでいない。タブーと思っていたわけではないが、特に話題に上ることもなかったので、聞いたことはなかった。

「他ほかに家族はいない」

　輝夜はいきなりつっけんどんな声を出す。やはりあまり触れない方がよい話題らしい。

「ハラグロはどうなんだ？」

　横を向いて、ポツリと口を開く。

「ん？」

「その……、私が突然、学校に来なくなって、ハラグロは心配していたのか？」

「えっ、オレ？」

　錦織は自分の顔を指差した。

「オレは、え―――っと」

「まさか、私がいなくてせいせいしていた、なんてことはないだろうな？」

　ギロッと錦織を睨にらむ。

「いや、そう思うことがなかったわけではないが」

「やっぱりか！」

　輝夜はクワッと口を開く。

「待てよ。最後まで聞けよ」

　錦織は落ち着かせるように、両手を上げる。

「確かに最初は会議がなくてラッキーと思ったこともあったけどさ、あんまりいつまでも来ないから……、最近は心配していた。マジで」

「そうか」

　輝夜は安あん堵どしたような、どこか嬉うれしそうな表情をする。

「……」

「……」

　お互いに相手の顔を見つめたまま、口を閉ざす。

　沈黙と微妙な空気に包まれながらゆっくりと上昇するゴンドラが、観覧車の頂上部へ達しようとしていた時、

「そ、それよりさ」

　錦織はわざと大きな声を出して、静寂を破った。

「せっかく、一番高いところまで来たし、そろそろこの目隠し外さないか？　せっかくの眺ちよう望ぼうが台無しだぜ」

「絶対に駄目だ。危険だからな」

「でも、他ほかのゴンドラの客や待ってる客に、絶対に変な風に思われているぜ」

「皆、『可哀かわい相そうに。あいつら狙そ撃げきの危険に晒さらされているんだぜ』と哀れんでくれるだろう」

「どんだけ理解力があんだよ。そいつはエスパーか？　普通、中で、何かよからぬことでもしてるんじゃないか、と思われそうだぜ」

「よからぬことだと？　例えば遊園地の客を狙ねらったテロ計画を練っているとか？」

　輝夜かぐやは訝いぶかしげな顔をする。

「いや、全然違う」

「じゃあ、なんだ？」

「いや、だからさ。つまりさ」

「つまり？」

　輝夜はからんできたチンピラのような感じで、錦にしき織おりに顔を近づける。

　ふいに強い横風が吹いて、ゴンドラがグラリと揺れた。輝夜の体が前のめりになり、錦織と交差した。

　一ひと際きわ強く感じる、輝夜のシャンプーの香り。プニュッ――と、柔らかな唇の感触が頬ほおに伝わってきた。輝夜の唇が、錦織の頬に触れていたのだ。ほほちゅーというヤツだ。

　次の瞬間、錦織の目の前で満開の桜の花が咲き乱れ、頭の中にパパパパンパンパンパッパパーンと、有名ロールプレイングゲームの戦闘勝利ファンファーレが鳴り響く。



    

  
    
      



    

  
    
      『いわゆる一つのタイミングがですね、ジャストにミートしたというか』

　意味不明な野球解説が、錦にしき織おりの頭の中を駆け抜けていた。

　輝夜かぐやはすぐに顔を錦織から離す。

「き――さ――ま――」

　真っ赤にした顔を小刻みに震わせて、錦織を睨にらんでいた。

「よからぬことは今みたいなことだってこと。よく、分かっただろう？」

「誰だれが実践しろと言った！」

「いや、実践したのは偶然！　偶然だって！」

「嘘うそだ！」

　輝夜は真っ赤な顔で立ちあがる。

「おまっ、こんなところで立ちあがったら危ないって。ほら、揺れてるし！」

「私は新世界の王なんだぞ！　その王の唇を奪うとはどういうことだ！」

「いや、唇奪ってないよ！　頬ほおだろ、頬！」

「似たようなものだ！　お前には制裁を加えてやる」

「おまっ！　なに握にぎり拳こぶしに息を吹きかけてんの!?　暴力反対！　ガンジー主義万歳！」

　錦織は手を伸ばして輝夜の暴力から逃れようとする。

　その時――。

　ガタン。再び観覧車が揺れて、動きを止めた。

「えっ？」

「むっ」

　錦織と輝夜は目隠しの服の隙すき間まから、外を見る。二人のゴンドラが丁度、観覧車の一番上に来たところで、観覧車は動きを止めていた。

「どうなってんだ？」

　錦織は焦あせりの声を上げる。他ほかのゴンドラでも家族客やカップルが窓に張りついていた。

「遊園地側のサービス、ってことはないよな？　まさかオレたちが窓ガラスを目隠しして不審な行動をしているからか？」

「いや、違うな……」

　輝夜は深刻な顔で頷うなずいた。

「敵が仕掛けて来た」

「またそれかよ！」

「まさかとは思っていたが、ここで仕掛けてくるとは思わなかった。ヤツめ、他の観覧車ごと、私を片付けるつもりだ」

「いや、まさか、そんなこと」

　あるはずがないと思いつつも、錦織は焦りを顔に浮かべる。

　再びゴンドラがグラリと揺れ、ゆっくりと動き出した。

「ほら、動きだした。ただのマイナートラブルだ」

　ホッとしたのもつかの間のことだった。

「って、あれっ？」

　錦にしき織おりは再び窓の外に目をやる。ゴンドラが加速しているような気がしたのだ。そして、ゴンドラを支える観覧車の支柱の動きを見て確信する。ホントに速くなっている。

「ヤツは本気だ。本気で観覧車と共に私を葬り去るつもりだぞ！」

　猛スピードで下るゴンドラの中で輝夜かぐやは叫ぶ。

「いや、まさか、そんな」

　輝夜の言ってることは荒こう唐とう無む稽けいだ。だが事実、ゴンドラは加速し続けている。まるで絶叫マシンのようにだ。

　二人のゴンドラは一周し、乗り場をすごい勢いで通過する。スタッフの女性が唖あ然ぜんと立っていた。

　再び上昇に転じたゴンドラはさらに加速する。真下を向いているはずの床が、遠心力で外側を向くほどまでに高速化していた。

　軋きしむゴンドラのフレーム。ギ――ギ――と悲鳴を上げる観覧車の金属製の支柱が、錦織の恐怖を誘う。

「ま、まじか。ホントなのか？」

　ついに錦織も悲鳴を漏らした。

「どうやら、敵は観覧車を破壊するつもりらしい。やってくれるな、ハハハ」

　輝夜が変なテンションで笑い始めた。絶叫マシン好きの血が騒いでいるのかもしれない。

「笑ってる場合か。くそっ、どうすりゃいいんだ」

　そう簡単にこの巨大な金属の塊かたまりが壊れるとは思えないが、ゴンドラが本体から外れて落下ということはありえる。

「フッ、どうやらこの観覧車が私の墓標となるようだな」

「かっこよく決めたつもりかもしれんが、シャレになってないぞ！」

「まあ、待て。確かにゴンドラは高速で動いているが、回転の中心に行くほど動きは少ない。ゴンドラを脱出し、支柱をたどって中央に行けば事なきを得るかもしれないぞ」

「不可能だろ！　出た瞬間、空中に放ほうり出されるわいっ！」

　錦織は叫ぶ。二人のゴンドラは再び乗り場を通過しようとしていた。



　一方、その頃ころ、六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの別働隊はソフトクリームを片手に歩いていた。

「ウオータースライダー楽しかったね」

　イチゴクリームをぺろぺろ舐なめながら、六道が嬉うれしそうに笑う。三人はランチタイムの空すいた時間を利用して、人気アトラクションをまわったのだ。

「ではそろそろ閣下たちと合流しますか」

「まだいいんじゃない？」

　弓ゆ削げがつまらなそうに言う。

「どうせあの二人なら今いま頃ごろよろしくやってるよ」

「みっちー、今の発言、私し怨えんはいってるね」

　六りく道どうがホホホと口に手を当てる。

「べつに。はいってないよぉ」

　弓削はブウと唇を結ぶ。

「ホントはデート状態になっている二人に、心中穏やかでない癖に」

「そんなことないよ。そういうろくちゃんはどうなのよ」

「心配だよ！　二人の保護者として！」

「保護者!?　ろくちゃん保護者なの？」

「んだ。何か間違いでもあったらご両親に顔見せできみゃあよ」

「なぜ三み河かわ弁べん？」

「それはどうでもいいんですが」

　六道と弓削の掛け合いを、米よね倉くらは流れ無視でぶった切る。六道が「どうでもいいって……」とプチショックな声を出していた。

「実は、さっき錦にしき織おりくんからヘルプの電話がありました。合流したいって」

「そなの？」

　弓削は意外そうな顔をする。

「お化け屋敷でトラブルがあったみたいなんです。それを閣下は暗殺者の仕し業わざと思っていて、護衛は何をしているのか、と」

「ちなみにトラブルってなに？」

「お化けのロボットが倒れてきたとか」

「それは凄すごい。あまりそんなこと経験できないよね」

　六道が呆あきれた声を出す。

「かぐやん、不運続いてるなあ。しゃーない。合流しようか。で、今、二人はいづこ？」

　弓削も肩をすくめる。

「途中で電話が切れて分かってないのです。錦織くんにメールして聞いてみますね」

　米倉が携帯電話を手にする。

「いや……、もしかしたら確認しなくてもいいかもよ」

　六道が呆ぼう然ぜんとした声で言った。

「どういうことですか？」

「あ、あれ」

　六りく道どうが丘の上を指差す。巨大観覧車が、どう見ても異常な速度で回転していた。

「なにあれ？」

　弓ゆ削げがポカンと口を開ける。周囲の他ほかの客も気がつき、指差し、悲鳴を上げていた。

「まさかあそこに二人がいるのでしょうか？」

「最近の閣下の不運さを考えると、十分ありえるんじゃない」

　三人は顔を見合わせる。

「危険かもしれませんが、行きましょう」

　頷うなずき合い、観覧車に向かって走り出した。

　丘へと続く道を、観覧車から離れようとする人の流れに逆らうように上る。丘を登りきり、乗り場の近くまでいく。扇風機状態の観覧車が、ブーンブーンと異音を発している。遠心力で外方向を向くゴンドラ。強い風が吹き下ろし米よね倉くらや弓削の髪を巻き上げる。

「あいふぉん、あれ！」

　六道がゴンドラを指差す。服で窓を目隠しされた奇妙なゴンドラがあったのだ。

「あそこににしぽんとかぐやんが乗っていると思う人！」

　全員が手を挙げる。すぐさま乗り場へ走った。

「危ないですから離れてください。離れてください」

　拡声器に向かって叫ぶ若い女性スタッフに詰め寄る。

「何が起きているんですか？　あの中に友達が乗っているんです！」

　米倉が鬼き気き迫る勢いで尋ねた。

「恐らく、観覧車への供給電力がおかしくなって、過電流が流れているんだと思います」

「止めることはできないのですか!?」

「制御室でマスター電源を落とすことはできます。ただ、そこの鍵かぎを持つスタッフがこの場を離れていて……。今、違う鍵を取りにいっているところです」

「制御室はどこですか？」

　スタッフの女性が乗り場の端にある小さなプレハブ小屋を指差した。

　三人は小屋に向かう。「お客様」というスタッフの声は聞こえていなかった。

「やっぱり開かない！」

　六道が制御室の扉のノブを回しながら叫ぶ。

「ろくちゃん、のいて！」

　小屋の外に設置されていた消火器を持ち上げた弓削が叫ぶ。

「や――――」

　消火器を扉のガラス窓に叩たたきつけた。あっさりガラスは割れ、大きな穴が開く。

「このやり方、にしぽん仕込みなんだよ」

　弓ゆ削げは穴から手を内側に入れて鍵かぎを回した。

「開いた！」

　米よね倉くらが扉を開ける。一番奥の壁に、ロッカー二つぶんくらいの大きさの箱のような物が置かれている。緑や赤のＬＥＤが点滅する古風な制御装置だ。制御装置の中央に、「非常停止用」と書かれた赤い大きなコックがある。

「押していいよね？」

　制御装置の前で、弓削が六りく道どうと米倉の方に振りかえる。

「押してください。問題にならないよう、後で私が言っておきますから」

「言っておくって誰だれに？」

　不思議そうな顔をする六道。

「オーナーに」

「なるほど、だったら安心。みっちー押しちゃえ！」

「了解、ポチッとな」

　赤いコックを押す。制御盤のＬＥＤが全すべて点滅した。

『非常停止します、非常停止します――』

　危機感を煽あおるような警告音が鳴り響く。その直後、制御室の外から、甲高い金属同士が擦こすれる音が聞こえた。

　三人は制御室から外に出る。金属音が小さくなるに連れて、観覧車の回転する速度が確実に遅くなっていく。

　観覧車が停とまる寸前になって、ようやく遊園地のスタッフが駆けつけてきた。

「あいふぉん、この事件、閣下的にはどうなのかな？」

　止まろうとしている観覧車を呆ぼう然ぜんと見つめながら、六道は呟つぶやいた。

「たぶんですが、あまりよいことではないでしょうね」

「う――む」

　三人は深刻な顔をして腕を組んだ。



　　　　☆



「結論は出た」

　輝夜かぐやは厳おごそかに言った。

　スカイランド遊園地のタクシー乗り場に、輝夜と四人はいた。

「一応、聞こうか」

　錦にしき織おり、六道、米倉、弓削は、疲れた顔で輝夜を見返す。観覧車の暴走事件について、他ほかの被害者の客と一緒に遊園地側から事情説明を受け、解放されたばかりだ。

「言うまでもないだろう。お化け屋敷でのロボットの倒壊、観覧車の大暴走。どちらも人為的な罠わなだ。つまり私を殺そうとしている暗殺者がやはり実在する。最初から分かっていたことだがな」

「ロボットは老ろう朽きゆう化かだし、観覧車は過電流だろ？」

「違うな。両者とも、事故に見せかけて私を殺そうとする巧みな罠だ」

「オレたちが遊園地に来てからの短時間に、どうやってそんな罠を仕掛けるんだよ？」

「恐らく暗殺者はなんらかの異能力が使える」

　輝夜かぐやはキラリと漆しつ黒こくの瞳ひとみを光らせた。

「異能力!!」

　弓ゆ削げが驚きの声を上げて、

「閣下の世界観ってそういうのありだったの？」

　と、錦にしき織おりに耳打ちしてきた。

「当然だ。ないわけないじゃないか」

「そっか、だから世界征服できるんだね」

　弓削はよくわからない納得の仕方をする。

「なあ、閣下。閣下の持ってるその異能力を使える暗殺者イメージってどんなのなんだ？」

　錦織は疲れたような顔で、輝夜の顔を見る。

「目立たぬ黒装束に身を包み、手には必殺武器。観覧車を動かすほどの力を使えるとなるとかなりの手練てだれ。自由自在に外見を変えて遊園地に侵入し、異能の罠を仕掛けるのだ」

「自由自在に外見を変えられる割に、格好は黒装束なんだな」

　錦織はため息をつく。

「恐らく、サイクロンのような異能力者見習いとは格が違うだろうな」

「えっ、ろくちゃんまで、異能力者？」

「てへへ、そんな風に言われてた時期もありました」

　照れたように笑う六りく道どうの横で、錦織はピクピクとコメカミを震わせる。実際に、六道は「ばっちい物を浄化する』という、使えるのか使えないのかイマイチ不明な能力を持っている。あまりに微妙過ぎて最近出番がないが。

「いいなあ。あたしにもそういう設定が欲しいな」

　弓削が普通に羨うらやましがっている。

「ですが、閣下」

　米よね倉くらが真面目まじめな目で輝夜を見つめる。

「もし、それだけの強力な異能力者だとしたら、どうしてもっと直接的な方法で閣下の命を狙ねらわないのでしょうか？　やっていることが中途半端ではありませんか？」

「狙いは完全犯罪だ」

「完全犯罪……」

「あからさまでは、警察に異能を疑われて足がつく。だから回りくどいやり方をするのだ」

「警察が異能力を疑うか？」

「ですが、確かに。理にはかなっています」

　そうまで言われると反論し辛づらいのか、米よね倉くらも押し黙ってしまう。

「ハラグロ。お前にも悪いことをした。私の暗殺に巻きこみそうになったからな」

　輝夜かぐやは申し訳なさそうな顔を錦にしき織おりへ向ける。

「いや、オレは、別に」

「私は再び家に篭ろう城じようするつもりだ。その間に恒こう久きゆう的てきな対策を練る」

「恒久的な対策ね」

　錦織は疲れたように首を振った。

　ロータリーにオレンジ色のタクシーが入ってくる。今け朝さ、輝夜が乗ってきたのと同じタクシー会社の車両。輝夜が呼んだのだ。

「では私は撤退する。今日はご苦労だった。今後のことはまた私から連絡する」

　輝夜は襲撃を警戒してか小走りでタクシーに近づいていく。輝夜の顔を確認したドライバーが、運転席で顔を引ひき攣つらせていた。

　輝夜を乗せると、タクシーは来た時と同じように凄すごいスピードでタクシーターミナルを飛び出していった

「かぐやん、あの調子だと来週も学校に来ないだろうねえ」

　弓ゆ削げが頭の後ろで手を組んだ。

「まさかこんなことになるとは、思いもよりませんでした」

　米倉はため息をついた。

「閣下、不運過ぎ。観覧車が壊れて大暴走するなんて聞いたことないよね」

　同意を求めてきた六りく道どうに、錦織は「いや、う―――ん」と言葉を濁す。

　あの、観覧車が動きだした時、違和感のようなものを覚えたのだ。ここ最近、立て続けに経験したのと同じ感覚。

（もしかしたら……）

「暗殺者さあ……」

　夕空を見上げながら、錦織は呟つぶやくように言う。

「ホントにいるんじゃないか？」

「えっ？」

　六道たちはまさか、という顔をした。

「やだ、錦織くん？　閣下とずっと一緒にいたせいで洗脳されちゃったの？」

「いや、洗脳されたわけじゃないけどさ」

　錦にしき織おりは顎あごに手を当てる。

「六りく道どうよ……」

「うん、なに？」

「明日、みんなでお前のママさんのところに行ってもいいか？」

「へっ？　ママのところ？」

　六道は首を傾かしげると、他ほかの二人と顔を見合わせた。



　　　　３



　色づき始めた森の中に、工事の音が鳴り響いている。土色の地面に杭くいが打たれ、土が運び出され、忙しそうにヘルメットに作業服の男たちが行き来している。

「来月には完成する予定なのですよ」

　開け広げられた障しよう子じの向こうに見える工事用の足場へ目を向けながら、六道の母、六道あやめは静かに言った。

「そうなんですか」

　錦織は居い心ごこ地ちの悪そうな顔で相あい槌づちをうつ。弓ゆ削げは初めて見る六道の家に、キョロキョロと首を動かす。何度も来たことのある米よね倉くらはさすがに落ちついていた。

　遊園地の事件から明けた月曜日、神社内にある六道家の屋敷。その二十畳ほどの和室の客間に、訪問した錦織たち四人は案内されていた。

「あの酷ひどい事故のせいで、六道神社の本殿はほぼ全壊しました」

　あやめは静かに首を振る。いつもの和服姿。折り目の正しい正座で錦織たちと対たい峙じしていた。

「保険に入っていたのでなんとか再建できそうですが、歴史ある本殿が六道一門の前であんなことになったのは極めて悲しいことです」

　あやめは静かな中にトゲのある言い方で話す。

　以前、六道の結婚騒動の時、謎なぞの地震に襲われて六道神社本殿は崩壊した。今、屋敷の横で行われているのは本殿の再建工事だ。

「それで、今日はなんの用ですか？　このように多くの人が集まって」

　あやめは冷ややかな目を錦織に向けた。

「いや、その、実は今日は教えを請こいたくて参りました」

「私は人に教えられるような人間ではありません。過去にそうだったこともありません」

「霊れい験げんあらたかと評判の六道神社の頂点に立つ方なら、きっとご存じかと」

　錦織はへりくだる。

「確かに私は立場上六道神社を束ねる人間ですが、実は小さな人間です。娘の婿むこ取とり一つ成功させることができないような」

「うっ」

「うっ」

　バツの悪い顔をする錦にしき織おりと六りく道どうに、あやめはフンと鼻を鳴らした。

「ですが……まあ、一応、聞いておきましょう。愛あいさんも来てくださっていることですから。それで、聞きたいというのは、どういうことでしょうか？」

「えっとですね。自分たちのある友人、ここでは仮にＡとしますが……」

　錦織はあやめの顔色をうかがう。

「ほお」

　あやめは目を糸のように細めた。

「そのＡに最近、普通では考えられないような不運が続いています」

「普通では考えられないような不運？　例えば？」

「クレーン車が倒れてくるとか、遊園地の遊具が壊れるとか、そういう感じです」

「なるほど」

「オレが知りたいのは、そういう不運が現実にあるのかということです」

「なるほど。そういう話しですか」

　あやめは錦織たちをグルリと見回す。

「一つ聞きますが、そのＡはこの中にいるのですか？」

「それは、答えられません」

「なるほど」

　あやめは微笑を浮かべる。

（ほとんどＡが輝夜かぐやと言ったようなもんだよな。まっ、いいけど）

　錦織はボソボソッと言う。

「まあいいでしょう。ただし、私は一般論として知っていることを伝えるだけです。そのままＡに当てはまるとは限りませんよ」

「構いません」

　錦織は頷うなずいた。

「よろしい。ではまず、強運とか不運というものが存在するか、ということにお答えします。つまり、他人や他ほかの時間、他の場所に比べて、極端に運がよかったり悪かったりすることがあるかということですが……、これはあります」

　あやめはきっぱりと言いきった。

「厄やく年どしやお払いがあるのはそのためです。ただし、この幸不幸というものは、絶対的なものではありません。つまり立場が違えば変わるもの。例えばクレーン車が倒れてくるのは不運ですが、そのお陰で工事が中止になれば喜ぶ人もいるでしょう。あるいは本殿が崩壊したことは、私にとっては不運ですが、工事業者には幸運です。不況の最中ですしね」

「……」

「つまり、現象があってその後に幸運か不運がある、ということです。クレーンが倒れる、遊園地の遊具が壊れるという現象自体は幸運不運とは関係ない。奇妙な現象がＡさんの周囲で発生して、それがかぐ……Ａさんにとって不運であるだけ、ということです」

「今、ママ、輝夜かぐやさんって言いそうになったよね」

　錦にしき織おりの耳元で六りく道どうが囁ささやく。

「かなめ！」

　あやめに睨にらみつけられ、六道は縮こまって錦織から離れた。

「つまり私が言いたいのは、不運だから一連の現象が起きた、ということではないということです。分かりますか？」

「はあ……。なんとなく分かります」

　クレーンやロボットが倒れてきたのは不運以外の違うものがもたらした、ということだろう。ただ、あやめが敢あえてそこを強調するのが、錦織にはよく分からなかった。

「では、その絶対的ではない運・不運が、ある個人、場所、時間に偏かたよることがあるか、ということですが、先ほども言ったようにそれはあります」

　あやめはゆっくりと頷うなずいた。

「禍か福ふくは糾あざなえる縄なわのごとし、というように、幸運と不運はバランスよく人に訪れます。ところが、それが偏ることがある……。うかがいますが、そのＡは不運になる前、幸運なことがあったりしませんでしたか？」

「つまり、ラッキーなことが起きてないか、ってことですよね。Ａさんの周りで」

「ええ」

「それはあります。結構な回数。幸運なことがありました」

　以前からなんとなく感じてはいた。確かに輝夜がいると幸運なことがよく起きる。それもここぞという時に。

「例えば本殿が倒壊するとか？」

　あやめは皮肉っぽい笑みを浮かべて続ける。

「幸運なことが続いていれば、その逆が続けて起きても不思議はないでしょう」

「なるほど……」

　錦織は腕を組むと真剣に光らせた瞳ひとみであやめを見る。

「ずばり教えてください。今までＡには……いや、今更、仮名を使っても白々しいから止やめます。Ａ、つまり輝夜の周りでは不運が連続して起きる以前から、不思議なことがありました。天気が変わったり、地震が起きたりとか……。それはさっき言った、結果的に幸運だったことなんですが。それらは全部、輝夜が起こしていたんですか？」

　六りく道どうと米よね倉くらがハッと息を飲み、錦にしき織おりの方を向く。輝夜かぐやと一緒にいる時に起こる不思議な現象。それに気がついていたのは錦織だけではないのだ。

　あやめは答える代わりに、錦織をジッと見つめた。錦織の考えていることを全すべて見通すように目を細めて。

　ややあって、

「それは分かりません」

　あやめは首を振った。

「私が先ほど説明したのは、その不思議な事象が輝夜さんにとって幸運であったために、その反動として今、不運が起きているのだろう、という推測です。不思議な事象自体が、どうして起きているかまでは分かりません。幸運の方も不運の方も」

「……なるほど」

「ただ、輝夜さんに集中して起きているのですから。無関係ということはないでしょう」

「はい」

　錦織は軽く唇を噛かむ。やや不満足。贅沢を言える立場ではないが、もう少しちゃんと説明してもらいたかった。

「おばさま。話が戻ってしまいますが、今、輝夜さんの周りで起きている不運を治す方法はないのでしょうか？」

　米倉が改めてあやめを見る。

「不運の治療法というものはないですよ、愛あいさん」

　米倉に向かって、あやめは首を振る。

「禍か福ふくのバランスが突然治ることもあれば、いつまでも治らないこともある。何度も言っているように、幸不幸は絶対的なものではなく捉とらえようの問題です。どちらも最終的に引きこむのは自分自身。自信過剰で年中走りまわっているような人は幸運を呼びこみやすいでしょうし、常に不安を抱えている人は不運を呼びこみやすいでしょう」

「自信過剰で年中走り回っている……」

　錦織はすぐに輝夜のことを思い浮かべた。だが、暗殺者騒動で輝夜はその根拠のない自信を失っている。

（それが不運の原因なのか？）

　偶然、サッカーボールや工事現場の事故によって輝夜の中に生まれた疑ぎ心しん暗あん鬼きが、本当に不運を呼び寄せているのかもしれない。

「私はこの辺で失礼いたします。本殿の再建の準備でやることが山ほどありますから」

　そう言って、六道あやめは立ちあがる。

「あ、今日はありがとうございました。参考になりました」

　錦織たちも立ち上がり頭を下げる。

「そういえば、二人はあれからどうなっているのですか？　進展しているのですか？」

　客間から縁えん側がわの廊下に出ていく足を止めて、あやめは振りかえった。

「二人？　誰だれのことですか？」

　錦にしき織おりは首を傾かしげる。

「婿むこ殿どのとかなめに決まっているではないですか!!」

「婿殿って……、あっ、オレか！」

　錦織はパンと自分の頬ほおを叩たたいた。

「ったく、忘れていたのですか!?」

　あやめはギョロリと目を動かす。

「いや、忘れていたというかなんていうか……」

「婿殿がかなめを幸せにする、と言うから縁えん談だんは諦あきらめたというのに」

「ええっ!?　オレ、そんなこと言いました？」

「え、ろくちゃんってにしぽんと婚約してるの!?」

　弓ゆ削げが驚きの声を上げる。

「えへへ――。実は……」

「いや、婚約してないよ!?　都合によりそういう雰囲気の時もあったが正式にはしてない」

「子供を作ろうとか言ってたくせに」

「いや、だからそれは！」

　錦織は頬を引ひき攣つらせる。あやめのいる手前、強くは否定できない。

「酷ひどい、あたしというものがありながら」

　弓削は目に手を当てて、メソメソと嘘うそ泣なきを始めた。

「幼稚園の時、結婚しようと約束してくれたじゃない」

「頼むからお前は黙っていてくれ、話がこれ以上ややこしくなったら困るから」

「婿殿!!」

　あやめが一いつ喝かつした。

「は、はいっ」

　あやめは糸のように細めた目で、恐縮した錦織を見る。

「婿殿。私はあなたに計画を邪魔されたことを忘れませんからね」

　それだけ言って回れ右すると、縁側の廊下を歩いていった。

「ふう」

　錦織は額に浮かんだ汗を拭ぬぐいながら、ため息をついた。

「相変わらず怖いなあ、六りく道どうママは」

「そう？　結構、ママ、錦織くんのこと気に入っていると思うよ？」

「ホントかよ。いつ月の無い夜に背後から刺されるのかとドキドキしてるんだぜ」

　ブルッと肩を震わせた。

「でも、ママさんの話を聞いて、一つはっきりしたことがあるな」

　錦にしき織おりは六りく道どうたちを見回した。

「閣下と一緒にいると起きる変なこと。あれはやっぱ、偶然じゃなくて、輝夜かぐやがいるから起きているんだ」

　自分を納得させるように頷うなずく。

「まあ、なんとなく六道も、不思議に思っていたんだけどね」

「私もそうですね」

　六道と米よね倉くらが賛同するように錦織の方を見る。

「オレの感じだと、なんらかの危機があって、輝夜が興奮した時に変なことが起きているような気がするんだよな」

「そだね」

「私もそう思います」

　うんうんと首を縦に振る。

「え、なになに？　もしかして、あたしだけ意味分かってない？」

　一人、会話の波から取り残された弓ゆ削げが首を傾かしげた。

「いやさあ。この前、弓削が秘密基地での録音テープをばら撒まこうとした時、絶妙のタイミングで火事が起きただろ」

「はて？」

「はてじゃねえよ。もう忘れてんのかよ」

「そんなこともあったかのお」

　弓削は指で頭をグリグリやって、ボケ倒そうとする。

「……。とにかく、ああいう不可解なことが、閣下といるとしょっちゅうあるんだよ。木刀が急に光ったりしたこともあったな」

「そうですね。あれも今思えば、輝夜さんが関係していたのかもしれません」

　輝夜といると、信じられないような偶然や奇跡のようなことが起きる。

　最初は錦織もまさかとは思っていたが、最近はぼんやりとだがそういうもんなんだろう、といつの間にか現実を受け入れていたのかもしれない。どんなに物理的におかしなことでも、現実に目の前で起きていれば、そちらを優先して受け入れる。不動産屋に並んでいる物件の間取りと同じだ。

「まあ、閣下のそんな特異体質のことはとりあえず置いておいてさあ。問題は、今、起きている閣下の引ひき篭こもりを、いかに治療するかだ」

　錦織は腕を組んだ。

「どうでしたか？　かなめのお母様に聞いて、何か分かりましたか？」

　米よね倉くらがあやめの言葉をメモしたノートを見返していた。

「クレーン車や遊園地での事件が、輝夜かぐやの不運のせい、ってことはよーく分かった」

「でも、治す方法はないとのことでした」

「代わりにヒントは教えてくれた。閣下に不運が襲いかかってくるのは、暗殺者に狙ねらわれるかもしれないという不安によるものだ。きっと」

「そうですね」

　米倉は頷うなずく。

「ってことはさ。閣下が不安を取り除けばいいってことだよな。暗殺者なんていないと信じこませれば解決……って、それは遊園地でやろうとしていたことと同じか。でも信じてないから不運なことが起きて、ますます不安になる」

「鶏と卵の無限ループに入ってるね」

　六りく道どうが背中の後ろで手を組んだ。

「う―――ん」

　四人全員で腕を組み、唸うなり声ごえを上げる。

「ええっと、こういうのはどうかな？」

　ややあって、弓ゆ削げが手を挙げた。

「なんだ？　また妙なことじゃないだろうな？」

　錦にしき織おりは不審そうな目を弓削へ向ける。

「妙じゃないよお。超具体的で、超効果的な方法だよ」

「具体的で効果的ね。期待はできないが、一応、言ってみろ」

「あたしとにしぽんがラブラブなところをかぐやんに見せつけて……」

「却下」

「最後まで聞いてよ！　二人がラブラブな写真を撮って、かぐやんに送るの。それでもかぐやん、そんな写真を見たら、プンプンで、破は廉れん恥ちカンカンの余り暗殺者の不安なんて忘れちゃって、すぐに学校に来そうじゃない？」

「そうかもな。でも却下」

「なんでだよお」

「オレとお前がラブラブというのは、演技でもしたくない！」

「じゃあ演技じゃなくするって、いうのは？」

「ますます却下。検討に値しない」

「むう、すごい言われようだ」

　弓削は頬ほおを膨らませる。

「はい、はーい。そのやり方、別ににしぽんとみっちーでなくてもいいと思います。元婚約者の六道は、い・か・が？」

　六りく道どうが目をパチパチと瞬まばたきさせる。

「でしたら、私でもその役はできますが……」

　恥ずかしそうに、控えめな様子で米よね倉くらも言う。錦にしき織おりも米倉が相手なら、ラブラブな写真を撮ってもいいなと少し思う。

「ただ、そういう方法もいいですが、同じ演技を使ってもう少し直接的な方法で閣下の暗殺者への恐怖を取り除くことはできないでしょうか？」

　米倉は真面目まじめな目で、全員の顔を見る。

「う――ん。直接的って、なんかあるかなあ？」

　錦織は顎あごに手を当てる。

「こういうのはどうでしょう」

　米倉が考えながら話すように、ゆっくりと口を開く。

「遊園地の作戦は閣下を外出させ、何も起きないことで安全を証明することが目的でした」

「おう」

「同じように外出してもらって、でも今度は、閣下の目の前で暗殺者を倒すというのはどうでしょうか？」

　眼鏡めがねの奥の大きな瞳ひとみをキラリと光らせた。

「暗殺者を倒す？」

　錦織は意味が分からないという、顔をする。

「いくら輝夜かぐやが不運で、事故が起きているからといっても、実際には暗殺者はいないんだぜ？　どうやって倒すわけ？」

「いないなら作ってしまうのは？」

　米倉はニッコリと微笑ほほえんだ。

「ああ、そういうことか」

　錦織は指を鳴らした。

「一人、暗殺者をでっちあげて、それを輝夜の見てる前でやっつけちゃうわけだな」

「いいねそれっ！　今日もあいふぉん、輝いてるよ――」

　六道が米倉の頭を撫なでる。

「さらにですね。ただ倒すと言っても、実際に演技で人を殺してしまうわけにはいかないです。だから、閣下に納得してもらうためには、リアリティを出すための演出を加える必要があると思うのです」

　米倉はまだアイディアがあるように、両手を合わせた。

「演出というと」

　錦織たちは声を揃そろえた。

「例えば特別な力で倒すとか。閣下は暗殺者を異能力者と思っているようです。異能力には異能力ということで、丁度いいのではないでしょうか」

「なるほど。文字通り、“〝やっつける”〟感じでやるってことか」

「そういうことです。幸い、閣下の下もとには“〝道具立て”〟が整っていますから不自然ではありません。ねっ、かなめ」

　米よね倉くらはニッコリ微笑ほほえむと、六りく道どうに意味ありげな視線を向ける。六道はキョトンとして自分の顔を指差していた。



　　　　４



　暗くら闇やみに包まれた六道神社の参道の入口に、錦にしき織おりたちは立っていた。薄着では少し肌寒いくらいの気温。鳥居から山の上の境けい内だいに向けて延びる石段から、周りの林で発生した霧が流れ下りてきていた。

「閣下、遅いですね」

　前を走る国道を見やりながら、米倉はポツリと言う。

「たぶん、もうそろそろ……。米倉、もしかして寒い？」

　錦織は心配そうに肩を震わせる米倉を見る。絹の千ち早はやに袴はかまという、いつか六道かなめが着ていた巫み女こ衣装の格好だ。秋の夜の屋外には薄着かもしれない。

「いえ、大丈夫です。慣れてきました」

「だったらいいけど、寒かったら今からスタンバっていなくても、輝夜かぐやが来るまでの間、上着を着ていてもいいと思うよ」

「お気遣いありがとうございます。でも大丈夫ですから」

　米倉がニッコリと微笑むので、錦織も「そっか」と笑った。

「あのー、錦織くん。六道はめっちゃ寒いんですけど、心配する声はないのでしょーか」

　横で米倉と同じ格好をした六道が不満そうに頬ほおを膨らませる。

「だってほら六道は寒いの平気だろ？　子供は風の子っていうし」

「六道、子供と違うし！　同級生だし！」

　六道はますます頬を大きくする。

「寒くてもいいじゃん。あたしも巫女衣装、着たかったなあ。可愛かわいいなあ」

　弓ゆ削げが羨うらやましそうな目で六道と米倉を見る。こちらは黒いチェックのワンピースにピタッとしたニーソと、黒ずくめの私服だ。

「オレたち黒くろ子こがあんな格好したら目立ち過ぎだろ」

　錦織は肩をすくめる。錦織も弓削と同じように黒っぽい服装だ。

「それにあの格好になったら漏れなく魔法を使ったり、こういう、“〝聖剣（笑）”〟を振ったりしないといけないんだぜ。いいのか？」

　錦にしき織おりは握にぎっている棒状の物を弓ゆ削げに向ける。キラリンと鈍い光を放つ剣つるぎ。アルミホイルでグルグル巻きにした木刀だ。輝夜かぐやが米よね倉くら家の裏山で発見し、聖剣と呼んでいる特別な剣。秘密基地の壁にかかっていたのを持ってきた。

「いいじゃん。かっこいいじゃん。あたしも巫み女こ衣装で聖剣振りまわしたい」

「チッチッチ。聖剣じゃない。“〝聖剣（笑）”〟だ」

　錦織は言いながら、持ち手にあるスイッチを押す。ピカッと刃の部分が光輝いた。白色ＬＥＤ二十四個と乾電池を組み込み、いつでも『聖なる光』を発生するよう改造したのだ。輝夜が例の特異体質で本物の『聖なる光』を作り出す可能性もあるが、念のため、科学の力に頼ったわけだ。

「屋外でも明るく光りますね」

　錦織から剣を受け取りながら、米倉は感心したように言う。

「超高性能な懐中電灯だな。今ならエコポイントだってついちゃうぞ」

「で、そのエコな光に貫かれて、錦織くんは死ぬと」

　ＬＥＤの光を体に受けながら、弓削は倒れるフリをする。

　輝夜の目の前で、異能力者の殺し屋に扮ふんした錦織を、六りく道どうと米倉のコンビがやっつける芝居をうつ。それが錦織たちの考えた作戦だ。

「あ――あ、やっぱりあたしが錦織くんを倒す役、したかったなあ」



    

  
    
      



    

  
    
      　弓ゆ削げが唇を結ぶ。

「そればっかりは仕方がないな。なにせ米よね倉くらには実績があるんだから」

「ごめんなさいね、弓削さん」

「む―――」

　不満そうな弓削に、米倉が手を合わせて謝っていた。

「さてと。“〝聖剣（笑）”〟の動作チェックも終わったし、後は、閣下を待つだけだな」

　錦にしき織おりが顔を上げた時、甲高いタイヤ音を上げて暗くら闇やみの中から眩まぶしいライトが接近してきた。以前、輝夜かぐやが遊園地に来た時と同じ、地元のタクシーだ。

　鳥居に横づけしたタクシーから輝夜が降りた。レースっぽい黒のシャツ。紫の色のリボンで髪結っていた。手には竹刀しない。錦織との剣術の練習に使っているものだ。

　輝夜は険しい表情で四人の前に立つ。まっすぐな黒髪と竹刀、そして凛りんとした顔立ちのためか、まるで少年剣士のような雰囲気を放っていた。

「本当にやるつもりか」

　錦織に向かって言う。

「ああ。今日で終わりにしようぜ。そろそろ出席日数も厳しいしな。このまま退学だ」

「終わりになるのは私かもしれないが」

「大丈夫、六りく道どうとあいふぉんの聖剣がついているよ」

　六道が自分の腕をポンと叩たたいた。米倉も“〝聖剣（笑）”〟を構えてみせた。

「うむ、サイクロンとセクシーが頼りだ」

　頷うなずく輝夜に、錦織は安あん堵どする。

（疑ってはいないようだな）

　再び引ひき篭こもった輝夜を呼ぶために、錦織は大ぼらを吹いた。六道の力と“〝聖剣（笑）”〟により、異能力者の暗殺者を倒す、と。

　もともと六道は異能力者として輝夜にスカウトされた。その後、いつまでたっても才能が開花しないので秘密基地の清掃係に転職したが、元は新世界構築のための即戦力として期待されていた。それを利用した。

　米倉の“〝聖剣（笑）”〟も同じ。理由はよく分かってないが、前に米倉が持つと光輝いて、不良女子高生をバッタバッタと倒していった実績がある。

　ただし、このやり方には欠点もある。

「このタイミングでサイクロンと聖剣が本領を発揮するようになったのは僥ぎよう倖こうであった。暗殺者を倒した暁には『新世界構築』に役立てて欲しい」

　輝夜が六道と米倉の肩を叩く。

（ほらきたぜ）

　錦織はチッと舌打ちした。異能力や“〝聖剣（笑）”〟を輝夜に見せたら、それを新世界構築に利用すると言い出さないわけがない。

「閣下、今はそのことよりも敵を倒すことに集中しましょう。全力で戦っても勝てるかどうか分からない相手なのですから」

　米よね倉くらが巧うまいことを言って誤ご魔ま化かしていた。

「もっともだ。来るかどうか分からない明日の話をしても仕方がないからな」

　輝夜かぐやは自らを諌いさめるように言う。錦にしき織おりは米倉にウインクしておいた。

「敵を六道神社ここで迎え撃つことにした理由は？」

　境けい内だいに向かう石の階段を上がりながら、輝夜は錦織に聞いてきた。

「ここだったら派手な戦いになっても、一般人に迷惑をかけることもないからな」

　六りく道どう神社の境内には外灯が数メートルおきに立っていて、明るさも十分ある。米倉家でやることも考えたが、丁度、六道の家族が九州に出張しているので都合がよかった。

「確かに、もし異能力戦ということになれば、周囲に与える影響は計り知れないからな。私も全面的に賛成だ」

　輝夜もあっさり納得していた。

　階段を上りきり、鳥居を通って境内まで移動する。

「では待つとするか」

　輝夜は境内中央の砂の上で腕を組み、油断の無い目つきで周りをグルリと見まわした。

　音のしない夜の境内。六道家の人間がいないために、聞こえるのは森から聞こえる虫の鳴き声のみ。空では満月が煌こう煌こうと金色の光を放っている。その光に照らされた輝夜の長い髪や白い肌の上で、光の粒子がキラキラと輝いているように見えた。

（やっぱ、輝夜だけに月が似合うのか）

　ジッと見つめながら、錦織はそんなたわいないことを考えていた。

　腕時計を見る。そろそろ時間だった。

「閣下、オレと弓ゆ削げは神社の入口に戻って、そっちを見張っておく。どうせ戦いになったら足手まといにしかならないし、人が多過ぎて襲ってこない可能性もあるし」

「……うむ、そうだな」

　一瞬間まのあった後、輝夜は頷うなずいた。

「じゃあ、行ってくるぜ」

　錦織は弓削と一緒に回れ右をする。

「ハラグロ！」

　輝夜の声が飛ぶ。

　錦織は振りかえった。

「敵を見つけても手を出すなよ。お前には余る相手だ」

　気のせいか、輝夜が寂しそうな表情をしているように見えた。だがそれも、錦織は月の明かりのせいにしておく。

「おう、分かってるぜ」

　錦にしき織おりは片手を上げて前へ向き直ると、小走りに駆けて行った。





　今上がってきたばかりの石段を、錦織と弓ゆ削げは並んで下りていく。

「ねえ、さっき、にしぽん、かぐやんに見とれてたでしょ」

　錦織はゴホゴホッとむせる。

「いや、見とれていたわけじゃない」

「でも、見つめてたよね」

「呼ばれたから振りかえっただけだ」

「まあ確かに。かぐやんは綺き麗れいだけどさ」

「無視かよ」

「そんなに気になるんだったら、もっと素直になればいいのに」

「お前がなに言ってんのか、分かんねえよ」

　言いながら、錦織は階段を下りる足を止める。

　錦織は階段横の外灯の側そばでしゃがみ、横の藪やぶからスポーツバッグを引っ張り出した。ファスナーを開ける。中から黒いレオタードとマント、舞ぶ踏とう会かいで使いそうな仮面を出す。

「じゃあ手はず通り、弓削は既定の位置に戻ってくれ。境けい内だいに戻った時、輝夜かぐやには絶対に見つかるなよ」

「分かってるって」

　弓削は回れ右して、下りてきた階段をまた戻ろうとしたが、急に立ち止まり振りかえった。

「にしぽん、前にかぐやんが好きかって聞いた時さあ、まだ分かんない、って言ってたよね。一緒に帰った時」

「そんなこと言ったか？」

「言ったよお。もう、忘れたの？　自分の発言には責任を持ちましょう」

　弓削は唇を結ぶ。

「用件があるなら急いでくれ。お前がいたら、着替えられないだろ」

　錦織がうんざりした声を出すと、弓削は嬉うれしそうな顔をした。

「着替えられないのは、つまりあたしを女の子と認識しているってこと？　やった！」

「ちげえよ。こんな格好になるところ、相手が男だろうが女だろうが、見せたくねえよ。妹に見られたら、なんて言われるか……」

　錦織はレオタードを両手で持ちながら言う。

「で、用件は？」

「いや、あの時のまだ分かんない、ってまだ有効かな。って思って」

「有効ってなんだよ」

「だからあ。まだかぐやんのことが好きかどうか分かってないのかな、と」

「あのなあ」

　錦にしき織おりはため息をつく。

「答えは？」

「有効だよ。だっておま、まだあれから大して日数経たってないし」

「そっか。じゃあ、まだフラグは立ってないんだ。かぐやんルート、入ってないんだね。よかったあ」

「ってかお前、最初っから攻略不可キャラクターじゃん」

「一周目はね」

「ああー、もういいから、早くいって、舞台、作っておいてくれ」

「了解」

　弓ゆ削げはビシッと敬礼ポーズをすると、階段をまた戻っていった。

「あいつ、なに考えてんだ？」

　錦織は首を振ると、再びため息をつく。それから周りを一応確認すると、ジーンズとシャツを脱いで、黒いブリーフとＴシャツになった。



    

  
    
      



    

  
    
      「なんでオレがこんなものを」

　独りごちて、レオタードの上に上着、肩にマントを着け、顔にマスクを装着する。

「輝夜かぐやにバレなきゃいいけどな。いや、それ以前にオレを見た六りく道どうが爆笑しないか、ホントに心配だ」

　ブツブツ言いながら、着替えを鞄かばんに詰めこむ。異能力使い暗殺者・錦織の誕生だ。



　　　　☆



　一方、境けい内だいでは輝夜、六道、米よね倉くらが暗殺者を待ち構えていた。輝夜は仁王立ちで腕を組み周囲に険しい視線を飛ばす。六道と米倉は緊張の面持ちで輝夜の近くに待機する。

（三人とも準備万端だな）

　レオタード姿になった錦にしき織おりは、近くの林の中から三人を見守っていた。腕時計を見る。

（そろそろか……）

　錦織が口の中でそう呟つぶやいた時、風が吹き、林がザワついた。どこからか回転機械のモーター音らしきものが聞こえる。

　やがて、どこからともなく真っ白な霧のような物が境内に流れこんできた。

「サイクロン、セクシー、気をつけろ！　煙えん幕まくだ！」

　輝夜の叫び声が響いた。

　実際には煙幕ではなくドライアイスから発生した水蒸気の粒。米倉が用意した舞台用の水蒸気発生装置を二機、境けい内だいに面した六りく道どうの家の中に設置。発生させた白い煙を、窓から送風機で送り出しているのだ。

　山から吹き下りる霧のような水蒸気が境内を覆い始める。それを見て、錦織は林から飛び出す。水蒸気に紛れて、輝夜に接近していった。

　境内にシャッシャッと錦織が砂じや利りを蹴けり上あげる音が響く。

「サイクロン、来たぞ！」

　再び輝夜の声。錦織は距離をおいて立ち止まる。体を包むマントを勢いよく開いた。

「ハハハハハ！」

　ハスキーな高笑いが響く。ボイスチェインジャーでトーンの変わった錦織の声だ。

「くっ！」

　輝夜が緊張したように、竹刀しないを構える。

「お前が私を狙ねらっていた暗殺者か！」

　肩を震わせながら指差す。正体が錦織とは微み塵じんも疑っていない。

「今こ宵よい、この場所がお前の墓場となる！」

　叫びながら、錦にしき織おりは手を挙げた。

　ズドンと音がして、輝夜かぐやからやや離れた場所の地面から火柱が上がる。これも米よね倉くらが用意した機械式バーナー。白はく砂しやに埋めこまれていて、弓ゆ削げが発火スイッチを押すと火柱が上がるようになっている。

「気をつけろ、敵の力は本物だぞ！」

　六りく道どうと米倉に注意を促す輝夜。目を大きく開き、額に大量の汗の粒を浮かべていた。

（まずいな）

　錦織は舌を打つ。経験上、輝夜が今のようにてんぱった顔をする時は、大たい抵てい、よくないことが起きているのだ。

（まさか、何か起きないよな。いや、起きないでくれよ）

　今、変なことが起きたら、もしかするとそれは暗殺者である錦織を倒そうとするような事態になるかもしれない。

（それだけは勘弁してくれよ……）

　頭の中で切に願った。

「霧の中で死ぬがいい！」

　錦織が叫ぶと、境内を包みこむ霧の濃さがさらに強くなっていく。

　錦織は霧に紛れて輝夜に近づいていく。作戦ではこの霧を六道の『浄化光ハンド某なにがし』が消し、姿が露あらわになった錦織を米倉の“〝聖剣（笑）”〟が貫くことになっている。



　だが――、



　小走りで進む錦織の横を、風が通り抜けた。

「えっ？」

　立ち止まる錦織。それは錦織の格好そっくりの、仮面をした黒ずくめの人物だった。

「はっ？　誰だれ？」

　頭の中がパニクる。

　まさか米倉か誰かが、他ほかにも暗殺者役を雇っていたのか？　ならば事前に説明があってもいいはずだ。

　とにかく暗殺者が二人いてはますます面倒なことになりかねない。錦織は急いで、元いた林へダッシュした。

　錦織が藪やぶの裏に隠れ、振り返ったその時、

『浄化光ハンド！』

　六道の声が響き渡り、七色の光が飛散した。光に向かって水蒸気が集まり、次々と周りの空気が透明に変化していく。境けい内だいを覆う白いベールが完全に晴れ渡り、輝夜に迫ろうとしていた黒ずくめの姿が露わになる。

　歓声のような声を上げる輝夜かぐや。だが、錦にしき織おりはそれどころではなかった。

「あ、あの黒いのは誰なんだ？」

　自分の代わりに現れた、第二の暗殺者に向かって、錦織は藪の中から目を凝らす。背格好は暗殺者に扮ふんした錦織と同じほど。ただ、錦織と違うのは、右手に閃ひらめくダガーナイフのような刃物が握にぎられていることだ。

　霧が晴れたためなのか、黒ずくめの足が止まる。

　米よね倉くらが“〝聖剣（笑）”〟のスイッチを入れて、ＬＥＤライトを光らせた。

　シナリオでは“〝聖剣（笑）”〟の光に体を貫かれて、暗殺者役の錦織は断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて倒れる。そのタイミングで弓ゆ削げがまた大量の水蒸気を発生させて視界を遮り、その間に錦織がマントを脱いで退散。米倉がマントの上に大量の塩をばら撒まいて、「聖剣に貫かれ、暗殺者は塩になった……」と言うことになっている。

　だが――、

「やああああああああああああああああ！」

　米倉が叫びながら黒ずくめへ走っていく。人工の白光を発する剣つるぎで突き刺そうとする。もちろんフリ。黒装束の上から、軽くツンと突く程度のはずだ。

　黒ずくめに触れたと同時に、“〝聖剣（笑）”〟が体の中にめりこんだ。そのまま貫通し、背中から剣先が飛び出す。

「!?」

　錦織は目をカッと見開く。

　米倉と六りく道どうも同じような表情をする。

　米倉が慌てたように“〝聖剣（笑）”〟を引き抜くと、黒装束は反転し、走りだす。忍者かなにかのような、腕を振らない素早い走りで境けい内だいを走りぬけ、再建工事中の本殿の方向へ消えていった。

「追って止とどめをさす！」

　輝夜も竹刀しないを持ち黒装束が消えた方向へ向けて走った。六道と米倉も不思議そうな顔をしたまま、輝夜を追っていく。

「まずいな、これは」

　錦織は仮面とマントを外して地面に投げつけると、藪やぶから飛び出して輝夜たちを追う。

「閣下！」

　本殿に続く砂じや利り道みちの途中で、輝夜に追いついた。

「ハラグロか……。ぬ？」

　輝夜は錦織の格好を見て眉まゆ根ねを寄せる。

「なんだその格好は」

　マントと仮面は取って上着を着たが、レオタードは着替える時間がなかった。

「あ、これ？　ちょっと動きやすいように、と思ってさ。……んなことよりも、暗殺者が現れたみたいだな」

「ああ。セクシーの剣つるぎでダメージは与えた。追って、手負いの間に止とどめをさす」

「なるほど。オレも一緒に行ってもいいよな」

「問題ない。ただ、足手まといになるなよ」

　輝夜かぐやが頷うなずくと、錦にしき織おりは速度を落として後方を走る米よね倉くらと六りく道どうに近づく。

「さっきのあの黒いのなんなの？　錦織くんじゃないよね？」

　走りながら、六道が小声で言う。

「当然だ。オレは、あんな体に剣を貫通させられるようなマジックが使えたら、今いま頃ごろステージに立ってる」

「じゃあ、やはり……」

　米倉が重苦しい顔で頷く。

「ああ。たぶんな。輝夜のヤツ、不安のあまり、不運な事故を起こすだけに飽き足らずついに暗殺者本人を作り出しやがった」

　錦織は首を振る。

「でも、命を作り出したわけではない、と。あの黒装束は暗殺者の記号です。黒い服装の内側は、がらんどうだと思います。空気を叩たたいたような感触でしたから」

　米倉が“〝聖剣（笑）”〟を持つ手を上げる。

「まさにエア暗殺者！」

　六道が引きつった笑みを浮かべる。

「言葉も喋しやべれなそうです。知能を持っているかどうかも怪しいかも。動きも閣下を狙ねらってはきますが、その後の一貫性が乏しいですし」

「閣下の暗殺者のイメージがあんな感じなんだろう。黒装束にでっかいナイフだ」

　錦織は肩をすくめる。

「それでどうするの？　作戦は大幅変更だよね？」

「それなんだが、せっかく本物の暗殺者が現れたんだから、それを倒して閣下の憂うれいを絶つ。幸い、閣下は聖剣でダメージを与えたと考えているみたいだから、もう一度、“〝聖剣（笑）”〟で突き刺せば成じよう仏ぶつしてくれるだろう。はっきりと意思を持った動きはしてなかったし、割と簡単にできるんじゃないか？」

「少し気になるのは、暗殺者が刃物のような物を持っていたことです。エア暗殺者とはいえ、危険だったりはしないのでしょうか？」

「あれもイメージだろ。閣下も、自分の作り出した暗殺者に殺されたりはしないって」

「だといいですが……」

　米よね倉くらは不安そうな顔をする。錦にしき織おりも確かに不安がないわけではない。だが、実際に暗殺者が現れた以上、本当に倒すしかなくなった。

　塀に挟まれた狭い砂じや利り道みちを走り抜け、「工事中　立ち入り禁止○○建設」と書かれた黄色い看板に囲まれた中に、輝夜かぐやと錦織たちは入っていく。防犯用なのか、夜中も点灯している工事用のライトに照らされた再建工事途中の本殿が、薄暗い中でボンヤリと浮き上がっている。既に一階部分の床と柱までは完成し、後は棟むね上あげを待つ状態だ。

　本殿の前に敷かれた盛り土の上で立ち止まり、輝夜は腕を組み、油断の無い視線を四方に飛ばす。錦織たちも同じように、ここに消えた黒装束の姿を探した。

「どこにいったんだろ？」

　六りく道どうがキョロキョロとする。

「私は、本殿の方、探しますね」

「ああ。敵は手負いだ。何をするか分からないから、気をつけろ」

「はい」

　六道と“〝聖剣（笑）”〟を構えた米倉が、工事途中の本殿に上がり、柱の後ろを探しにいく。

（まさか、そのまま消えたってことはないよな）

　なにしろ相手は輝夜が作ったエア暗殺者だ。どんなことがあっても、不思議はない。だが、もし本当に消えていたら、作戦はやり直しで面倒臭いことになる。

　その時――。

「にしぽーん。こんな所に来てたんだ」

　背後から暢のん気きな声が聞こえた。弓ゆ削げが小走りで向かってきていた。

「おまっ、来るの遅いよ。こっちは結構、大変なことになって――」

　錦織は弓削の格好を見て、途中で言葉を止める。

「弓削、お前なんで制服なんだ？　いつ着替えたんだ？」

　聞いた瞬間、弓削が体勢を低くして走ってきた。

　走る弓削の顔や服装などの表面にタイルのような切れ目が入り、それがパラパラとはがれ落ちていく。中から現れたのは黒装束。手に持つダガーナイフの刃が、キラリと閃ひらめいた。

「そんなのありか！」

　錦織は叫びながら、遊園地で聞いた輝夜の考える暗殺者のイメージを思い出す。

「しまっ――！」

　黒装束はダガーナイフを輝夜に向けたまま、こちらに向かってくる。

「錦織くん！」

「閣下！」

　本殿から六道と米倉の悲鳴が飛ぶ。

「！」

　輝夜かぐやは、目を大きく開き、迫る黒装束に体を向けたまま硬直していた。

「輝夜！」

　錦にしき織おりが黒装束の進路を遮るように動く。交差する二つの影。

　ゴフッ――。

　錦織は拳こぶしで思いっきり殴られたような衝撃を腹に受けた。ダガーナイフが腹に突き刺さっているのを確認しながら、ゆっくりと前のめりに倒れていく。

　腹から全身に駆けぬける激痛。

　痛い。

　だが、刃物で腹を切り裂かれた鋭い痛さとはかなり違う、鈍い痛みだ。血が出ている感じもない。

（やっぱ、輝夜のイメージだから、本物とは違うのか？）

　激痛の中、錦織がボンヤリとそう考えた時、



「ハラグロ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――！」



　輝夜の絶叫が響き渡った。

　同時に世界が揺れた。

　グラグラッと。地面が大きく上下に動いていた。

　錦織は腹部の痛みのため倒れたまま顔を上げ、目を輝夜へ向ける。

　輝夜は目を閉じ、真まっ青さおな頬ほお。両手で抱えるようにして持つ頭を、漆しつ黒こくの夜空へ向けていた。

　揺れがさらに強くなる。再建途中である本殿の柱が左右にたわむように揺れる。奥の方の、まだ建てている途中の支柱が倒れ始めていた。

（あ――あ、始まっちまったか――）

　輝夜といると起きる不思議な現象。錦織が目の前で暗殺者に刺されたと思い、輝夜は興奮している。異常現象が起きる条件は揃そろっていた。

（暗殺者を倒して、輝夜を落ち着かせないと！）

　錦織は倒れたまま、首を動かして黒装束を探す。すぐ近くにいた。倒れた錦織のすぐ横で動きを止めていた。米よね倉くらの言う通り知能はないらしく、輝夜以外の人間を攻撃してしまい、戸惑っている様子だ。

　錦織は本殿の米倉の方を向いた。ハッと錦織に気がつく米倉に向かって、伸ばした手を開け閉めした。

（米倉っ――！）

　米よね倉くらは揺れの中で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていたが、錦にしき織おりの意思を察したように頷うなずいた。

　手の“〝聖剣（笑）”〟を投げる。

“〝聖剣（笑）”〟は放物線を描いて飛んでくると、錦織の伸ばした手の側そばに落ちる。

　錦織は痛みを堪こらえながら立ち上がり、“〝聖剣（笑）”〟を拾いあげた。空に掲げ、柄つかのスイッチを押す。

　鋭い白い光が二十四個の白色ＬＥＤから放たれた。錦織は純白のベールに包まれた“〝聖剣（笑）”〟を、黒装束へ向ける。

　錦織は“〝聖剣（笑）”〟を構えたまま、目を閉じ、天に顔を向けた輝夜かぐやを見る。茶番にオチをつけるのは、輝夜の目の前でなければいけない。

　錦織は幾分か痛みが和やわらいだ全身に力をこめると、大きく息を吸いこんだ――。

「かぐやああっっ!!」

　力の限り大きな声で叫ぶ。

「！」

　輝夜がハッと顔を下ろす。立ち上がった錦織を認識すると、黒い瞳ひとみを大きく開いた。

　その瞬間、錦織は“〝聖剣（笑）”〟を黒装束に向け、

「や――――――――――――――――――――――――――！」

　剣道で鍛えられた流麗なフォームで横に払った。



    

  
    
      



    

  
    
      “〝聖剣（笑）”〟が黒装束の腹を薙なぐ。

「「ギャ―――――――――――――――――――――――」」

　黒装束から、合成して作ったような人工の声の悲鳴が上がる。黒い革の手袋に包まれた両手で顔を覆い、苦しそうな声を上げ続けた。

　次の刹せつ那な、熱した鉄板に水を落とした時のような音を発しながら、マスクや黒装束の内側から白い湯気が立ち昇る。

　湯気が上がるに連れて、黒装束の中身の体が痩やせ衰おとろえていき、やがて完全に消える。黒装束とマントが折り重なるように地面に落ち、マスクがその上にころんと転がった。

「ハア、ハア、ハア、ハア」

　錦にしき織おりは肩で息を整えながら、衣装だけになった黒装束に“〝聖剣（笑）”〟を向けていた。人形のようなものを、木刀で殴っただけなのに、不思議な高揚感に体が包まれている。

「ハラグロ、大丈夫か！」

　輝夜かぐやが必死な声を上げながら、近づいてきた。ボンヤリと月明かりに照らされた顔の眉み間けんに、心配そうな皺しわが寄っている。

「大丈夫。ズキズキと痛むけどな」

　そう言って、錦織は腹を擦さする。輝夜が不思議そうに眉まゆをハの字にした。

「あんな大きいナイフに刺されて、血も出ないとは。私はてっきり腹をえぐられて、内臓からの出血多量で即死したと思った」

「やけに死因が具体的でえぐいな。なんか巧うまいこと刺さらなかったみたいでさ」

　誤ご魔ま化かすように肩をすくめた。

「そうか、それはよかった」

　輝夜は心からよかったという風に言い、優しげに目を細める。ここまで嬉うれしそうな顔をした輝夜を見たのは初めてだ。その顔は可愛かわいく、どこか弱弱しく、そして綺き麗れいだった。

「……」

　錦織は火ほ照てった顔を隠すように、本殿へ顔を向けた。いつの間にか揺れは収まっていたが、新しく建てた柱の多くが倒れ、一階の床板は割れ、基礎の盛り土も崩れていた。

（六りく道どうのママさん、怒るだろうなあ……）

　自分の責任ではないとは言え、さすがに心苦しい。あやめなら、すぐに輝夜が関かかわっていると気がつくだろう。

「閣下、錦織くん、大丈夫でしたか？」

　本殿から下りてきた米よね倉くらと六道が走ってくる。

「ああ、我々は問題ない。セクシーのお陰で倒すことができたぞ。感謝する」

「いえ、倒したのは錦織くんで、私は何もしてないですよ」

　米倉は恥ずかしそうにパタパタと手を振った。

「セクシーの聖剣を他ほかの人間が使えることが分かったことも収穫だった」

　満足そうに頷うなずく輝夜かぐやの横で、錦にしき織おりは「ゲッ」と嫌な顔をする。

（また、オレに“〝聖剣（笑）”〟使えとか言わないだろうな）

　心配そうな視線を輝夜に送る。輝夜はそんな錦織の心配など全く気がついていない様子で、朗らかな笑みを浮かべていた。

　しゃがんで地面に落ちた黒装束とマスクを指先でつつきながら六りく道どうが、顔を上げる。

「もうこれで暗殺者に狙ねらわれる心配はなくなったね」

　上目遣いで、輝夜の表情をうかがう。

「それはどうかな」

　輝夜は腕を組んで、険しい顔をした。

「「「えっ？」」」

　輝夜以外の全員が同時に聞き返す。

「今回の敵は確かに排除した。しばらくの間は暗殺者に狙われることはないだろう。だが、私が世界征服活動を続ける限り、第二第三の暗殺者が現れる可能性は十分にある」

「ああ、そういう意味か」

　三人ともホッと、ため息をつく。しばらくの間だけで十分だと、その場にいる全員が思っていた。

「もう、みんなこんなところにいたの？　探したよお」

　鳥居へ続く道から声が聞こえてきた。頬ほおを膨らませた弓ゆ削げが歩いてきていた。

「もう、移動するなら連絡してくれてもいいのに。これだから外と様ざまはつらいのお」

　唇を蛸たこのように尖とがらせる弓削へ、四人が一斉に不審の顔を向けた。

「な、なに？」

　弓削は立ち止まり、のけぞるような格好をする。

「なんでみんなそんな顔で、あたしを見るの？」

「アイドル、お前、まさか、また暗殺者じゃないだろうな？」

　輝夜が疑うような声を出す。

「えっ、あたしが？」

　弓削は自分の顔を指差した。

「ひ、酷ひどいよお。いくらあたしが最初からいたメンバーじゃないからって、酷い扱いだ。こんな可愛かわいい暗殺者がいるわけないよ？」

「そいつはどうかな。異能力で変装している可能性がある」

「そんな能力使えるんなら、いつももっと可愛い服を着てるって」

「とにかく本物の弓削かどうか確認するため、調査させてもらう」

　輝夜は弓削に近づくと、体をペタペタと触り始める。

「ちょっ、かぐやん。それ、くすぐったいって。あたし、くすぐり弱いんだから。だってほら、あたしって感じやすい体質だから……って、いや、だから止やめてって」

「偽者なら早く正体を現すがいい。舌を噛かみ切らないうちに」

「し、舌!?　舌噛み切るまで続けるの――――!?」

　弓ゆ削げは悲鳴を上げる。

　触ろうとする輝夜かぐやと逃れようとする弓削の攻防を見ながら、錦にしき織おりは肩をすくめた。

「やれやれ、いつもの閣下が戻ってきたみたいだな」

「だといいのですが……。閣下、心の底から暗殺者への不安をなくしてくれたのでしょうか？　ちょっと心配です」

　錦織の横で米よね倉くらが心配そうな声を出す。

「さあ、どうだろ。でもあの様子だと、たぶん大丈夫なんじゃないか？」

　弓削を嬉き々きとしてくすぐろうとする輝夜からは、暗殺者への漠然とした不安は感じられない。以前の、六りく道どうあやめの言うところの“〝年中走り回っている”〟ような感じの輝夜だ。幸運をどんどん引き寄せそうな。

「確かに、そうかもしれませんね」

　米倉はニコリと笑う。

「とにかく、これでもう、不運なことが起きるのはスッパリ止まって欲しいな」

「うんうん、大丈夫でしょっ。もう元の閣下だって」

　六道も頷うなずいていた。

「だとすると、閣下の学校復帰は近いですね」

「だろうな。なんだかホッとしたような、残念なような」

　錦織があーあと肩をすくめていると、

「ハラグロ！　お前たちも来て、このアイドルが偽物かどうか調べるんだ」

　輝夜が弓削を触りながら手招きしてきた。

　錦織は六道、米倉と顔を見合わせると、

「おう、今いくぜ」

　元気よく叫ぶ。

　男の弓削なら触ってもそこまで問題にはならないだろう。弓削にはまだ返してもらっていない貸しがいくつもあるのだ。

　錦織は口元に残忍そうな笑みを浮かべると、輝夜と悲鳴を上げる弓削へ近づいていったのだった。





　　　　エピローグ



　その日、錦にしき織おりが秘密基地の扉を開けると、既に六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げが席についていた。

「錦織くんの予想通り、早さつ速そくだったねえ」

　自席に向かっていく錦織に六道が声をかける。

「ああ。でも予想以上に早かったぜ」

「まさかもう会議を開くなんてね」

　六道神社で作戦が行われた翌日、輝夜かぐやは二週間ぶりに元気な姿を学校に現した。一年Ａ組の生徒と一部の先生たちはため息をついて「もう大丈夫なのか？」と残念そうに輝夜に尋ね、その返答に失望していた。そして午前のうちに錦織たちには「新世界構築会議」開催のメールが届いていた。

「まあ、閣下としてはしばらく会議をやっていませんでしたから、すぐにでも開きたかったところなんでしょう」

　米倉はコロコロと笑う。

「そういえば、六道のママさんは何か言ってたか？」

　地震のせいで再建中の本殿が半壊してしまったのだ。

「電話でしか伝えてないけど、たぶん実際に壊れた本殿を見たら怒り狂うよ。きっと錦織くんが疑われて、拉ら致ちされて吊つるされるね」

「拉致されるくらいならこっちから謝りにいくかなあ」

　錦織はうな垂れる。

「でもよかったね。ちゃんとかぐやん、暗殺者が死んだと思ってくれたみたいじゃん」

　弓削が立ちあがって、昨日、錦織が覆面をしていた時のようにマントを開く格好をする、――と、丁度、そのタイミングで輝夜が秘密基地に入ってきた。

「あっ」

　弓削は引ひき攣つった笑みを浮かべ、そのままダンスの振りつけに繋つなげて誤ご魔ま化かした。輝夜が首を傾かしげただけでなにも言わず自席に向かうと、その場の全員が胸を撫なで下おろした。

「『新世界構築会議』を始める」

　三週間ぶりに秘密基地に輝夜の声が響く。

「昨日の作戦はご苦労だった。皆の努力のお陰で、敵を撃退することができた」

　輝夜は満足そうに頷うなずき、それから真剣な顔になる。

「今回の敵は強力だった。私だけでなくハラグロたちも、命の危険にさらされることになったのだ。防衛体制については今後の課題として残ったが、セクシーやサイクロンの頼もしい力があれば今後も乗り越えることができるだろう」

　期待するような目を米倉と六道へ向ける。二人ともなんとも微妙な顔をしていた。六道は早いうちにまた異能力が使えなくなったと伝えるつもりで、聖剣は既にＬＥＤ電飾を全部外した状態で壁にかけてある。

「それについてはおいおい考えていくとして……、これからが本題だ！」

　輝夜かぐやは立ちあがり、バンと机に手をつく。

「私が不在だった三週間の『新世界構築活動』を取り戻すため、我々はこれから急スピードで活動しなければいけない。その第一弾の作戦がこれだ!!」

　足元の紙袋から一枚のフリップボードを取りだした。

　そこには超ちよう極ごく太ぶとの赤マジックペンで「生徒会完全掌しよう握あく！」と書かれてあり、輝夜は意味ありげな視線を錦にしき織おりへ向ける。

　錦織はゴクリと生なま唾つばを飲みこむと、コメカミをピクピクと震わせる。

　そして、もう少しくらい輝夜は引ひき篭こもっていてもよかったかな、と思うのだった。



    

  
    
      


第２話　おしどりけんかくろにくる





　　　　１



「諸君、先月、我々は新世界構築の作戦上、大きな進歩を遂げた！」

　秘密基地に輝夜真ま央おの声が響いていた。

「進歩というのは他ほかでもない。我々の仲間の一人を生徒会に送りこむことに成功したことだ。これにより、我々の学校支配への道が開かれた」

　輝夜は秘密基地の中を歩きながら、同志たちの顔を一人一人見ていく。錦織、六りく道どう、米よね倉くら、そして弓ゆ削げ。全員、珍しく神妙な顔をしていた。

「ハラグロよ。お前はこれから何をしなければいけないか、もちろん分かっているな？」

　近くからジロリと睨にらまれ、錦織は口の端をピクッと痙けい攣れんさせた。生徒会に送りこまれた輝夜の仲間というのは他でもない、錦織のことである。

「あんまり分かってないが」

　錦にしき織おりは下を向きながら、口を開く。

「例えば生徒会の運営情報を閣下に流すとか、そんなところか？」

「情報だと？　ハハンがハンッ！」

「お前、今、鼻で笑ったな。しかも微妙にリズミカル！」

「ああ、笑った。笑うしかなかった。お前の考えがあまりに幼稚だったからな。情報ゲットだぜ、だと!?　こいつは失笑ものだ」

　輝夜かぐやは馬ば鹿かにするように、「クククッ」と笑った。

「閣下、今日もテンション高いね」

「ああ。しばらく会議、やってなかったからな」

　耳元で囁ささやく六りく道どうに錦織は相あい槌づちを打つ。輝夜は二週間ほど学校に来ていない時期があったのだ。今回は復帰後二度目の会議だ。

「ハラグロよ」

　輝夜はビシッと錦織を指差した。

「もはや秘密情報を入手してどうこうするとか、そんなチマチマやっている段階ではない。我々は敵陣地の奥まで侵入したのだぞ。こんなところでダラダラしていてどうする。次のステップに進む時。つまりこれだ！」

　輝夜は一回前の会議で全員に披ひ露ろうしたフリップボードを出す。極ごく太ぶとの赤ペンで『生徒会完全掌しよう握あく』と書かれた物である。

「ああ、生徒会掌握ね。前にも聞いたと思うんだが、具体的にはなにをするんだ？」

　錦織は虚うつろな目でボードを見ながらコメカミをグリグリとする。

「言うまでもないことだ。生徒会を支配し傀かい儡らい化する」

「傀儡化……」

「生徒会を我々の思うがままに操り、学校支配の礎いしずえとする」

「思うがまま……」

　錦織は唸うなるように言う。いつものように頭が痛くなってきた。

「とにかく、当面の活動の目標は『生徒会支配』なんだね」

「そういうことですね」

　六道と米よね倉くらが笑顔で頷うなずきあっている。

「二人とも納得するの早いなあ」

「なるほど、生徒会を支配し傀儡化か。メモメモ――」

「弓ゆ削げ、お前もなに納得してんだよ。順応しすぎだろ」

　メモ帳にボールペンを走らせる弓削に、ツッコミをいれる。

「でも、錦織くんが選挙で勝った以上、こういう展開になるのは分かっていたと思うけど。前の会議でも閣下、言っていたし」

　六りく道どうは肩をすくめる。

「まあな。そりゃオレも覚悟はしていたけどさ」

「ほう。覚悟していたというなら、もう行動は起こしているんだろうな？」

　輝夜かぐやが目を糸のように細め、低い声を出した。

「行動するったって、まだ生徒会は一回しか行われてないし、しかもほぼ顔合わせだけだったし。なにもできないって」

「そんな悠長なことを言っていられない。これは私の責任だが、計画は遅延している。可か及きゆう的てき速すみやかに生徒会の実権を握にぎらなければいけない！」

　クワッと口を開けた。

「わ――ってる。わ――ってるから、そんな怖い顔すんなよ。ちゃんと命令は聞く。生徒会支配の為ために努力する」

　錦にしき織おりは輝夜を宥なだめるように両手を上げる。

「ところで、かぐやん、あたしはまだ加入したばかりでよく分かってないのですけど、どうして生徒会の支配が学校全体の支配に繋つながるのですか？」

　弓ゆ削げが不思議そうに唇の下に指を当てた。

「うむ。アイドルマスターの疑問ももっともだ。まだ新人なのだから、分からないことも多かろう。よし、ハラグロ。アイドルマスターに生徒会をどう利用して、学校支配へつなげるか説明してやるがいい」

「え、オレ!?」

　ゲゲッと自分の顔を指差す。

「ハラグロは一番の古参なのだから分かっているよな。私は過去に何度も説明した」

「説明したか？」

「した。したとも。生徒会の文字が出るたびに、語りきかせてきた。なぜ生徒会を支配下に置くことが重要か。言葉にしなくても顔からそういうオーラは出していた」

「自分は科学的な人間なので、そういうスピリチュアル的なものはちょっと……」

「まさか分からないのか？」

　輝夜は目を剥むく。

「いや、なんとなくは分かる。でも、生なま半はん可かな知識で説明してはかえって誤解を招くかもしれないから、もっと閣下の薫くん陶とうの行き届いているヤツが説明した方がいいと思う。……例えば六道とか」

「えっ、六道が!?」

　六道は自分を指差す。

「よし、ならばサイクロン、説明してやれ」

「……」

　恨みがましい視線を錦にしき織おりへ送りつつ、弓ゆ削げの方を向いた。

「そ、それは、みっちー。たぶん、こういうことじゃないかな。ほら、生徒会と言えば、学校において最強の集団じゃん」

「うんうん、そうだね」

　弓削がメモを取りながら頷うなずく。

「そして、敵をやっつける時は頭から倒せってね、ともよくいうじゃない？」

「言うね」

「言うか？」

　錦織のツッコミはそのまま流される。

「学校で一番強いところ、つまり生徒会を支配すれば、学校を支配したも同然」

「なるほどっ」

　弓削はポンと手を打った。

「そういうことかあ。今まで疑問でモヤモヤと光化学スモッグのように頭の中を漂っていたことが、パッと晴れました。さすがろくちゃん。早さつ速そく、メモメモ――」

「いや、ちょっと！　あんな説明でいいのか!?　それなら新人でもちょっと考えれば分かるだろ？　ってか、閣下もなに満足そうな顔をしてんの？」

　錦織は世の理不尽を訴えるように叫ぶ。

「うむ。サイクロンの今の説明は、私の意志とほぼ一致している」

「マジかよ」

「ようやく私の新世界構築スピリットを理解したようだな、サイクロン」

「えへへへ」

　六りく道どうは素直に嬉うれしそうな顔をしていた。

「閣下、私からも質問です」

　米よね倉くらが手を挙げた。

「生徒会を支配した後、具体的に何をする予定なのでしょうか？」

「うむ。この際だから私の腹を説明しておこう。実は既に計画は立ててある」

　輝夜かぐやは不敵な笑みを浮かべた。

「まずはアジテートに利用する。生徒会を支配した暁には、公的な場で、こっそりと『新世界構築活動』の広告を全校生徒向けに行うことができる」

「例えばどうするのですか？」

「例えば、入学式などで生徒会製作の学校紹介ムービーを流すことがある。その時、ムービーのフィルムの一分毎ごとに一コマ『大衆はコブタだ！』と書かれた画像を潜りこませておく。式典の後、ムービーを見た大量の生徒が私のところへ仲間にして欲しいとやってくる、という寸法だ」

「サブリミナル反対！」

　錦にしき織おりは叫ぶ。

「我々の活動を秘ひ密みつ裏りに部活動扱いにし、新世界構築活動予算を手に入れる！　最後にものを言うのは国家予算だからな」

「露骨な利益誘導反対！」

「教師たちの次に権力を持っている集団だからな。使い道ならいくらでもある。近い将来、学校を橋きよう頭とう堡ほとした時も、生徒会が命令発信の拠点となることだろう」

「なるほど。そういうことか、メモメモ」

　相あい槌づちを打ちながらメモをとる弓ゆ削げに、錦織はやるせなさそうに首を振る。

「以上の説明で、生徒会支配の重要性は分かってくれたと思う。問題はその方法だ」

　輝夜かぐやは再び真剣な顔になった。

「実は私は以前にも生徒会攻略を試みたことがある」

「ああ……」

　輝夜は中学生時代にも生徒会征服を狙ねらったことがあった。その事件により、時の生徒会長だった松まつ島しま美み紀きは輝夜のことを敵視するようになったという。

「生徒会のメンバーの弱みを掴つかみ、それを利用することで内部分裂を起こさせ、崩壊させる。完全には成功しなかったが一定の成果を上げることはできたのだ。だから今回も同じやり方でいきたい」

「やっぱりそうきたか」

　錦織は頭を抱える。

「現在、生徒会は先の選挙で新メンバーに入れ替わったばかり。メンバー間の結束も強固ではない。チャンスだ」

　輝夜は『生徒会完全掌しよう握あく』のフリップボードを手の甲で叩たたいた。

「皆に頼みたいのは、生徒会を分裂させられるような弱みを発見することだ。特にハラグロ、お前は敵の中ちゆう枢すうに入りこんでいるのだから、その手の事情を見つけやすい」

　睨にらんでくる輝夜に、錦織は困ったように唇を噛かむ。

「どうした、ハラグロ。何か問題でもあるのか？」

「いや、問題ってことはないんだけどさあ。……その作戦、実行するの、来年の四月からじゃ駄目か？」

　顔色をうかがうように、輝夜を見る。

「なぜ、四月なのだ？」

「四月になれば美紀先輩が卒業する、からですよね？」

「そう、それ」

　代わりに答えた米よね倉くらに向かって、錦織は頷うなずいた。

「個人的に、美み紀き先輩とは戦いたくないんだ」

　選挙で生徒会に入れたのも、美紀のプッシュがあればこそだった。その恩を仇あだで返すような作戦にはイマイチ乗り気になれない。

「それにさ。美紀先輩は在学する限り生徒会に大きな影響力を持つ。弱みを見つけたところでそうそう、内部分裂は誘えないぜ」

「そうですねえ。それに書記の後ご藤とう舞まいさんも美紀先輩のサポートを続けるでしょうから。あの結束力のある二人が生徒会に関かかわり続ける限り、生徒会は強固でしょう」

「そうだった。舞さんもいるんだよな。舞さんはオレが閣下の手下であることも知っているから、そうそう動けないぜ」

　美紀への裏切りを察知すれば、秘密を暴露して徹底的に追い詰めてくるだろう。

「またあの二人か……。確かにハラグロと私の関係を知られているのは厄やつ介かいだな。ばらされたら、私はともかくハラグロが使い物にならなくなる」

　輝夜かぐやもチッと舌打ちした。

「ならば、まずはあの二人を分裂させることを目指す、というのはどうだ？」

「無理無理」

　錦にしき織おりはパタパタと手を振った。

「あの二人の信頼関係はものすごく強固なんだ。もともと舞先輩が生徒会に入ったのは、美紀先輩を支えるためなんだからな」

「むむ、む―――」

　輝夜は不満そうに腕を組む。

「とにかく、四月まで待つことなどできない。全員、どんな些さ細さいなことでもよいので、次の会議までに生徒会の弱みを入手し、この場で報告すること。それを聞いて、生徒会攻略の具体的作戦を練るとしよう」

　結局、その日の『新世界構築会議』は結論を先送りして終了したのだ。



　　　　☆



「では、紫し苑おん高校生徒会会議を始めたいと思います」

　厳粛な雰囲気、張り詰めた緊張感。静寂に包まれた空間。選ばれたものだけが存在する世界。そこは生徒会――。

　放課後、生徒会室で新メンバーによる二回目の生徒会会議が行われようとしていた。

（やっぱ、違うな――）

　前日の同じ時間に参加した『新世界構築会議』と比較して錦織は思う。あっちはあっちで意味不明な緊張感があるが、この研とぎ澄すまされたような空気とは質が異なる。

「まずは生徒会長から、来月行われる文化祭について説明していただきます」

　二年生の大おお月つき先輩が落ちついた声で司会を務める。先日の生徒会執行員選挙で書記として当選。その前は舞まいのサポートをしていた。

（その舞先輩はどうしたんだろ）

　いつも美み紀きの傍かたわらにいる舞がいない。選挙が終わって去年までの生徒会メンバーは生徒会室に来なくなっていたが、生徒会長と書記の舞だけは来て、新米生徒会メンバーの補助をしていたのだ。

（なにか用事でもできたかなあ）

　いつもペアなので、美紀が一人でいる光景は奇妙に見える。書記の手伝い役として舞と仲のよかった大月にどこか元気がないことと関係あるのだろうか、と勘ぐってしまう。

　その美紀がゆっくりと立ちあがる。マネキンのように完かん璧ぺきに着こなした制服。スカートには皺しわ一つなく、胸のリボンも綺き麗れいに左右対称にピンと伸びている。

　たんぽぽの綿毛のようにフワフワの明るい色の髪をかきあげると、美紀は大きな瞳ひとみで生徒会室を見回した。

「このメンバーによる会議は二回目で、まだ生徒会の雰囲気に慣れていない方もおられると思いますが、そろそろ本格的に仕事を開始しなければいけません」

　チラリと錦にしき織おりを見る。まだ生徒会の雰囲気に慣れていない、というのは錦織のことだからだ。他ほかは全員、一年近く生徒会の仕事を手伝ってきたメンバーである。

「来月に行われる文化祭の準備は、毎年、生徒会の最初の仕事となります。文化祭を円滑になんの問題もなく運営することが目的となります」

　生徒会メンバーは頷うなずく。

「皆さんも知っての通り、文化祭をもって私は生徒会長の職を退きます。皆さんを指導するのも最後となりますので、今の内にじっくり吸収してください」

　選挙によって選ばれた生徒会メンバーは、一ヶ月の準備期間を経へて、文化祭の日に役職につく。五人が、生徒会長、副生徒会長二名、書記、会計に分かれるのだ。

　例年、生徒会長以外の四つの役職は、前の生徒会メンバーに推薦された四名がそのまま推薦者のポストにつき、自由枠で入ったメンバーが生徒会長の座につく。ただし、明確なルールが決まっているわけではないので、シャッフルもありうる。特に一年生の錦織が生徒会長職につくには、文化祭準備でリーダーシップを発揮する必要があるのだ。

「ほとんどの作業はマニュアル化されているので大丈夫だと思うけど、分からないことがあればどんどん私に訊きにきてください」

「はい」

「私からの説明はこんなものかな。文化祭準備のキックオフみたいなものだから、そんなに決めることはないのだけど、日程だけは決めてね」

　再び頷うなずきあう生徒会の面々。

「なにか質問がある人は？　文化祭のことじゃなくてもいいわ。訊けるのは今のうちよ」

「……質問、よろしいでしょうか？」

　短い沈黙の時間の後、司会をしていた大おお月つきが静かな声と共に手を挙げた。

「なに、大月さん？」

「あの、その……」

　大月は言い辛づらそうに口をモゴモゴさせる。

「どうしたの？　言ってみなさい」

「その……、今日、舞まい先輩はどうしていないのでしょうか？」

　意を決したように言った。美み紀きの顔に一瞬だけ、影が広がる。

「さあ、分かりません。ただ選挙で新メンバーが決まった後は、旧生徒会メンバーは生徒会から去るのが理想的だと思います」

「ええ、それは分かるのですが……」

　大月は何か言いたげな顔をしていた。他ほかの生徒会メンバーも同じ表情。旧生徒会メンバーがいないことと舞がこの場にいないことでは、その問題の意味が異なることを知っているからだ。

　どんな時でも美紀と舞は共に行動している。普通ならば今日の会議にも出席しているはずだ。さらに美紀が欠席の理由を知らない、というのも変だ。

（なにか言えないようなことがあるのかな？）

　錦にしき織おりはジッと美紀を見つめ続けた。





　文化祭準備の日程を決めて、その日の生徒会は終わる。美紀の目があるからか、生徒会メンバーはダラダラと生徒会室に残ったりはせず、足あし早ばやに解散していく。

　錦織も教室に戻って鞄かばんを取り、そのまま帰宅するつもりで、生徒会室のある建物を出る。既に日は暮れ、頭上には夕空が広がっていた

「錦織くん、ちょっといい？」

　建物の陰から、声が聞こえた。

　美紀だった。重苦しい表情で、伏し目がちに錦織を見ている。

「はい、いいですけど」

「ちょっとここは目立つから」

　美紀に連れられて、生徒会室のある建物の裏へいく。美紀は錦織の前に立つとバツの悪そうな顔で口を結んだり開けたりした。言うべきかどうか悩んでいるかのようだ。

「どんな用件ですか？」

　錦にしき織おりから口火を切る。

「う――ん、あのね。錦織くんには教えておこうと思って」

「もしかして……、舞まい先輩のことですか？」

　美み紀きは目を大きくした。

「どうして分かったの？　もしかして知ってる？」

「いや、知りません。ただ、なんとなくそうかなあと……」

　錦織はパタパタと手を振った。

「そ、そう」

　美紀はフウと息をつく。

「実はね……。今日、舞が生徒会に来なかったのには理由があるの」

「はあ」

「喧けん嘩かしたのよ」

「はっ？　誰だれと誰がですか？」

「私と舞」

「ええっ!?」

　錦織は口をパカッと開けた。

「ほ、ほんとに喧嘩なんですか？　小さな意見の相違とか、音楽性の違いとかじゃ？」

「正しよう真しん正しよう銘めいの喧嘩。もうずっと口をきいてないし。一緒に学校も来てない」

「マジっすか」

　一緒に仲良く登校してくる美紀と舞。校門の近くで大人気の二人の周りに下級生の女子の取り巻きができている風景は、紫し苑おん高校の毎朝の行事だ。

「でも喧嘩って、いつから？」

「一週間前くらいかな」

「なにかきっかけというか、理由があるんですか？」

「ない、と思う。突然、舞にもう一緒にいられないって言われたのよ」

「はあ」

　いくらなんでもまったく理由がないとは思えなかったが、錦織は相あい槌づちを打った。

「とりあえず理由を聞いてみる、というのはどうですか？」

「聞いたわよ、何度も」

　美紀は少し語気を荒げる。

「でも、答えてくれないのよ。というか、口を全然きいてくれないんだから」

「そんなことが!?」

　錦織は首を傾かしげる。ものすごく不思議な気がした。舞が怒って美紀と口をきかない、ということに違和感を覚える。たとえ喧嘩しても、そういう子供っぽいことをしそうな人とは思えないからだ。

「どうせすぐ噂うわさで知ることになるとは思うけど、敢あえて喧けん嘩かのことを錦にしき織おりくんに話したのはね、もしかしたら協力をお願いすることになるかもしれないから」

　美み紀きは真剣な目で錦織を見た。

「協力というのは、仲直りのためのですか？」

「違うわよ。そんなこと錦織くんに頼むわけないじゃない」

「じゃあなんの？」

「私と舞まいが喧嘩したとなると、それを利用しようとする輩やからが出てくると思わない？」

　キランと瞳ひとみを光らせる。

「それって」

　錦織は口の端をピクピクさせた。

「そう、輝夜かぐや真ま央お。彼女がもしこの情報を掴つかんだら、必ずこの機に乗じて生徒会転覆を狙ねらってくるわ。生徒会を分裂させることでね。中学校の時にやったように」

　美紀の目の中でメラメラと炎が燃えていた。中学時代の苦い記憶を思い出したのだろう。

（というか、既に生徒会分裂を狙っていますけど）

　と錦織は言いたくなる。

「錦織くんに協力して欲しいのは、その輝夜真央への対抗。同じクラスメンバーとして、また彼女の動向を探って欲しい」

「はあ……」

　錦織は曖あい昧まいな返答をする。

「お願い。生徒会の存そん亡ぼうがかかっているの。監視なんてしたくないとは思うけど」

　美紀は手を合わせる。

「それはいいんですけど……、他ほかの生徒会メンバーも一緒に輝夜対策はしないんですか？」

「まだ生徒会のみんなには輝夜真央のことも私と舞の喧嘩のことも言いたくない。少なくとも文化祭が終わるまでは」

　後ろめたそうに言う。

「そうですか……」

「このことは錦織くんだからお願いしてるの」

　美紀はグッと顔を錦織に近づける。

　フワッと鼻に広がる髪の匂においと、美紀の憂うれいのある表情に錦織はドキリと胸が高鳴った。

「わ、分かりました。協力します。輝夜がまたなにか企たくらんでいないか、監視します」

「ありがとう」

　美紀はニッコリ笑って錦織の手を取る。スベスベの感触に胸が高鳴る。

（ここまで言われたら、断りようがないよなあ……）

　だがこれでまた二重スパイのようなことをしなければいけない、と思うと気が沈む。

「監視するのはいいですけど、輝夜かぐやにつけ入られる隙すきを無くすためにも、舞まい先輩と仲直りした方がいいんじゃないでしょうか？」

「それは分かってる」

　美み紀きは唇を尖とがらせる。

「でも、喧けん嘩かの理由が分からないんだから、仲直りのしようがないでしょ？」

「それはそうですけど……」

「舞が何を考えているのか全然分からないのよ」

　美紀は首をゆっくり振ると、寂しそうに虚こ空くうを見つめた。





「まさか舞先輩が美紀先輩と喧嘩なんてな」

　美紀と別れた後、錦にしき織おりは腕を組みながら校舎の廊下を歩いていた。あの仲良し二人が喧嘩なんて、未いまだに信じられない。

「でも、また面倒なことになった」

　錦織はハアとため息をつく。美紀と舞の喧嘩のことは、輝夜が欲しがっていた生徒会の弱み。知れば、美紀の予想通り利用しようとするに違いない。輝夜には黙っていた方がいいに違いないが、言わないと後でバレた時が怖い。



    

  
    
      



    

  
    
      「しかも舞まい先輩はオレが輝夜かぐやの手下なのを、知ってるんだよな」

　美み紀きが傷つくことを心配して秘密を守ってくれているが、喧けん嘩かが本当ならいつまで続くか分からない……。

　二重スパイの秘密がばれる危機。考えていると、どんどん気持ちが暗くなってくる。

　肩を落として歩いていると、遠くの中央階段を、三年生の女子が下っているのが見えた。肩にかかる長さの漆しつ黒こくのショートヘアがサラッと浮いた。

　後ご藤とう舞。生徒会の前書記――。

「舞先輩！」

　錦にしき織おりは叫ぶと、舞に向かって走る。階段を下りようとした舞は、立ち止まって振り返る。

「舞先輩……、こんにちは」

　錦織は荒い息を整えながら、頭を下げた。

「こんにちは、錦織くん」

　舞の顔にチャームポイントのえくぼがくっきりと浮き上がる。鞄かばんを抱えているところを見ると、これから帰るつもりらしい。

（学校にはいたんだ。だったら、生徒会には出席できたはずだ）

　出られたのに、敢あえて、欠席した。いつもの舞なら、どんな行事にも優先して、美紀のサポートをしたはずだ。

「どうしたの？　ものすごく焦あせった顔をしてるけど」

　唇の横のえくぼは浮かんだまま。舞はニッコリと笑っていた。その笑顔に、錦織はホッとする。いつもの舞の顔だ。

「いや、今日は生徒会の集まりがあったんですが……」

「そっか。文化祭の事前打ちあわせのキックオフだったわね」

「ええ、そうです」

　やっぱり知ってはいたらしい。

「それがどうかしたの？」

「えっと、その、どうして舞先輩は来なかったのかなあ、と思って」

　錦織は舞の表情をうかがう。舞の態度に特に変わったところはなく、美紀と喧嘩をしているようにはまったく見えない。

「だって、もう新しい生徒会メンバーが選挙で決まったんだから、私が行くことないでしょ。他ほかのメンバーだって行ってないと思うけど？」

「ええ、そうなんですが……そうなんですけど」

　錦織は口をモゴモゴと動かしながら、舞の表情をうかがう。思い切って言った。

「えっと、その……。舞先輩って、美紀先輩と喧嘩しているのですか？」

「喧けん嘩かなんてしてないわよ」

　間かん髪はつをいれずに返事が返ってくる。

「えっ、そうなんですか？」

「単に私が美み紀きを避けているだけ」

　安心しかけたところで、ガクッとなった。

「じゃあやっぱり喧嘩してるんじゃないですか！」

「いいえ、喧嘩じゃないわよ。私が美紀と距離を置いているだけよ」

「あのお。喧嘩よりもよくない状況に聞こえるんですけど……」

　錦にしき織おりは上目遣いで舞まいを見る。

「そう？　喧嘩っていうのはお互いに軽けい蔑べつしあって憎しみあうことだと思うけど、私のはそういう感じじゃない。一方的だから」

「はあ……」

　錦織は奇妙な気持ちになる。舞が美紀のことをそんな風に言うのが不思議でならない。

「じゃあどうして、避けるんですか？　なんかきっかけがあったんですか？」

「特にきっかけはないわね。ただ選挙が終わって新メンバーが揃そろったし、そろそろ私が美紀と一緒に生徒会を支えなくてもいいかなって思ったのよ」

「それは聞きようによっては、今まで美紀先輩といたのは生徒会の仕事があったから、という風に聞こえますけど」

「別にどう聞こえても構わないけど」

　舞はクールに肩をすくめる。

「はあ」

　錦織は腑ふに落おちないように首を傾かしげる。何かが変だ。舞が何を考えているのか、分からない。ただ、本心を口にしているとも思えない。何か隠している。

「それよりも」

　舞が薄うつすらと微笑ほほえんだ。

「輝夜かぐやさんとはまだ一緒に世界征服ごっこをしてるの？」

「ま、舞先輩！」

「大丈夫よ。誰だれもいないわよ」

「いや、そうですが」

　錦織は心臓を押さえながら、周りを確認する。

「どうなの？」

「ええ、まだ……」

「そうなんだ。以前まではともかく、今のあなたは学校から選出された生徒会のメンバーよ。その生徒会と対立する人の仲間というのはどうなのかな？」

「ううっ」

　錦にしき織おりはピクピクッと口の端を引きつらせる。

「確かに今、私は舞まいのことを無視しているけど、あの約束は続いているわ。美み紀きを悲しませるようなことがあったら、あなたと輝夜かぐやさんの関係を暴露する」

「分かってます。分かってますから、……あまりその名前を出さないでください」

　錦織は唇に人差し指を当てる。舞が笑う。

「フフフ、錦織くん、面白いわね。普段はあんなにクールなのに、輝夜さんのことになると全然駄目なんだから」

「だからその名前を……」

「もしかして、それは愛？　愛なの？」

「いえ、違います」

　錦織が首を振ると、舞はまた「フフフ」と笑う。

「美紀のことは心配しないで。今は単に無視しているだけで、特に喧けん嘩かしているわけじゃない。ただ、ＯＧとして生徒会に出ることは滅多なことがない限りない、かな。花か梨りんには心配をかけるかもしれないけど」

　花梨は以前まで舞の仕事の補助をしていた、大おお月つきの名前である。

「じゃあ、私、これから図書館に勉強しに行くから。こう見えても一応、受験生で、忙しいのよ。ごきげんよう」

「はあ、さようなら」

　階段を下りて行く舞の姿を見ながら、錦織は再び首を傾かしげる。

「喧嘩じゃないけど、無視している」

　喧嘩を誤ご魔ま化かすための欺ぎ瞞まんのようにも感じるが、舞はそんな綺き麗れいごとを言うタイプの人ではない。

　だが錦織は聞き逃さなかったのだ。舞が“〝今は”〟無視している、と言っていたことを。

「問題はこれを我らが閣下に伝えるべきかどうかだよな」

　錦織は肩を落として重いため息を吐き出した。二重スパイはつらい。



　　　　２



　土曜の放課後、錦織は再び生徒会執務室に来ていた。樫かしでできた重厚感のある扉の前に立つ錦織の後ろには、輝夜、六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの四人が控えている。

「一応、最初に言っておくが……、もしもの時、オレは隠れるからな。絶対にオレの名前を呼ぶなよ。絶対だぞ」

　錦織は真剣な顔で背後の輝夜に言う。

「まあ、よかろう」

　輝夜かぐやはあまり納得していなさそうな顔で鼻を鳴らした。

「しっつも――ん。もし丁度よい隠れるところがなかったらどうすんの？」

　六りく道どうが手を挙げた。

「その時は窓から飛び降りる」

「そこまで」

「当たり前だ。許可もなく生徒会室に部外者を、しかも要注意人物と目もくされている人物を入れて、あまつさえ良からぬたくらみを行っていた、なんてことがバレたら……オレは、オレはきっと生徒会クビだよなあ……ああ、もう駄目だあ」

　言いながらよくない想像をしてしまい、錦にしき織おりは頭を抱えた。

『新世界構築会議』を生徒会室でやる、と突然、輝夜が言い出したのだ。いずれ生徒会を支配すれば生徒会室は自分たちの物になるから、今の内に使っておいてもいいだろう、という身勝手で独善的な輝夜の理論に基づいている。無論、錦織に拒否する権利は与えられず、生徒会メンバーの来る可能性の少ない、土曜の午後に案内することになったわけだ。

「いいから、ハラグロ、ぐだぐだ言ってないで早く扉を開けろ。会議をする時間がなくなるじゃないか」

「へいへい」

　輝夜にせっつかれながら、錦織は生徒会メンバーのみが渡される真しん鍮ちゆう製せいの生徒会室の鍵かぎを鍵かぎ穴あなに入れた。

「絶対に机を乱したりするなよ、あと――」

　錦織が注意事項を言い終わらぬ内に、輝夜は扉を開けて生徒会室へ入っていく。それに六道たちも続き、最後にため息をつきながら錦織も入った。

「ふむ。中々いい部屋だな」

　輝夜は部屋のコの字形に配置された机の中央で、部屋内を見回した。

「歴史を感じさせるねえ」

「茶器も沢山あります」

　六道と米よね倉くらは壁かべ際ぎわに置かれた茶ちや箪だん笥すを見ていた。弓ゆ削げはカーテンを開けて、窓からの景色を楽しもうとしていた。

「ああ、あまりコップとか動かさないで。あと弓削、顔が見えるからカーテンは開けるな」

　錦織は心配そうな表情で、右へ左へと首を動かした。

「お前たち、時間がないから早く席につくんだ。会議を始めるぞ」

　いつの間にか一番前の席についていた輝夜の声が飛んだ。

「ちゃっかり生徒会長の席についているし……」

　錦織はボソボソッと文句を言いながら、いつも生徒会の時に座る席につく。女の子たちもコの字形に並んだ席にそれぞれ分かれて座った。

「今日の議題は前回から引き続き、生徒会を征服する方法についてだ」

　輝夜かぐやはジロリと錦にしき織おりを見た。

「ハラグロ、お前には宿題を出した。生徒会を瓦が解かいさせるに足る弱みを探してこいとな。見つかったか？」

「えっ？　いや、その」

　言われることは分かっていたが、輝夜に睨にらまれるとやはり焦あせる。

「い、いや、実は調査はしたんだが、今のところいい情報は手に入っていない……」

「むむむ」

　反対側の席に座る六りく道どうが、猫のように口をＭの字にした。

「今のはちょっと怪しかったな」

「な、なにが？」

「六道の錦織くんセンサーがビンビンに反応したよ。経験上、錦織くんが口の端をピクピクさせながら発言する時は、嘘うそを言ってる」

「て、適当なことを言うなよ。オレはいつだって口の端をピクピクさせながら喋しやべってる。ほらな」

　錦織は口の端をピクピクさせた。

「私にもどうにも怪しく聞こえたのだが」

「怪しくねえよ。まだ情報入ってないんだよ」

　ジロリと目を動かす輝夜に、錦織は額に汗を滲にじませながら言う。

「ふ―――――む。だが、生徒会の内部まで入りこんでいるハラグロがなんの情報も持ってないとなると、他ほかも望み薄か」

「あたし、いいネタ持ってるよ」

　弓ゆ削げが手を挙げた。

「本当かアイドルマスター！」

「はいな。あたし、不ふ肖しようアイドルマスター、独自の情報網を用いて調査しました」

　弓削は言いながら、改造制服のスカートから、ピンク色の手帳を取り出す。

「ジャジャ――ン。秘密手帳！」

「秘密って自分で言ってんじゃん」

　錦織は嫌な予感を覚えつつ、ツッコミを入れる。弓削はペラペラと手帳の頁ぺーじをめくる。

「ええっと、あたしの入手した情報一つ目！　新生徒会メンバーの一人、土と佐ささんは、高校一年生までお母さんと一緒にお風ふ呂ろに入ってました！」

「まじかよ！　土佐さんが？」

　錦織は裏返った声を上げる。二年生の土佐広ひろ人とは長身で、眼鏡めがねの優等生タイプの人だ。選挙までは副会長補佐をしていたので、副会長に昇格する可能性が高く、生徒会長を目指す錦にしき織おりとの関係も深くなるだろう。

「なるほど。つまりマザコンなのだな」

　輝夜かぐやが顎あごに手を当てる。

「いや、マザコンと決めつけるのもどうか」

「でも、生徒会を崩壊させられるほどのスキャンダルではないねえ」

　六りく道どうが肩をすくめる。すると、弓ゆ削げはチッチッチと指を顔の前で振った。

「みっちーの秘密情報はこれだけじゃないよ。二つ目！　美人で大人しい感じの大おお月つきさんは、ああ見えてプロレスマニア。毎月観戦にいくほど。弟にワザをかけて、入院させたことがあるくらい！」

「それも、まじかよ!!」

　錦織は頭を抱える。前さきの生徒会会議で司会もやっていた大月花か梨りんは、新生徒会メンバー随一の良識人で、ちょっと錦織も憧あこがれていた。

「確かにそれも意外な情報ですが、あまり利用できない気がしますね」

　米よね倉くらが腕を組んで、真面目まじめな顔でコメントする。

「アイドルマスター。もっと他ほかにないのか？　もっと有益な情報は？」

「実はあります。もう一つ、とっておきの情報が」

　弓削はフフフと不敵な笑みを浮かべる。

「聞かせてもらおう」

「三つ目の情報！　現在、元生徒会長の松まつ島しま美み紀きさんと元書記の後ご藤とう舞まいさんは、喧けん嘩かしています！」

「「えっ!?」」

　六道と米倉が口を小さく開けて固まった。錦織は「ああ……」と額を押さえた。

「みっちー、そ、それホント？」

「あたしの誇る超情報網に狂いはないよ。美紀先輩に近い三年生の男子から聞いたんだもん。もうずっとあの二人が会話してるのを見ていないって」

「ホントに？」

「信じられませんね」

　六道と米倉は顔を見合わせる。

「でも、ということは……」

　輝夜以下、女の子四人の目が錦織へ向けられた。

「なに？　なんでみんなオレを見るわけ？」

「いや、だって。錦織くん、生徒会長さんとも書記さんとも仲いいじゃん」

「いや、別にいいってわけでは」

「あの二人の喧けん嘩かを知らないなんてことが……」

　六りく道どうは怪しむように目を細める。

「いや、あるよ。いくら生徒会メンバーだからって、生徒会のことをなんでも知っているなんてことないよ！」

「ちなみに、その情報を教えてくれた人は元生徒会メンバーで、かつあたしのファンなんだけど」

「まじか」

　錦にしき織おりは顔を引ひき攣つらせた。

「ハラグロ……」

　輝夜かぐやが地を這はうような低い声を出した。

「ちょっと、閣下。なんでそんな怖い目でオレを見んの？　ってか、なんなの、その両手に握にぎられたちょっとキュートな形の指し棒は。しかも、最近二刀流がデフォルトで、ものすごくイヤなんですけど」

「ハラグロ。今のうちに本当のことを話した方が、いいと思うぞ」

　輝夜は威い嚇かくするように両手の指し棒で机をペチペチと叩たたく。

「六道も話した方がいいと思うな」

「私もそう思います」

「あたしも右に同じ」

「統一見解!?」

　錦織は立ち上がって、出口の扉へ向かおうとする。だがそれよりも先に、輝夜が動き、扉の前に立たち塞ふさがった。

「十秒以内に真実を言え！　さもなければお前の体の上に馬乗りになって、体の隅々までペチペチ棒で痛めつけるぞ。腋わきとか足の裏とか重点的に責めてやる！」

「攻撃個か所しよがやけに具体的！」

「じゅう、きゅう、はち、なな――」

「ちょっ、かなりマッハな十秒なんだけど。いや、分かった、分かったから！　カウント止やめて！」

「ご、よ、さん――」

「分かった、本当のことを話すって！　確かに、生徒会長と舞まいさんは、今、なんかちょっと行き違いがあるらしい！」

　錦織は悲鳴のように叫んだ。輝夜が鼻を鳴らして、カウントダウンを止める。

「行き違いとはなんだ。もっと言葉は正確に使え」

「分かった。知ってることはみんな話すから。指し棒は下ろしてくれ」

　錦織はどうどうと両手を上げる。

「つっても、オレも詳しいことはよく分かってないんだけどな」

　下ろされた指し棒に安あん堵どしながら、錦にしき織おりは耳の後ろを掻かいた。

「美み紀き先輩によると、急に舞まい先輩が冷たく当たるようになったって。そのせいで、今、二人は口をきかない関係になっているらしい」

「冷たく当たる？」

　席に戻る錦織へ、輝夜かぐやは油断のない視線を送る。

「ああ。激しく口論をしたとかじゃなくて、なんつーかもっと冷戦な感じなのかな。急に口をきかなくなったってさ」

「ほお」

　興味深そうに顎あごに手を当てる。

「変だね。だって舞さんと美紀先輩って愛し合ってる感じだったのに。六りく道どうとあいふぉんのような強い絆きずなで結ばれていたような感じだったよね」

「そ、そうですね」

　若じやつ干かん引き気味に米よね倉くらは頷うなずいていた。

「オレもそう思っていたし、実際、舞先輩から美紀先輩への気持ちを聞いたこともある。舞先輩が美紀先輩のことをかなり大切に思っていたのは間違いない。ところが急に無視するようになった。自分でも冷たく当たってる、って言ってた」

「ふむ」

　生徒会長の席に戻ると、輝夜は腕を組んだ。

「ハラグロが隠していたのはなぜだ？」

「え？　い、いや、もうちょっと確証を得てから報告しようと思ってさ」

「ふふ――ん」

　輝夜は胡う散さん臭くさそうに目を細める。錦織は冷や汗を流しながら、口の端をピクピクさせていた。

「でも、錦織くんが慎重になるのも分かるな。確かにすぐには信じられない話だよね」

「確かに、今までの二人を見ていると想像ができませんね」

　六道と米倉が二人して首を捻ひねる。

「だろ、そうだろ？　オレが話さなかった気持ち、分かるよな？」

　錦織は胸の中で二人にグッドジョブと叫ぶ。

「その喧けん嘩かの話だが……、まさか罠わなってことはないだろうな？」

　輝夜は険しい目を錦織へ向ける。

「罠？　どういうこった？」

「生徒会の元重じゆう鎮ちん二人が喧嘩となると、我々がそこを狙ねらうのは明白だ。それを逆に利用して、我々にカウンター攻撃を加えてくる。そういう意味での罠だ」

「なるほど。それはありえるかも」

　弓ゆ削げがポンと手を打つ。

「でも、そういう感じじゃあ、なかったんだよなあ」

　錦にしき織おりは目を細める。

　舞まいと喧けん嘩かしている、と言った美み紀きは、本当に寂しそうな顔をしていた。あれが演技なら大した演技力だ。それにもし罠わななら、舞ももうちょっと「喧嘩をしている風」のことを言ったはずだ。

「ちなみに、二人の喧嘩の原因はどういう話になっているんだ？」

「美紀先輩はまったく思い当たる節ふしがない、と言っていた」

「怪しい。ますます罠の可能性が高まったな」

「はいは――い。あたし、それに関しても情報持ってます」

　弓削がスラリと挙げた手を振った。

「まじかよ。オレが生徒会を内偵する必要、あんのか？」

　桃色の手帳をパラパラと開く弓削に、錦織は虚うつろな視線を送る。

「ええっと、噂うわさによるとですね、美紀先輩と舞先輩の喧嘩には、紫し苑おん高校のある男子が関係しているとか！」

「「ある男子!?」」

　六りく道どうと米よね倉くらの声が重なる。顔を見合わせた後、一緒に錦織の方へ視線を向ける。

「ちょっ、なんでまた二人ともこっちを見るわけ？」

　錦織は戸惑うように、眉まゆをひそめる。

「いや、別に……」

「ただ、最近、美紀先輩と舞先輩の周りにいる男子といったら、錦織くんしかいないかなあ、という気がしますよね」

　六道と米倉は探るような顔つきをする。

「なるほど。つまり、二人は錦織くんを取り合って喧嘩してると。メモメモ」

「メモんな！　そんなことないって。そもそもオレとあの二人、そんなに接点多くないぞ。美紀先輩も舞先輩も、そういう浮いた話には興味ない感じだったぞ」

「でも美紀先輩、クッキー作ってくれたりしていたよね」

　六道が唇を尖とがらせる。

「あれは単なるお礼だって！」

　錦織は輝夜かぐやの方をチラチラと気にしながら、叫ぶ。

「どちらにしても……」

　腕を組んだまま、輝夜が厳おごそかに頷うなずいた。

「喧嘩の原因を調べる必要がある。調べれば真実なのか罠なのか分かるだろう」

　意見を聞くように、ジロリと錦にしき織おりを見る。

「オレもそれには賛成。個人的にそうするつもりだったしな。ただ、調べるのは調べるので危険だぜ。とりわけ舞まい先輩の周辺を調べるのは、やぶへびになりそうで怖い。前にも言ったが、オレと閣下の関係を舞先輩には知られているからな」

「ねえねえ。なんで舞先輩はそれを美み紀き先輩に言ってないの？」

　弓ゆ削げは不思議な顔をする。

「そこが舞先輩の優しさであり、奥ゆかしいとこなんだよ。もしオレが裏切り者ってことが分かったら、オレを生徒会に推薦した美紀先輩は傷ついちゃうだろ？　それを心配して隠してくれてんだよ」

「へえ。そんなに仲良しなんだ。でも、それがどうして喧けん嘩かなんか？？」

「それも謎なぞなんだよなあ」

　錦織はやるせなさそうに首を振る。

　しばしの重苦しい雰囲気の中、輝夜かぐやが立ち上がり、ビシッと腰に手をあてた。

「ハラグロと私の関係を知る後ご藤とう舞は危険な存在だ。だが、だからと言って、せっかくのチャンスなのに、手をこまねいて見ているわけにはいかない。美紀・舞の喧嘩の原因を調査し、喧嘩の事実が本当に存在するか、本当だとしたらその理由はなにか？　それを明らかにすることを、当面の我々の目標とする」

「ラジャー」

　六りく道どう、米よね倉くら、弓削の女性陣はすぐに頷うなずく。錦織はしばらく悩んでいる顔をしていたが、やがて「ラジャー」と呟つぶやいた。



　　　　☆



　生徒会執務室で『新世界構築会議』をおこなった、翌日の日曜日の朝――。

　錦織は自室のベッドで久しぶりに朝寝だ。前の晩、遅くまで勉強をしていたため、未いまだに頭の中は睡魔に支配されていた。

　平日ならば、既に錦織も妹の梢こずえも学校の教室に辿たどりついている時間にもかかわらず、錦織の家は静まりかえっている。錦織の母親が留守のため、家には錦織と梢の二人しかいない。錦織が起きない限り、絶対、梢も起きてこないのだ。

　ベッドの中でだらだらしていると、充電器に置いた携帯電話から『地獄の黙もく示し録ろく』のテーマが流れてきた。

「こ、このメロディは」

　まぶたを掻かきながらディスプレイを見る。輝夜からである。出ようか出まいか考えたが、出ないと後が怖い。

「はい、オレだけど」

　せいぜい陰いん鬱うつな声を出す。

「私だ」

　ぶっきらぼうな輝夜かぐやの声が聞こえてくる。

「閣下、日曜日なのに朝が早いな」

　いつも授業中に寝てるくせに、と心の中でつけ加える。

「無論だ。新世界構築の計は早朝にある」

「健康的でなによりだ。で、なんの用？」

「今日、午前十時に中央公園の噴水前に集合」

「中央公園？」

　錦にしき織おりは訝いぶかしげな声を出す。中央公園は錦織の家から見て、学校の反対側にある川沿いの大きな公園だ。不思議に感じるのは、『新世界構築活動』に一度も使ったことがないからだ。

「なんでまたあんなところに……」

「来れば分かる」

「はあ……」

　ガックシとうな垂れた。今日は一日家でゆっくりしておくつもりだった。

「あと、あまり目立たない格好で来ること。帽子は必ひつ須すだ」

「目立たない格好？　お、おい。また、よからぬことをするつもりか？」

「それも来れば分かる。じゃあ待っているからな」

　一方的に電話が切られ、ツ――ツ――と切断音が聞こえてくる。

「ったく、説明もなしかよ。今度はなにするつもりなんだ？」

　錦織がため息をついていると、突然、部屋の扉が開き、両手にエアガンとグリーンベレーで武装した梢こずえがゆらゆらと入ってきた。

「今の電話……、誰だれから？」

　梢はベッドまで近づいてきて、エアガンを錦織へ向ける。まだ半分しか開いていない目をショボショボとさせていた。桃色のパジャマと迷彩が独特の違和感を放つ。

「誰って学校の友達だけど」

「友達？」

「ああ、友達」

「男？　女？」

「……女」

　梢は眠そうな顔のまま、コメカミをピクッとさせた。

「どこかに……行くの？」

「ちょっとな。たぶん夕方までには帰ってくると思うが」

「排除に……向かう……」

　梢こずえはゆっくり回れ右して、同じ方の手と足が出る行進で扉へ向かおうとする。

「お、おい、梢！　排除ってどこに行くんだよ？　しかもパジャマのままで！」

　梢が出ていった直後、バタンという音が廊下から聞こえてきた。

「なに、やってんだよ」

　錦にしき織おりも廊下に出ると、梢が腹ばいになって倒れていた。

「むにゃむにゃ。お兄ちゃんの貞てい操そうは梢が……守る」

　目を閉じたまま、口をモゴモゴと動かして寝言のように言う。

「こ、梢。お前、寝ぼけたままオレの部屋にやってきたのか？」

　寝ぼけたままエアガンとベレー帽を装着して、部屋までやってくる妹の執念に、錦織は恐怖のようなものさえ感じた。

「こんなところで寝てると風か邪ぜ引くぞ」

　錦織は梢を彼女の部屋のベッドまで運ぶ。

「やれやれ」

　エアガンとベレー帽を机の上に置きながら、錦織は肩をすくめた。

「お兄ちゃん、大好き」

　布団の中で梢が呟つぶやいていた。



    

  
    
      



    

  
    
      



　中央公園の噴水前に行くと既に輝夜かぐやの姿があった。携帯電話の時計が、まだ約束の十時を越えてはいなかったので安あん堵どする。

　輝夜は錦にしき織おりの姿を確認しても、腕を組んだまま特になんのリアクションを示すこともなかった。錦織に地味な服の着用を指示したが、輝夜も濃紺のハーフコートにショートパンツと、目立たない格好だった。

　錦織は輝夜に近づくと、キョロキョロと首を動かした。輝夜の他ほかに誰だれもいないからだ。大たい抵てい、時間厳守の米よね倉くらが既に来ているものなのだが。

「他のみんなは？」

「いない」

「遅刻？」

「今日は私とお前の二人だけだ」

「二人だけ……!?」

　その言葉の響きに、錦織はドキッとする。

（二人っきりでなにすんだ？　公園で二人でやることと言ったら、デートくらいしかないじゃないか！）

「なんで二人っきりなんだ？　ってか、二人でなにすんだ？」

　錦織は胸を高鳴らせながら、生なま唾つばを飲みこんだ。

「実はこの公園の横に後ご藤とう舞まいの家がある」

「はっ？　舞先輩の家？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せた。

「あれだ」

　輝夜は公園から一本道路を挟んだ住宅地に立つ、一軒家を指差す。洋風の比較的新しい家だ。

「っつーことは、朝っぱらから、こんなところにオレを呼んだのは？」

「後藤舞の素行を監視して、美み紀きとの喧けん嘩かの原因を調査するためだ」

「なるほど」

　錦織は胸の中で「ほらな」と誰にというわけでもなく呟つぶやいた。

「で、なんで二人なんだ？　全員じゃ駄目なのか？」

「全員で調査した場合、もしこの噂うわさが罠わなだった時に受けるダメージは計り知れない。我々の仲間の名を知られるわけにはいかないからな。だが、私とハラグロの関係は既知の事実だ。我々二人だけで監視すれば、たとえ調査していることがばれても、全体としての被害は最小限に抑えられる」

「ああ、そういうこと」

　期待で膨らんでいた胸が、シュルシュルーと空気の抜ける風船のようにしぼむ。一瞬でも妙なことを期待して損したと思う。

「で、素行調査って、ハリコミでもすんのか？　日曜日の舞まい先輩の行動を監視したところで、喧けん嘩かの理由が分かるとは思えないんだが」

「どうかな。この陽気だ。どこかに行くかもしれないだろ？」

「どこかって……、まさか弓ゆ削げの言ってた男子生徒に会いに行くことを予想してるのか？」

　輝夜かぐやは答える代わりにニヤリと笑った。



「あんまりこういうのしたくないんだが……」

　中央公園の片隅にある木製のベンチに座ったまま、錦にしき織おりはボヤかずにはいられなかった。ベンチの前は、ランニングをする人や、ボールを蹴ける子供たちなどが往来する芝生しばふの広場になっている。そんな場所で、輝夜はベンチの横で貴族の使うような棒のついたオペラグラスを舞の家へ向けていた。

（見み咎とがめられたらどうすんだ……）

　バードウオッチと誤ご魔ま化かせるか実に微妙な線だ。

「そんなもんで何か見えるのか？」

　輝夜の耳元で囁ささやいた。

「見える」

「ホントかよ。舞先輩、なにかしてるか？」

「ターゲットは見えないが、ターゲットの下着と思われるものが、部屋の中に干してある。部屋干しハイターを使っているな」

「覗のぞきかよ！　どこ見てんだよ」

　錦織はやや顔を赤らめながら言う。

「色は地味だが、エッジにレースがついていてそれなりに可愛かわいいな」

「どーでもいいよ。それと調査とどういう関係があるんだ」

「相変わらず底が浅いな」

　輝夜はオペラグラスを下ろして、呆あきれ顔がおを錦織へ向けた。

「こういう一見、関係なさそうなことから、真実があぶり出されてきたりすることだってあるんだぞ」

「パンツの色から何があぶり出されるんだ？」

「例えば、あの下着は『紫し苑おん高校に通う謎なぞの男子』からもらったものかもしれない」

「もらったっ!?　ゴホゴホッ」

　思いっきり咽むせた。

「いや、それはない。舞まい先輩に限ってそれはない」

「なぜそう言いきれる？」

「だって舞先輩だぜ。そんな下着とか男にもらったりするタイプじゃない」

「ハラグロ、今時、下着をあげたりもらったりするのは、ナウでヤングな若者カップルの間では当たり前のことだ」

「ナウでヤングとか言うなよ。似合わないから」

「とにかくそれほど珍しいことではない。いくらそういうタイプの人間でないにしても、好きな相手がくれるというものを無む下げに断ったりはしない。それなりに嬉うれしいものだ」

　輝夜かぐやはやけに確信を持った言い方で言う。

「ま、まさか……閣下も、もらったら嬉しいのか？」

「なにを？」

「いや、だから……、その下着とか」

「フッ」

　輝夜は鼻で笑う。

「嬉しいわけがあるかっ！」

「嬉しくないのかよ！　だったらなんなの今の『フッ』は」

「お前の質問があまりに愚かだったから笑っただけのこと。私は『新世界構築』に人生の全すべてを捧ささげた身。毎日、下着を着替えるのも億おつ劫くうに感じるほど多忙なのだ」

「いや、下着くらい毎日喜んで替えようよ、現役女子高生として。いや、人としてっ！」

「だから下着などもらっても嬉しくもなんともない。むしろ、もっと私にとって有益な物を買ってくれ、と怒りだすかもしれない」

「怒るのかよ。全然、さっきまで言ってたのと違うじゃないか」

　ツッコミをいれつつ、錦にしき織おりは少し安心していた。

「その様子ではお前も下着を誰だれかにあげたことはないようだな」

　輝夜は探るような目で錦織を見る。

「いや、高校一年生でそんなことするヤツそうはいねえよ。破滅願望者ならともかく」

「ふーむ、おかしいな。『実録！　恋愛漫画』にはそういう話が載っていたが」

「その漫画はファンタジー世界の実録なんだよ」

　錦織は首を横に振った。

「それはともかく……」

　輝夜はまたオペラグラスを構える。

「まったく動きがない。ホントにあの中にターゲットはいるのか？」

「そりゃそうだ。もしホントにその男子が存在するにしても、よく晴れた日曜日に必ず会いにいくとは限らない。舞先輩は一応、受験生なんだぜ」

「う――む」

　輝夜かぐやは納得のいかない声を出す。そんな輝夜の横顔を見つめながら、錦にしき織おりは目を細めた。

（なんかこういうの久しぶりだな）

　輝夜の電波を一人で聞くのは久しぶりだ。仲間になってすぐの頃ころは、一緒に異能力者を見つけにいったりしていたものだ。

「ぬ？　どうした？？」

　輝夜の顔をジーッと見つめていると、突然、輝夜はオペラグラスを構えたまま、顔を向けてきた。

「いや、なんでも」

　錦織は少し顔を赤らめながら、パタパタと手を振る。

　と、公園近くの拡声器から、正午の時報が流れてきた。走りまわっていた子供たちが、昼ご飯を食べに戻るのか、次々と公園から出て行く。

「結局、午前中は出てこなかったわけだが」

　錦織はオペラグラスを構えたままの輝夜に向かって言う。

「うむ。出てこなかったな」

「今日デートする線はもうないぜ。するなら午前の内に家を出るだろう」

「それはどうかな？　午後から出発して夜の町に繰り出すかもしれないぞ」

「日曜だし、あの舞まいさんがそんなことをするとは思えないが……」

「いい加減、ターゲットに対する幻想を持つのは止やめた方がいい」

「いや、言うほど幻想は持ってないんだが」

　錦織は「フウ」とため息をつく。

（この調子だとまだまだ監視をするつもりみたいだな）

　呼び出された時点で覚悟はできていた。だが朝食をまともにとってないので、無む性しように腹が減っているのが辛つらい。

（輝夜のヤツ、飯はどうするつもりなのかな？）

　そんなことを考えていると、

　ぐう――。

　お腹なかが鳴った。錦織からではなく、隣の輝夜からだ。

「派手に鳴ったな」

　錦織が怪け訝げんな表情で輝夜の腹部へ目を向ける。輝夜はオペラグラスを下ろす。

「空腹だ」

　恥ずかしがる素振りもなく、そう言った。

「奇遇だな。オレもだ」

「うむ。では腹ごしらえするか」

　そう言うと輝夜かぐやはベンチの下に置いておいたスポーツバッグの中からアルミホイルで包まれた円形の物を取り出した。アルミホイルを剥はがすと、中から丸いパンが現れる。手作りのハンバーガーのようだ。

　輝夜はハンバーガーにかぶりつくと、パクパクと食べ始めた。瞬またたく間に一つ目を食べおわり、二つ目をスポーツバッグから取り出して、またかぶりつく。スポーツバッグの中を覗のぞきこむと、ビッシリとハンバーガーが詰まっていた。

「ええっと、あの、閣下」

　三個目を取り出そうとした時、錦にしき織おりは話しかけた。

「みゅう？」

　輝夜は口にハンバーガーを入れたまま、錦織を見る。口にケチャップがついていた。

「えっと、実はオレ、昼飯を持ってきてないんだが……。コンビニ行って、何か買ってきてもよい？」

「だおうおうはかのはあ？」

「何度も言ったけど、咀そ嚼しやくするのと喋しやべるのを同時にしない方がいい」

「ぐっ。いや、ハンバーガー、ハラグロも食べればよいじゃないか」

　そう言って、輝夜はハンバーガーを二個出して錦織に渡す。

「オレに？　いいのか？　本当に？」

「ああ。ハラグロも食べると思って、少し多めに持ってきたのだ」

「まじか」

　錦織は驚きの声を上げる。しげしげと手のハンバーガーを見つめる。

「ま、まさか何かの罠わなとか？」

「罠を仕掛けてどうする。そのようなことを言うなら、私が食べるぞ」

　輝夜は錦織から奪い返そうとする。

「いや、頂きます。食べさせていただきます」

　錦織は急いでアルミの包みを剥がして、中身に噛かみついた。

「美う味まい」

　ハンバーグは肉の味がするし、ケチャップも美お味いしい。ピクルスの酸味もいい感じだ。恐らく全すべて自家製だろう。

「美味いなあ。こんなに美味しいハンバーガーを食べるのは初めてかも。作ったの、閣下のおばあちゃんか？」

「私だ」

　むっつりと輝夜は言った。

「えっ、ゴホゴホゴホッ！」

　口の中のものを噴き出しそうになる。

「輝夜かぐやが作ったのか？　これ？」

「私が作ったら悪いか？」

「いや、悪くない。悪くないが……」

　輝夜が意外と料理ができることは知っていたが、ここまで完成度の高いものを作れるとは思わなかった。

「と、とにかくありがとな」

「ふん」

　輝夜は少し不機嫌そうに横を向いてしまう。

「ありがたく思いながら食べろよ。国王が部下のために弁当を作ることなど、ありえないことなんだからな。……まあ、ハラグロには剣術を教えてもらっているしな」

　ボソッとつけ加える。

「剣術じゃなくて、本当は剣道……」

　訂正しようとしたが、輝夜にジロリと睨にらまれたので途中で止やめる。

「で、どうなんだ？」

　輝夜は錦にしき織おりの顔色をうかがってきた。

「どうって？」

「ハンバーガーの味だ。私が作った物ということが分かっても、美お味いしいと思うか？」

「美う味まい。かなり」

「そうか、それはよかった」

　嬉うれしそうに桃色の唇を綻ほころばせる輝夜を、錦織はジッと見つめた。



　　　　☆



　午後、公園に昼食を終えて戻ってきた子供たちの声が戻り始めた頃ころ――。

「ターゲットが動くぞ」

　監視を再開していた輝夜が、手にしていたオペラグラスを下ろした。

「ホントに？」

「ああ。今、よそ行きの服に着替えている」

「見えるのかよ！　お前、それもう完かん璧ぺきに覗のぞきだぞ」

　錦織は頭を押さえながらも、胸をドキドキとさせる。

「大丈夫だ。はっきりと見えているわけではないから問題ない」

「そ、そっか。それなら大丈夫だなって、大丈夫なのか？」

「ボーッとしている場合じゃない。さあ行くぞ」

「え、行くの？」

　輝夜かぐやはスポーツバッグを持って立ちあがると、走り出した。

「ちょ、ちょい。閣下」

　錦にしき織おりも急いで追いかける。

　輝夜は公園を出ると、舞まいの家へ向かっていき、玄関の見える道路の電信柱の陰に隠れた。錦織はその後ろに隠れる。

「舞先輩、ホントに出てくんのかよ」

「シッ」

　輝夜は真剣な表情で、舞の家のポーチをジッと見つめている。

　ややあって、玄関の扉が開くと輝夜の言った通り、舞が現れた。白いスカートにパフスリーブのブラウス、そしてブーツ。錦織の見たところ、中々、お洒落しやれな格好だ。

「あの雰囲気、誰だれかに会いに行くと私は見るが、ハラグロはどう思う？」

　押し殺した声で輝夜は言う。

「う――ん、そうかも」

　本当にその喧けん嘩かの原因という男子に会いに行くのかも、という気がしてくる。

　舞は家の前の道路を歩き出す。駅の方向だ。

「よし、行くぞ」

　舞を追って電信柱の陰から飛び出した。錦織も躊躇ためらいながらも後に続く。

　いつも通りのハキハキとした歩き方で歩いていく舞を、一定の距離を保ちながら追跡していく。

「やはりデートのようだな。気持ちのウキウキ感が歩き方に出ている」

「舞先輩はいつもあんな感じだぞ。ってか、ウキウキ感とか言うな」

　錦織は肩をすくめる。

（にしても、舞先輩、ホントにどこに行くのかなあ……）

　現役女子高生が日曜日にお洒落して外出しても不思議なことはないのだが、なぜか無む性しように気になった。噂うわさの男子のこともあるが、あの孤こ高こうの、美み紀き以外の人間を寄せつけないオーラを放つ舞のプライベートというのが好奇心を誘う。

「むっ！」

　いきなり輝夜が立ち止まり、近くの電信柱の後ろへ隠れた。横を歩いていた錦織の襟首を掴つかみ、強烈な力で引っ張る。

「グフ――ッ」

　錦織は絞められた鶏のような声を上げながら、同じ電信柱の後ろに身を隠す。

「おまっ、そういうことをすんなよ。次はホントに死ぬぞ」

　喉のどを押さえながらの非難を無視して、輝夜は柱から顔を半分出して道の先を指差した。

　指の方向を見る。

「！」

　錦にしき織おりたちのいる電信柱と歩いている舞まいとの間の、もう一本の電信柱の陰に、女の子が身を潜めていた。帽子とサングラスで顔を隠し、ベージュのハーフコート。古い映画に出てくる、女スパイのような格好だ。

「ま、まじか」

　女スパイに錦織は見覚えがある。まさかと思ったが、電信柱の陰から出て、スタタタと素早い動きで舞を追う姿は間違いない。

「あれ、生徒会長じゃないか」

「そのようだな。ふっ、面白くなってきたぞ」

　輝夜かぐやはワクワクするような声を出すと、電信柱から飛び出して舞と美み紀きを追いかけようとする。

「いや、ちょっと待てって」

　錦織はその輝夜の手を掴つかんだ。

「何をする！　グズグズしてると、ターゲットが消えるぞ」

「いや、ちょっと待てって！　オレは、ここからはパスで頼む。舞先輩だけならまだいいが、美紀先輩まで絡んでくるとまずいよ。今、オレと閣下の関係が生徒会長にばれたら、やばいことになるって」

「むむう……」

　輝夜は何か言いたげな顔を、遠くなっていく舞と錦織の間で行ったり来たりさせる。

「分かった。納得はできないがここで議論している暇はない。ここからは私が単独で追う。お前は公園で待っていろ」

「了解」

「むう」

　輝夜はプーと頬ほおを膨らませると、電信柱の陰から出て行った。

「あんな様子で尾行なんてできるのかなあ」

　肩をいからせて、がに股またで舞と美紀を追って行く輝夜の背中を見ながら、錦織は思う。

「じゃあ、オレは公園に戻るか。本当は家に帰りたいんだけどな」

　三人の姿が完全に消えると、錦織は周りを警戒しながら来た道を戻っていき、元いた公園のベンチに座る。

「待つのはいいが、どうやってここで時間をつぶすかだ」

　ベンチの背もたれに両腕を伸ばして、真上を向く。すぐ近くの桜の木から伸びる枝と紅葉し始めた葉の隙すき間まから、青い空が見えた。錦織を包みこむ、走りまわる子供たちの声。のんびりとした日曜の公園だ。

「暇だな……。こんなことなら英語の単語帳でも持ってくればよかった……」

　ボーッと上を見上げたまま、そんなことを言う。

「単語帳、貸してあげようか？」

　後ろから声がした。

「!?」

　急いで上体を起こして振りかえる。思わず「ギャ――――」と悲鳴を上げたくなった。

「な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、な、なんで？？」

　指差しながら、声を震わせる。ベンチの後ろに後ご藤とう舞まいが立っていたのだ。

「もう、そんな幽霊を見るような目で見ないでよ」

　舞はフフフと笑う。

「さっきまで、むこうに向かって歩いていましたよね？」

「うん。途中で引き返してきた」

「引き返したって……」

　錦にしき織おりはキョロキョロと周りに目を向ける。

「大丈夫。美み紀きと輝夜かぐやさんはまいてきたから、しばらくは来ないはずよ」

「き、気がついていたんですか？」

「あなたたちが公園でご飯を食べている時からね。美お味いしそうにハンバーガーを食べてるのがバッチリ。私はけっこう目はいいの」

「そ、そうですか」

　錦織はコメカミをピクピクと痙けい攣れんさせた。

「……じゃあ、もしかして外出したのも」

「うん、輝夜さんがどうするつもりなのか、気になって。あと、ちょっとした用事もあったから」

「やっぱ、そういうことですか」

　バツが悪そうに、上目遣いで舞を見る。

「ちなみに、どうして二人は私を監視していたのかな？　なんとなく分かる気がするけど」

「いや、その……」

　錦織は口をモゴモゴと動かす。

「舞先輩と美紀先輩が喧けん嘩かしてる理由がなにか、輝夜が調べたいと言い出して……」

「喧嘩はしてないって言ったはずだけど？」

「それは言ったんですが、聞かなくて」

「ふ―――ん。そもそも理由を知ってどうするの？」

「いや、それは輝夜に聞いてみないと……」

　誤ご魔ま化かした。とてもじゃないが、生徒会支配に利用するとは言えない。

「あと……、舞先輩の喧嘩の理由に学校のある男子が関かかわっているって噂うわさがあって、それが誰だれかという話にもなって」

「えっ？」

　舞まいは瞬まばたきして、プッと噴き出した。

「そんな噂うわさがあるの？？」

「らしいです。オレも直接聞いたわけじゃ、ないですけど」

「ふ―――ん。まあ、あながち間違っているわけじゃあ、ないかもしれないけど」

　舞は口に手を当ててクスクスと笑い続ける。

「あのう……、美み紀き先輩までが舞先輩を追いかけていたのはどうしてなんですか？」

「さあ、分からないなあ。何か言いにきていたところを私が外出したので、とりあえず追いかけてみた、とか。それとも、輝夜かぐやさんたちと似ていて、私が無視する理由を調べているのかもしれないわね」

「はあ……」

　錦にしき織おりはため息をつく。

「輝夜さんに言っておいて。喧けん嘩かの原因を探しても時間の無駄よ。だって喧嘩自体してないんだもの」

「はあ」

「錦織くんも、私のことなんかほっといて、美紀と生徒会を支えてあげて」

「分かっています……」

　錦織は小さく首を傾かしげる。

（そんなことを言うのに、なんで美紀先輩と喧嘩してる、なんてことになってるのだろう）

　やはり奇妙な気がする。

「じゃあ、私は家に戻るから」

「えっ、もう戻るんですか？」

「用事は済んでるしね」

　文房具店の名前の入ったビニール袋を掲げてみせる。

「一応受験生だから忙しいのよ。錦織くんはまた輝夜さんと合流しても、それを美紀に見られないようにね」

「はい、その点は、抜かりありません」

「じゃあ」

　舞は手を上げて回れ右をしようとする。途中で止やめる。

　細めた目を、錦織の後方へ向けていた。

（誰かいる？）

　振り返って確認しようとしたところ、舞に肩を掴つかまれた。

　それからいきなり。

　ギュッ――と、ひきよせられる。

「えっ」

　錦にしき織おりの顔が舞まいの胸に埋うずまる。

　豊満ではないが、はっきりした膨らみに、心拍数が急激に跳ねあがる。

「えっ、えっ――――――――？」

　顔を上げようとするが、舞まいの抱きしめる力が強く、それも敵かなわない。

（舞先輩!?）

　高速でビートを刻む心臓。舞の柔らかい感触といい匂におい。錦織が大パニックの頭で、何が起きているのか考えようとした時、

「どういうこと!?」

　後ろで声がした。

　聞き覚えがある声。できれば今、あまり聞きたくなかった。紫し苑おん高校の前生徒会長、松まつ島しま美み紀きの声。

　舞の手を振り払って、錦織は後ろを向く。衝撃を受けた顔の美紀が二人を、特に舞を睨にらみつけていた。

「どういうことなの！」

　美紀は真っ赤な顔で錦織と舞を指差して、金魚のように口をパクパクと動かした。鬼のように目を吊つり上あげ、二人に向かってくる。



    

  
    
      



    

  
    
      　美み紀きは立ち止まると、口を大きく開けた。

　怒鳴られる……、と思い、錦にしき織おりは目を閉じる。

　…………。

　だが、いつまでも美紀の怒声は飛んでこない。

　おそるおそる目を開ける。美紀は肩を落とし、残念そうな表情で開いた口を閉じる。

　口惜しそうに唇を噛かみ締しめ、もの言いたげな瞳ひとみで舞まいを見ていた。その表情は怒鳴り散らしている美紀よりも、錦織には怖く見える。

　一方の舞は、「どうかした？」と挑発するように、小さく顎あごを上げて美紀を見ている。いつも美紀に向ける慈愛に満ちた表情は、今の舞には微み塵じんも浮かんでいない。

「……」

　無言の叫び声を上げて、美紀は回れ右をした。駆け出すと、そのまま公園から飛び出していく。

　舞はそんな美紀の背中を、ジッと睨にらみつけていた。

「いくじなし」

　美紀の姿が消えると、聞き取れないくらい小さい声で呟つぶやき、錦織の肩にかけていた手を離した。

「いきなり抱きしめたりしてごめんね。私は帰るから」

　片えくぼの笑みを浮かべると、家の方向へ歩いていった。

　錦織は呆ぼう然ぜんと立っていた。

　鼻の中に残っている舞の髪の香りと柔らかい胸の感触。抱きしめられた感動で頭が一杯で、どうして舞に抱きしめられたのか考えられないでいる。

「まっ、ラッキーだったということでいっか？」

　ハッピーな頭でそんなことを呟いてから、

「いや……、ホントにラッキーなのかな？」

　慌てて否定する。不可抗力とはいえ、舞に抱きしめられたところを美紀に見られてしまった。美紀は間違いなく怒っているはずだ。明日にも状況説明にいった方がいい。

「それに、あと、他ほかにも何か見落としていることがあるような気がするんだが……」

　錦織はコメカミを指でグリグリとやる。

　その時、急に錦織の周りが暗くなった。見上げると、晴れていた空に鉛色の雲が垂れこめていた。はしゃいでいた子供たちの声が消える。

「こ、これは」

　見落としていることがなにか、ようやく思い出した。

　輝夜かぐやも近くにいたということを。

　キラッと眩まぶしい閃せん光こうが目を覆う。バリバリと大気を切り裂く音と共に、近くの木に雷が落ちた。

　錦にしき織おりはハッと振りかえる。煌きらめく雷光で黒いシルエットが浮き上がった。

　想像の通り、輝夜かぐや真ま央おが立っていた。総そう毛け立だった長い髪。まさに怒ど髪はつ天てんを突くがごとし。体の周りには実際そうなっているのか幻覚なのか分からないが、メラメラと青い炎が陽炎かげろうのように揺れていた。

「ハ――ラ―――グ―――ロ――」

　輝夜の大地に響くような声が響き渡る。

　錦織はゴクリと生なま唾つばを飲みこみ、死を覚悟した。
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　明けた月曜の放課後のこと。秘密基地に輝夜以下、愉快な仲間たちが集まっていた。

「皆に集まってもらったのは他ほかでもない」

　輝夜は六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの女性陣＋１の顔を見回す。

「昨日、連絡網で展開した『ハラグロがやった破は廉れん恥ちな行為について』、議論するためだ」

「いつの間に連絡網できてたの!?」

　と、錦織はツッコミをいれようとしたが、「モゴモゴモゴ」と苦しそうな言葉を発するだけとなる。ハンカチで猿さる轡ぐつわをされているからだ。しかも体は縄跳びでパイプ椅い子すにグルグル巻きにされて身動きが取れない。

「『破廉恥な行為』とは、ハラグロが我々のターゲットである後ご藤とう舞まいと、公衆の面前でおこなったことだ。しかもハラグロは私の姿を見ると、一目散に逃げ帰ってしまった」

　女性陣＋１は頷うなずきながら、一斉に冷たい視線を錦織へ向ける。

「モゴモゴモゴモゴ――」

　錦織は再び声にならない叫び声を上げて、首を振る。

「閣下、錦織くんが何か言おうとしてるけど」

「まあ、反論くらいはさせてやるか」

　輝夜が手で合図すると、六道が猿轡を外す。

「何かみんな誤解をしてるようだけど、オレは決して抱き合ったりはしていないからな！」

　口の自由が確保されるや、錦織はまくし立てた。

「でも、写メがあるんですけど」

　六道が携帯電話のディスプレイを錦織に見せつける。そこには舞に抱きすくめられた錦織の姿が鮮明な画像で写っている。

「冷静にこんなものを撮っていたのかよ！　ってか、オレの肖像権は一体!?」

「喧けん嘩かの原因の決定的な証拠を掴つかむために、携帯電話を構えていたのだ。とにかく、そこに写っているのが抱擁しあうハラグロとターゲットであることに間違いはない」

「いや抱擁しあってはないだろう。そうだよな？」

　錦にしき織おりは六りく道どうたちの方を向く。

「いや、抱擁だねえ」

　頷うなずく六道。

「抱擁ですね」

「これは抱擁でござる」

「満場一致なのー!?」

　頷く女性陣＋１に、錦織は裏返った声を上げた。

「いやいやいや、どう見ても抱擁なんかしてないじゃん。オレが無理やりハグされてんだろ。顔が困ってるじゃないか」

「やれやれ、また錦織くんがプレイボーイっぷりを見せてるよ」

「いや、全然そんなことないよ！」

　ブンブンと首を振る錦織。

（米よね倉くらの目が本当に怖いんだが……）

　白い目をしている米倉に、自然と頬ほおが引ひき攣つった。

「でもこれで、美み紀き先輩と舞まい先輩の喧嘩の原因がわかったよね」

　弓ゆ削げがタコのように細めた口を、ショボショボと動かした。

「つまりこういうことでしょ。二人の喧嘩の原因に関係していると言われてる男子は、やっぱりにしぽんだったってこと」

「あ、そういうことか」

　六道はポンと手を叩たたいた。

「いや、ちょっと待てって。なんでそうなるんだよ。短絡的過ぎるって」

　錦織は首をブンブンと振る。

「なんでって、錦織くんを巡って、大親友だった二人が恋の鞘さや当あて合戦を演じているんでしょ？　こいつはとんだプレイボーイだぜ」

　六道も不満そうに頬を膨らませる。

「だから違うって言ってんだろ？　だいたい、恋の鞘当て合戦ってなんだよ」

「そういえば、昨日は近くに生徒会長もいたな」

「閣下も誤解を招くようなことを言わないでくれっ！」

　首を振りながら、叫び続ける。

「あのなあ、みんな誤解してるようだからはっきり言っておくけど。抱擁も、喧嘩の原因がオレというのも事実とは違う。あれは舞先輩がいきなり抱きしめてきただけだし、美紀先輩があの場にいたのも別の理由だ。これはガチ。嘘うそ偽いつわりのない真実。この濁りの無い眼めを見てくれれば分かるだろう？」

　錦にしき織おりは充血した目をパチパチと瞬まばたきさせる。

「では、どうして舞まいさんはいきなり錦織くんを抱きしめたのですか？」

　米よね倉くらが不思議そうな顔をする。

「それは……、よく分からない。でも、美み紀き先輩があの場にいたことと関係しているのは確かだと思う」

「そんなこと分かりきってるって。舞先輩はにしぽんとラブラブなところを見せつけようとしてたんだよ。悔しがらせるために」

　弓ゆ削げが肩をすくめた。

「だから、ラブラブなんてこと、全然ないんだって。実際、オレと舞先輩は全然そういうことないんだから。話したのも一ヶ月ぶりくらいだったぞ」

「でしたらどうして？」

「それが謎なぞなんだよな……。ただ、美紀先輩にハグしたところを見せつけて、怒らせようと思っていたことは確かだと思う。実際、あれを見た美紀先輩はメチャクチャ怒っていたからな。結局、何も言わずに帰ったけど」

「じゃあ、美紀先輩に喧けん嘩か売るためにこんなことをしたってこと？」

　弓削はもう一度、二人のハグが写った携帯電話を見つめた。

「喧嘩を売る、というか、挑発してるって感じだったかもな。どちらにしても、オレはどうして舞先輩がそんなことをするのか、真意がわからない」

「錦織くんの言っていることが真実なら、そこに二人の喧嘩の原因が隠されているのかもしれませんね」

　米倉は考えるように顎あごに手を当てた。

「まあ、それはともかくとして……」

　輝夜かぐやが低い声を出す。

「どんな理由があるにせよ、ハラグロが公園という公衆の面前で破は廉れん恥ちな行為に及んだことは確かだ。しかも現在渦か中ちゆうの相手とだ。なんらかのペナルティを与えなければ、規律というものが守られないだろう」

　サディスティックな笑みを口元に浮かべ、指をポキポキと鳴らす。

「ちょっと待てよ。だから今回は不可抗力であって、オレにはどうしようもなかった。みんなだって、分かってくれるよな」

　わらにもすがる目で、六りく道どうたちの方を見る。

「残念だけど……」

「情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はありますが、仕方ないですね」

「にしぽんへペナルティ、異議無し」

「またしても満場一致――!?」

　絶望的な悲鳴を上げた。

「どうやら……、結論は出たようだな」

　輝夜かぐやは例によって、両手にいつものペチペチ棒を構えた。

「結論、早いよ。もうちょっとよく議論した方がいいんじゃないか？　冤えん罪ざいの可能性だってあるんだからさ」

　舌なめずりしながら近づいてくる輝夜に、錦にしき織おりは顔を真まっ青さおにして逃げようとする。が、椅い子すに括くくりつけられているために身動きできない。

　輝夜は錦織のまん前に仁王立ちになったかと思うと、肩に手を載せてホンの少し優しそうな顔をした。

「怖がらなくていい。すぐに楽にしてやるから」

「ほ、捕虜への拷ごう問もんはジュネーブ条約で固く禁止されているはず！」

　パニックのあまり意味不明なことを叫ぶ錦織へ、輝夜が処刑執行人のようにゆっくりとペチペチ棒を近づけていく。

　その時――。

　秘密基地の扉が叩たたかれる音がした。輝夜以下女性陣＋１は顔を見合わせる。

（誰だれだ？）

　輝夜が他メンバーに囁ささやいた。

（みっちー、この場所、誰かに喋しやべった？）

（いやいや）

（どうでもいいから、誰かオレを机の下に隠してくれ！）

　錦織も小さな声で訴えながら、縛られた椅子ごと床に倒れこみ、這はって机の下へ潜ろうとする。

「錦織くん、ここにいる？」

　扉の向こうから、女の子の声がした。

（い、いまの）

　錦織はハッとする。輝夜たちも顔を見合わせる。

「入ってもいいかな？」

　謎なぞの客人は丁寧にも聞いてくる。

「問題ない」

　短い時間悩んだ後、輝夜が厳おごそかに答えると、静かに扉が開いた。

　最上級生の女子がそこに立っていた。

「舞まい先輩――」

　錦にしき織おりは机の下にひっくり返ったまま、唸うなるようにその名前を呼ぶ。そこに立っていたのはやはり後ご藤とう舞まいだった。

「どういうことだ？　どうして基地の場所を知っている？」

　輝夜かぐやは床の錦織を睨にらみつけた。

「まさかハラグロ、裏切ったのか？」

「んなばかな」

　錦織はブルブルと首を振った。

「ごきげんよう、輝夜さん。あと、他ほかの皆さんも」

　舞は朗らかに笑いながら、秘密基地に入ってくる。

「ぷっ、錦織くん、なにやってるの？」

　グルグルまきで、テーブルの下でゴロゴロ転がっている錦織を発見して噴き出した。

「いや、今、全米で話題のダイエット法で……」

　錦織はしどろもどろで答えながら、無理な体勢のまま起きあがった。

「そんなことはどうでもいい。どうやってこの場所が分かった？」

「ずっと前から知ってたわ」

　狼ろう狽ばいしたような声を出す輝夜に、舞は肩をすくめる。

「錦織くんの手帳、先生に資料整理を頼まれたことを書いたところで、記述が途切れてたじゃない」

「あっ」

　手帳は先生への恨み節ぶしを書いたところで資料が倒れてきて、輝夜に奪われたのだ。

「だからここで輝夜さんと何かあったのかなあと思って、調べていたのよ。錦織くんが裏切ったらすぐに反撃できるよう、証拠集めをね」

　ニッコリ笑う舞を、錦織は改めて怖い存在だと思う。

「輝夜さん、あなたと直接話すのは初めてかな。結構、仲間が沢山いるのね。六りく道どうさん、米よね倉くらさんがいることは分かっていたけど、弓ゆ削げさんも一緒とは知らなかったわ」

　舞が輝夜の方を向く。六道たちは少しバツの悪い顔をしていた。

「その通り。我々は今、勢力を拡大しつつある。勢いにのっている」

　輝夜は虚勢を張るように胸を反らした。

「そうみたいね。でも、もしこのことを私が美み紀きに話したらどうなるかしら。輝夜さんはともかく、一緒にやっている人たちは、辛つらい立場になるはずよ」

「くっ」

　輝夜は口の端をピクピクさせた。

「舞先輩……。もしかして、オレたちに解散命令を告げるためにここに来たのですか？」

　椅い子すと一緒に立ちあがった錦織は舞を見つめた。

「そんなこと、今更しないわよ」

　舞まいは首を振る。

「今日来たのは、錦にしき織おりくんに個人的な用事があって」

「へっ？　個人的な用事？」

　舞はニッコリ笑うと錦織の肩に手をかけた。

「錦織くん、私とデートしよう」

「はっ？」

　錦織はポカンと口を開ける。

　ザワッ――。輝夜かぐや以下、女性陣がピクッと眉まゆを動かした。

「え――っと、デートというのはつまり、一緒に遊びにいこうという感じの？」

「他ほかに意味あるの？」

　えくぼを浮かべて笑う。

「いや、でも、しかし……。なんでまた。なんでオレと突然、デート？？？」

「私が錦織くんと行きたいからよ」

　あっけらかんと言う。

　その瞬間、秘密基地の温度が急に上がった気がした。横を見ると、ムスッと不機嫌そうな顔をした輝夜から、モワッと炎が上がっていた。

　錦織は頭の中で「クワバラクワバラ」と言いながら、舞の方へ向き直る。

「いや、でもなんでいきなり。今までそういう感じの話しは一度もなかったような……」

「過去は過去。大事なのは今と未来。私は今、錦織くんとデートがしたいと思っている。それだけのことよ」

「それはそうかもしれませんが……」

「場所は錦織くんが決めて。日時は明日の放課後ね」

「明日の放課後!?」

　錦織は再び口を開けた。

「明日は中学生向けの学校説明会で、午前で授業終わりでしょ」

「そ、それはそうですが。えらく急ですね」

「そうね。だって善は急げっていうじゃない」

「は、はあ」

「じゃあ、オッケーってことでいいわね」

「えっと、その……」

　錦織がおそるおそる、女の子たちの顔色をうかがおうとすると、

「ちょっと待て！」

　輝夜が二人の間に入ってきた。

「ハラグロはそれでいいのか？」

　ジロリと錦にしき織おりを睨にらむ。

「そうだよ、にしぽん、舞まい先輩の調子に飲まれすぎ」

「よく考えて答えないから、とんだプレイボーイって言われるんだよ。ブ――ブ――」

　弓ゆ削げと六りく道どうも、怖い顔で野次を飛ばす。

「そちらの要求はなんだ？　ハラグロをどうするつもりだ？」

　輝夜かぐやは油断のない表情のまま、舞の方を向く。舞は微み塵じんも臆おくさずに肩をすくめる。

「別に要求はないわよ。ただ、私は錦織くんとデートをしたいだけ。デートさえできれば、輝夜さんたちに何かするつもりはない。でも、もし輝夜さんがデートさせないというのなら考えがあるわよ」

「くっ」

　輝夜が悔しそうに唇を噛かむ。

「つまり私たちの活動を公表する、ということですか？」

　米よね倉くらが腑ふに落おちないという顔をする。

「どういう風にとってもらっても結構よ、米倉さん。ただあなただって、輝夜さんたちと非社会的なことをしてつるんでいる、ということがバレるのは避けたいのでは？」

「別に私は輝夜さんとの関係がばれても気になりませんが」

　米倉は少々ムッとした様子で舞を睨む。知性派の二人の間で、バチバチと激しい火花が飛び散っていた。他ほかの三人も、舞を怖い目で見ている。

「わ、分かりました！」

　険悪なムードを壊すように、錦織はパンと手を叩たたいた。

「明日の放課後、一緒にどこかに行きましょう。よい場所を見つけておきますね」

　女の子たちの怖い視線が、一斉に舞から錦織へ方向を変える。錦織はコメカミをピクピクさせながら、引ひき攣つった笑みを浮かべていた。

「楽しみにしているわ」

　舞はニッコリと笑う。

「場所については夜までに連絡して。電話番号は知ってるわよね」

　錦織はコクリと頷うなずく。

「じゃあ皆さん、お騒がせしたわね」

　舞はもう一度、輝夜の方を向く。

「お騒がせのお詫わびに一つだけ忠告。私と美み紀きの喧けん嘩かの理由を探っても何も出てこないから、止やめた方がいいわよ」

「そんな助言をもらう筋合いはない」

　輝夜は不機嫌そうに唇を尖とがらせた。

「では、ごきげんよう」

　舞まいは爽さわやかに手を上げると、来た時と同じように扉の向こうへ消えていった。

「これはどういうことだ」

　舞が出て行くと、輝夜かぐやたちは身動きできない錦にしき織おりを取り囲むように集まった。

「ハラグロ、説明してもらおうか」

　輝夜は腕を組んで、顎あごをしゃくりあげる。

「どういうことなの、錦織くん」

「なぜ舞先輩が錦織くんをデートに誘う事態になったのですか？」

「ど――いうこと？　にしぽん！」

　他ほかの三人も不審の目で錦織を見ている。

「どういうことって言われても、オレだって分かってないんだって！　今まで舞先輩がそういう雰囲気を出したこと一度もなかったし」

「なにもなかったのに、デートに誘われるの、ホントに？」

　六りく道どうが胡う散さん臭くさそうな顔をする。

「誘われるんだよ、オレクラスになると！」

「今の錦織くんの発言が、信じられる人――？」

「シ――ン」

　六道の決に、弓ゆ削げが合いの手をいれる。

「信じられないヒトー」

「は―――い」

　四人全員が手を挙げた。

「どうやら誰だれもお前の説明に納得できていないようだ」

　輝夜は威い嚇かくするように先ほどから持っている指し棒で、ペチペチと手を叩たたいた。

「早く真実を話した方が身の為ためだぞ」

「いや、だからオレは真実しか話してない……って、ちょっ、閣下、その禍まが禍まがしい棒をオレに近づけないで……あっ」

　お尻しりにペチッとやられて、錦織は悶もだえながら嬌きよう声せいを上げた。

「六道も、本当のことを話した方がいいと思うよ」

「だから……オレは……本当のことを」

　ペチッ。また輝夜は指し棒で錦織のお尻を叩く。その後も、ゆっくりとインターバルをおきながら叩きつづける。

「やめっ。その、妙に間隔をあけながら叩いてくるのが……真綿で首を絞められているようで……、堪こたえる」

　錦織は息も絶え絶えになりながら、椅い子すと一緒に床へ倒れて行く。だが輝夜は横にしゃがんで、攻撃の手を休めなかった。

「どうせならいっそ、一気にやって……。そのゆっくりやられる感じが……、無限にキャッチアンドリリースされてる感じで辛つらくて……。ハッ、まさかこれは新たな拷ごう問もん法!?　でも拷問はジュネーブ条約で……。あっ、だからそこは止やめて……」
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　錦にしき織おりは緊張の面持ちで、扉の前に立っていた。制服から手鏡を出して、身だしなみを確認する。

（ひでえ目にあったからな）

　ついさっきまで、秘密基地で輝夜かぐやからペチペチ攻撃を受けて生死の境をさまよっていた。謝り倒した上、デートについて一つ条件まで出して、どうにか脱出してきたところだ。床をはいずりまわったせいで制服や頭についた埃ほこりを払い、乱れた髪型もきっちり直す。

「よしっ」

　バッチリ直っていることを確認して、錦織は扉をノックする。

「錦織ですけど」

「どうぞ」

　扉の向こうから声。あまり歓迎される感じではなさそうだ。

（不機嫌が当然っちゃ当然だよな）

　そんなことを考えながら、錦織は生徒会室の扉を開けた。

　松まつ島しま美み紀きはいつもの正面の席に腰掛け、組んだ両手の上に顎あごを載せていた。ムッツリと閉じられた唇。やはりあまり機嫌は良さそうではない。

「ええーっと、わざわざお呼び立てしてすみません。昨日の件の釈明をしに参りました」

　錦織は美紀の迫力に圧あつされながらそう言って、扉を閉じる。おそるおそる、生徒会室を進んでいき、美紀の座る席の前に直立する。

「ふ――ん、釈明ね」

　美紀は糸のように細めた目を、錦織へ向けた。錦織はゴクリと生なま唾つばを飲みこむ。

「その前にはっきり言っておくと、私は今、ものすごく不機嫌よ！」

　バンと机を叩たたいた。

「不機嫌の理由その１！　この椅い子す！　なんでこんなに異様に座面が高くなってるの？　変更したの、誰だれ!?」

　美紀は脚をブランブランさせた。

（確か、最後に座っていたのは輝夜だったな……）

　あれだけ動かすなといったのに、輝夜が長身に合わせて座面を高くしたのだろう。

「不機嫌の理由その２！、それは錦にしき織おりくん。分かってるわね！」

「は、はい。ええっと……」

「“〝はい”〟は一回まで！　“〝えっと”〟はゼロ回！」

「……はいっ」

「どうして怒っていると思う？」

「はっ。それは、昨さく日じつ、オレが舞まい先輩と抱擁を交わすという破は廉れん恥ちな行為に及んだからであります」

「抱擁を交わしたの!?」

　美み紀きがキッと眉まゆを上げた。

「いや、その――。実際には抱擁を交わしたわけではないですが、言葉のあやというか、第三者の中にはそういう意見の人もいるのかと思いまして」

「ふ――ん。で、実際はどうだったの？」

「実際には舞先輩がいきなり僕の体を引き寄せて――あんな感じに」

「ほ――お」

　美紀は白い目のまま、低い声を出した。

「突然、舞が錦織くんを抱きしめたと」

「はい、そうです」

「錦織くんは……、舞とそんな関係にあったの？」

「いえ、そんなことは……」

「じゃあ、つきあっているわけでもないのに、そんなことをしたと。あの舞が？」

「……ええ」

「ふ―――――――――ん」

　美紀は鼻をフンと鳴らした。それから椅い子すごと、体を横に向ける。

「錦織くん、今、三年生の間でこんな噂うわさがあるの知ってる？」

「？」

「私と舞が喧けん嘩かしている。そして、喧嘩の理由には紫し苑おん高校のある男子が関係している」

「……聞いたことはあります」

　錦織は上目遣いで美紀を見ながら、頷うなずいた。

「まさかその男子、錦織くん、なんてことないでしょうね？」

「ちょっと待ってください。喧嘩の理由って本当に男子が関係しているんですか？」

「こっちが知りたいわよ。前にも言ったけど、私だってどうして舞が急に冷たくなったのか分からないんだもん」

　いじけたように唇を結ぶ。

「でも……、舞と錦織くんがつきあっていて、いつも一緒にいる私が邪魔になった可能性はあるかも」

「いや、それはないですよ。舞まい先輩とつきあってるってことも、ありえませんし」

「本当？」

「ホントです。マジです。絶対です」

「う――ん」

　美み紀きは疑うように錦にしき織おりの顔を見つめる。錦織も目線を逸そらさず、真剣な表情で見返した。

　しばらくすると、美紀は「ハア」とため息をつく。

「分かってるわよ、それくらい。……舞が錦織くんとつきあっているはずない」

　美紀は首を縦に振る。錦織はホッとする。

「でもだとしたら、どうしてそんなことをしたと思う？　私の前で錦織くんを抱きしめるようなことを？」

「たぶんですけど、違うかもしれませんけど、美紀先輩を怒らせるためじゃないかなって思ってます」

「な、なんで、舞と錦織くんがいちゃついたら私が怒らないといけないのよ！」

　美紀は顔を真っ赤にして、いきなり大きな声で叫んだ。

「い、いや、その。美紀先輩は公こう序じよ良りよう俗ぞくを大切にする人ですから、あんな公共の場所であんなことをしたら怒るかと……」

「えっ……。ああ、なんだ、そういうこと」

　美紀は目を白黒させて、ホッとしたようにも、残念にもとれるため息をつく。

「えっ、違うんですか？」

「い、いや、違わない。そう、そうよ。それ、まさにそれ。私は公序良俗を大切にするタイプ。だからあんなことをしたから怒るのよ」

　美紀は自分に言い聞かせるように頷うなずいて言った。錦織は首を傾かしげる。

「で、だとして、どうして舞は私を怒らせたいわけ？」

「いえ、それは。どれだけ考えてもさっぱり」

「そうよね。私にも分からないわ」

　美紀はハアとため息をはいた。

「錦織くんは舞から何か聞いてない？　どうして喧けん嘩かしてるのか、とか」

「聞いてはみたんですが、舞先輩は喧嘩しているつもりはないって言うんです」

「ホントに？　舞がそんなこと言ったの？」

「ええ。喧嘩じゃなくて、一方的に無視してるだけだって」

「それが喧嘩って言うんじゃないの？　それとも、一方的に嫌いになった、ってことなのかな。……私には舞が何を考えているか、本当に分からない」

　美紀は寂しそうに呟つぶやいた。

「友達の気持ち一つ分からない人間が、生徒会長をやってたなんて、ちゃんちゃらおかしいわね」

　自虐的に呟つぶやき、美み紀きはうな垂れて深いため息をついた。

「いや、そんなことないです」

　錦にしき織おりはやや語気を荒げて言った。

「美紀先輩は生徒会長として立派にやってきたし、全校生徒がそう思ってます」

　真剣な表情で美紀を見つめる。美紀は顔を上げて、驚いたように目を大きくした。それから優しい微笑ほほえみを浮かべる。

「ありがとう。高校に入学してから、初めて舞まい以外の人に励まされたかも」

　はにかんだように頬ほおを染めてそんなことを言うと、バンと机を叩たたいて立ちあがった。

「よしっ、落ちこんでばかりじゃ駄目ね。私は舞との関係を損ないたくないもの。どうして舞が私を怒らせようとしているのか、そこをクリアにして、仲直りできるよう努力するわ。ありがとうね、錦織くん」

　美紀は握にぎりしめた拳こぶしをプルプルと震わせた。錦織はそんな美紀を憧あこがれの目で見ていたが、やがてバツの悪そうな表情になり、再び上目遣いになった。

「ん？　どうしたの？」

　美紀が不審そうに眉まゆ根ねを寄せた。

「実はその……。まだ舞先輩のことで、美紀先輩に言ってないことが……」

「なに？　そんなに言い辛づらいことなの？」

「ええ、まあ。なんていうか、あんまり言いやすいことでは」

「なに？　機嫌のいい今の内に話した方がいいわよ」

「えっとですね。実は明日の放課後――」

「ふむふむ」

「舞先輩と……」

　――――。

「なんですってぇ」
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「待った？」

　待ち合わせの場所に舞が現れたのは、約束の時間ピッタリだった。

　錦織が舞にデートに誘われた翌日。午前で授業の終わった学校の放課後。雲一つなく晴れ渡った空、暑くも寒くもない気温、適度な湿度。屋外を歩くには最適な午後だ。

　舞は白のスカート、ブラウス、ニットの帽子、そしてブーツという格好。一度、家に戻って着替えてきたのか、中々、お洒落しやれをしていた。

「いえ、オレも今、来たところです……」

　錦にしき織おりは軽く頭を下げた。ジーパンとジャケットには、近くの公園のトイレで着替えた。

「デート会場をここにするなんて。このチョイスには驚いたわ」

　舞まいはニッコリ笑いながら、前方に立つ入場門に目を向ける。ハリボテのキリンが二匹、左右から首を伸ばしてアーチになっている。真ん中には、『○○動物園』と書かれた看板。紫し苑おん高校から電車を乗り継いで三十分くらいのところにある市営の動物園だ。

「遊園地も考えたんですが、そっちは最近、行ったばかりなので」

「いいんじゃない。久しぶりだから、私もちょっと楽しみよ」

「それは……よかったです」

　錦織は弱弱しい声を出す。

「どうしたの？　なんか元気ないみたいだけど。錦織くんなら、デートなんて日常茶さ飯はん事じじゃないの？」

「日常茶飯事じゃないですし、オレに元気のない理由は別です」

「別？」

「後ろを見てください」

「うん？」

　舞が髪型を整えるふりをして振りかえる。

「植木の陰に誰だれかいませんか？」

「いるわね」

　動物園前の道路に並ぶ銀杏いちようの木の陰から紫苑高校の女子の制服が四つ、はみ出していた。輝夜かぐやと六りく道どう、米よね倉くら、弓ゆ削げの四人組。

「あと、道路を挟んで反対側」

　道路脇わきの花壇の後ろに、こちらも紫苑高校の制服を着た女の子がしゃがんでいる。

「あー、あれは美み紀きね」

「そーなんですよ！　なんで美紀先輩がいるんですか！」

　錦織は泣きそうな声を出す。

「輝夜たちが来るのは分かりますよ。オレ、動物園でデートするって教えましたから。でも、美紀先輩にはデートのことは正直に言いましたけど、場所は言ってないんです！」

「私がメールで教えたわ。今日、動物園で、錦織くんと、デートしますって」

「なんという４Ｗに忠実な文面!!」

　錦織は頭を抱えた。

「どうして美紀に見られるのがイヤなの？　まさか錦織くんは美紀のことが好きで、私とのことを誤解されるのはいやだとか？」

「舞まい先輩がそういう乙おと女めチックな発想のできる人とは思いませんでした！　違いますよ。今、舞先輩、美み紀き先輩と喧けん嘩かしているでしょ」

「喧嘩してないわよ」

「美紀先輩はそう思っているんです！　だから、その喧嘩相手とオレが、楽しそうにデートしているところを見せつけたら、僕は舞先輩の味方って思われるじゃないですか」

「錦にしき織おりくんは私の味方じゃないの？　ショックだな」

「心にも思ってないことを言わないでください！　別にオレは美紀先輩の味方でも舞先輩の味方でもないですよ。そもそも、喧嘩の理由が未いまだにわかってないですし」

「それはそうかもね」

　フフフと笑った。

「輝夜かぐやさんたちがいるのはどうして？」

「デートの監視を認めないと、輝夜たちがオレを許してくれなくて！　美紀先輩に輝夜たちが見つかったらどうなるか、と思うと、そりゃ元気もなくなりますよ」

　錦織は弱弱しく頭を振った。

「その辺は輝夜さんたちが鉢合わせしないように注意するでしょ」

「それならいいですけど……」

　錦織は後方をチラチラと見ながら心配そうな顔をする。

「まあまあ。錦織くん」

　舞は錦織の肩をポンと叩たたいた。

「見られていることはあんまり意識せずに、今日は純粋にデートを楽しもう」

「……楽しめるかどうか、ちょっと不安なんですけど……」

「大丈夫、大丈夫」

　舞は錦織の腕に自分の腕を絡ませて、グッと引き寄せた。

「ちょっ、舞さん」

　舞の胸の側そばに当たる肘ひじに錦織はドキッとしたが、その直後、今度は背中にゾクゾクッと寒さむ気けを覚える。おそるおそる振りかえると、星ほし飛ひ雄ゆう馬まの姉・明あき子このように木から顔を半分だした輝夜が、怖い顔で錦織を睨にらんでいた。プランターの傍そばにヤンキー座りの美紀も、据わった目でこちらを見ている。

（どう考えても楽しめそうにない……）

　そう思いながら、錦織は舞に連れていかれるように動物園のゲートをくぐっていった。





　平日の午後ということもあって、動物園の中は閑散としていた。近くの幼稚園の園児や、スケッチブックを持った学生、近所の年配者がまばらにいるだけだ。

「ちょっと匂においますね」

　門から入ってすぐのところにある広場で、錦にしき織おりはクンクンと鼻を動かす。いわゆるサバンナの香りが漂っている。

「なんとなく懐かしい感じがいいわ。私は好きだけど」

「そうですか、舞まい先輩、匂においオッケーなんですね。なんか意外です」

「潔けつ癖ぺき気味の美み紀きと一緒にいるからそんな風に思われるかもしれないけど、私はそれなりにワイルドよ」

　舞は朗らかに笑う。深く刻まれた片えくぼに、錦織は思わず注目してしまう。

　やはり舞の笑った顔はいい。えくぼが出た時だけ、舞からとっつきにくい大人びた雰囲気が消え去り、普通の女の子のような可愛かわいさが現れる気がする。

「なにか見たい動物、いますか？」

　正面の園内案内図の前で、錦織は舞の方を向く。

「知ってた？　私は猫派なの。だから猫系の動物が好き」

「初めて知りました。じゃあ、ライオンとか行きましょうか」

「いいわね」

　舞はニッコリと微笑ほほえんだ。



　ライオンの檻おりの前は、入口近くの静かな雰囲気が嘘うそのように賑にぎわっていた。小学生や子供連れの大人たちが人だかりを作っている。

「なんですかね？」

　近づいていくと、檻の前で飼育員がライオンの赤ちゃんを抱き上げているのが見える。平日限定でライオンの赤ちゃんを抱っこできるイベントをしているらしい。

「へえ、可愛いですね、……って舞先輩？」

　錦織は眉まゆ根ねを寄せた。舞が、大きく開いた瞳ひとみをキラキラと輝かせていたからだ。

「私、ライオンの赤ちゃん……抱っこする」

　舞はうわ言のようにそう言うと、フラフラと抱っこコーナーへと行こうとする。

「ま、舞さん」

　腕を組んでいるので、錦織も行くことになる。十人くらいの列の最さい後こう尾びに並んだ。

「舞先輩、そんなにライオン、好きだったんですね」

「だってライオンの赤ちゃんよ。なかなか抱っこできるもんじゃないわ」

「それはそうかもしれませんが……」

　列に並びながらも、舞の視線は客に抱っこされているライオンに釘くぎ付づけだ。

（まさか、舞先輩がこんなにはしゃぐなんてな）

　今まで錦織の中にあった舞像とはちょっと違う。片えくぼと同じで、これも舞という人を構成する要素の一つなんだな、と思う。

　園内放送でイベントのことが放送されると、次第に他ほかの客も集まってきて、最さい後こう尾びだった錦にしき織おりの後ろに、さらに長い列ができ始めた。

　錦織がふと振りかえると、美み紀きとさらにその後ろに輝夜かぐやたち一いつ行こうも並んでいた。六りく道どうたちは舞まいと同じように期待の表情でライオンの赤ちゃんに熱い視線を送っているが、輝夜と美紀の二人は相変わらずムッとして、腕を組んでいた。

「みんな、きっちりついてきてるわね」

　横目で錦織を見ながら、舞がフフフと笑う。

「背中に刺さる視線が痛くて、落ち着けません」

「気にしない、気にしない。心に鉄の鎧よろいを着せればいいの。そうすれば視線なんて気にならなくなるわよ」

　舞は胸の辺りを右手で円を描くようにさすってみせた。

「やっぱり舞先輩は強いですね。オレには無理です。メンタル弱いですから」

　肩をすくめる錦織に、舞は意外そうな顔をする。

「錦織くんって剣道の大会に出てるわよね。成績だっていいし。そんなにメンタルが弱いとは思えないけど。剣道って精神戦、重要じゃないの」

「剣道は別です。オレが一番強いってことを知っているので、全然、メンタル必要ないんです。普通にやれば大たい抵ていのヤツには勝てるって確信しているので」

「言うわね。錦織くんの強気キャラ、初めて見た」

「知ってました？　オレ、ホントは完全無欠なんですよ」

　錦織は胸を張ってみせる。

「ふーん、完全無欠ね」

　舞が目を細めた。

「輝夜さんがいなかったら、でしょ？」

「そう、輝夜がいなかったら。あの時、輝夜に手帳さえ奪われなければ、今いま頃ごろ、オレは順調に栄光ロードを歩んでいたはずなのに」

　声を萎しぼめていく錦織に、舞はアハハと笑った。

　五分ほどで舞の番がきた。

　舞は目を輝かせ続けながらライオンを抱っこし、その頭を撫なでた。ライオンがグルグルと喉のどを鳴らすと、口を開けて、うっとりとしていた。

「可愛かわいい。家に持って帰りたいくらい」

「駄目ですよ。ワシントン条約違反です」

「この子が飼えるなら、世界を敵にまわしてもいい」

　そんなことを言いながら、舞はライオンの頭を撫で続けている。

（こんな先輩を見るの初めてだ）

　舞まいの横顔を見つめながら錦にしき織おりは驚いていた。同時に胸の高鳴りを覚える。いつも強くて孤こ高こうな感じで、遠い存在のように感じていた舞が、今日はごく普通の女の子に見えるから。

（こういう舞さんもいいな）

　胸を少し高鳴らせながら、錦織はそんな風に思うのだった。



　ライオンの檻おりの後も、ネコ科の動物を重点的に回っていった。舞は猫がホントに好きらしく、虎とら、豹ひよう、ヤマネコと、どの動物を見ても、目をキラキラとさせていた。

「次はどこに行きましょうか」

　錦織がパンフを見て新たなネコ科動物を探していると、突然、舞が後ろをチラチラッと振りかえり、微笑ほほえみを浮かべた。

「まだ、いるわ」

「美み紀き先輩と輝夜かぐやたちですか？　そりゃいるでしょ」

「みんな、ネコ好きなのかしら」

「ネコよりも興味があるのはオレたちかと」

　錦織は肩をすくめると、舞は「確かに」と頷うなずいた。

　売店に併設されている休憩所の近くで舞が立ち止まる。

「ずっと歩き続けたし、そろそろ休憩しましょうか」

「賛成です」

　休憩所のベンチに並んで座りながら、錦織は売店を指差す。

「どうしましょう。なんかソフトクリームとか買いますか？」

「おやつなら任せて」

　舞は手て提さげからアルミホイルで包まれたものを取り出す。

「これは？」

「手ぶらでデートに連れていくのは極ごく悪あくだもの。家に帰った時、サンドイッチ作ったのよ。保冷剤と一緒にしておいたから、悪くはなってないと思う」

　アルミホイルを剥はがすと、分厚いローストビーフが挟まれたクロワッサンのサンドイッチが現れた。

「美お味いしそう。へえ、舞さんって料理もできるんですね」

「なに、その意外そうな顔は」

「いや、意外ってことはないですけど……ちょっと意外かな」

「むっ、そんなことを言うなら、あげないわよ」

　サンドイッチを引っこめようとする。

「すねないでくださいよ。だって舞先輩はどちらかと言えばクールな感じですから」

「料理なんてできなそうって？」

　舞まいは頬ほおを膨らませてみせる。

「気も強いですし、あんまり料理なんてする感じじゃないと思ってました」

「気、強いかな？　私」

「いや、強いと思いますよ」

「美み紀きよりも？」

「ある意味」

「なに、ある意味って」

　舞は笑いながら、引っこめていたサンドイッチを錦にしき織おりへ渡す。

「いいから食べてみて。私が料理できるかどうか。料理といってもサンドイッチだけど、それなりに工夫はしてあるわよ」

「はい、ではいただきます」

　錦織はクロワッサンにかぶりつく。ローストビーフの旨うま味みと薬味の味が口の中一杯に広がる。パンに塗ってあるバターの程よい甘味と、ソースの酸味が絶妙にマッチしていた。

「美お味いしいっすね」

「本当？」

　舞はニッコリと嬉うれしそうな顔をする。

「ローストビーフも他ほかの具もソースも手作りですよね。ホント、美う味まいっす」

「輝夜かぐやさんのハンバーガーよりも美味しい？」

「んぐっ」

　錦織は咀そ嚼しやくしていたサンドイッチを、喉のどに詰まらせそうになった。

「な、なんでそれを……」

「ベンチで一緒に食べてるの見たって、前に言ったじゃない。それで、どっちが美味しいの？」

　舞は瞳ひとみを大きくして尋ねる。

「ええっと、そのどっちでしょう……」

　錦織は困った顔をして、まごまごとする。

「あ、輝夜さんの方が美味しいんだ。ショック」

　桃色の唇を尖とがらせる。

「いや、決してそういうわけじゃあないんですが」

「じゃあ、私の方が美味しいの？」

「いや……その……。甲乙つけがたいっていうか、なんというか」

　錦織が肩を縮こまらせると、舞は口に手を当てて笑った。

「これくらいで、勘弁してあげるわ」

　しばらく、錦織が無心でサンドイッチを食べていると、急に舞が顔を見つめてきた。

「ど、どうかしましたか？」

「意外と普通にデートっぽい感じになっているなあ、と言ったら錦にしき織おりくんに悪いかな？」

「いえ、オレもまったく同感です」

「……」

「……」

　二人とも食べるのを止やめ、無言で顔を見合わせる。

　錦織は何か言いたげな顔で、舞まいをジッと見つめる。舞も分かっているという風に、静かに頷うなずく。

「錦織くんは鋭い子だから……」

　舞は重い口を開く。

「私がこんなことをしている理由、それなりに分かっていると思う」

「知ってますよ。オレがかっこいいからですよね」

「そう、それ」

　ビシッと錦織を指差して笑う。

「……ごめんね」

　舞はそんなことを言う。

「えっ？」

「私は錦織くんを利用している」

「はあ」

　錦織はサンドイッチの咀そ嚼しやくを再開する。

「どうして錦織くんをいきなりハグしてデートに誘ったか、ホントは分かってる？」

「完全には分かりませんけど、美み紀き先輩に見せようとしてるのは分かります」

「うん、それも正解」

　舞の頬ほおにえくぼが浮かんだ。

「実は私がこんなことをやってる理由は……、美紀を怒らせたいから」

「えっ？」

「そう。私は美紀を怒らせたいのよ」

　自分に言い聞かせるように舞は言った。

「怒らせたいって。どういう意味ですか？　喧けん嘩かしているから怒らせるってこと？」

　錦織は意味が分からない、という風に首を振る。

「もちろん、そういうことじゃないわよ。舞に怒られたいの。コラって言われたいのよ」

「怒られたい？　ま、まさか舞先輩、怒られたり責められたりするのに快感を覚える性質なんですか!?」

「違うわよ。もう、錦織くん、話の腰を折らないでよ」

　と言いつつ、舞まいは笑っていた。

「あのね。実は私、美み紀きに怒られたことがないの。ただの一度も」

「それは舞先輩が、怒られるようなことをしないからじゃないですか？」

「そんなこと、ないわよ」

　舞は首を振る。

「私は美紀ほどまじめな生徒じゃない。登下校中に買い食いだってするし、もっと違反に近いことだってする。それほど規範に対して従順な人間じゃないわ」

「そうなんですか。あんまそう見えませんけど……」

　錦にしき織おりはピンと来ないという顔をする。

「でも、美紀は違うの。あの子は中学校の時から、規範とかルールを守るのが好き。破るのは大嫌いなのよ」

「そうでしょうね」

「美紀のその厳格ぶりは他人に対しても同じ。誰だれかがルールを破ったりしたら、厳しく指導する」

「そうですね。美紀先輩といえばそういうイメージです」

「でしょ？　……それなのに、私がルール違反した時だけは、怒ったりしないのよ。ただの一度も、私は美紀に真剣に怒られたことがない」

「それは舞先輩が親友だからじゃないですか？」

「それもあるけど、美紀は私に遠慮してるわ。そう。美紀は私に遠慮してるのよ」

　口惜しそうに唇を噛かむ。

「親友なら、それなりに遠慮があっても不思議はないかと」

「遠慮ばっかりでも、友情は長続きしないわ」

　舞は首を振った。

「前にも話したけど、美紀は中学の時に生徒会の運営に失敗した」

「輝夜かぐやのせいですね」

「そう。確かに輝夜さんのせいだけど、美紀のやり方がよくなかったのも確かなのよ。生徒会を一つにできていなかった。私は中学の時、生徒会には属していなかったけれど、それはよく分かったわ」

　舞は昔のことを思い出すように、目を細める。

「でもだから、高校の生徒会への取り組みはかなり真剣だった。中学の二の舞にはさせたくなかったから、私もずっと全面的に支えてきた。だから舞は私に少し、依い存ぞん気味になってしまったの。そして、私も、美紀に依存されることが嬉うれしかったの」

「共きよう依い存ぞん……ってやつですか」

　錦織はしんみりと言う。

「どんなことをする時でも、美み紀きは私に相談してくる。生徒会内での小さな方針や、他ほかのクラスメイトへの接し方とか」

「頼られている感じでいいじゃないですか」

「いえ。あまりよい状況ではないのよ」

　舞まいは真剣な表情で否定した。

「あと数ヶ月もすれば、私も美紀も卒業する。その後、私たちは別々の道に進む可能性の方が高い。だから、勝手な心配かもしれないけど、美紀には私無しでも色々と決められるようになって欲しいのよ」

「美紀先輩はきっと、決められる人だと思いますよ」

「いえ、現に私がいるためにできていないことがあるのよ。今、まさに」

「え？　それはなんですか？」

「それは言えないかな」

　舞は意味ありげに錦にしき織おりを見た

「とにかく……喧けん嘩かというか、最近、舞先輩が美紀先輩と距離をおいているのは、そういう理由からなんですね」

　錦織は少しだけホッとしていた。

「そう。だから喧嘩はしてないのよ。ただちょっと距離をおいた。それでも美紀が動こうとしないから、怒られるようなことをしてる。私への依い存ぞんからちょっとでも離れられるように。ごめんね。本当にただ錦織くんを利用する感じになっちゃって」

　舞は小さく頭を下げる。錦織はパタパタと手を振った。

「いえ、そういう理由ならオレは喜んで協力しますよ」

「ありがとう」

「むしろ、マジで安心しましたよ。舞先輩が美紀先輩のことを、ホントに嫌いになったのかと、心配しましたから」

「しかも錦織くんを取り合って喧嘩したってことになるとね」

「い、いや、そんな風にはまったく思いませんでしたけど」

　錦織が焦あせったように首を横に振ると、舞はニッコリと笑う。深く沈みこんだえくぼがやはり可愛かわいかった。

「でもですよ」

　錦織は赤くなった顔を誤ご魔ま化かすように、咳せき払ばらいをした。

「もし、オレと舞先輩が公共の場で、どんなにイチャイチャとしても、美紀先輩が舞先輩を怒りに来なかったら。そのまま帰ってしまったら、どうするんですか？」

「その時は――」

　舞の瞳ひとみが冷たい色を帯びる。

「その時は、私と美み紀きの友情は終わる。そんな意い気く地じなしの友達はいらない」

「……」

　舞まいはドキリとするほど怖い顔をしていた。触ったら凍ってしまうんじゃないかと思うくらいに冷たい。

「本当に……、本当にそれでいいんですか？」

　錦にしき織おりは真剣な目で舞を見る。

「それが舞先輩や美紀先輩にとって最善な選択なんですか？」

「……」

「だって、全部、美紀先輩のため、なんですよね。なのに友情を完全に無くしちゃって、美紀先輩も舞先輩も不幸になっちゃ、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないですか」

　声をやや荒げ、ベンチから立ちあがった。

「錦織くん……」

　舞は錦織を見返した。その顔からは先ほどまでの冷たさが消え、驚きと慈いつくしみが入り混じった表情が浮かんでいた。

　錦織はハッとして、小さく頭を下げた。

「すみません……。舞先輩と美紀先輩のこと、あんまよく知らないオレが勝手なことを言っちゃったりして」

「いいえ、そんなこと、ないわ」

　舞はゆっくりと首を振る。それから頬ほおを淡い朱色に染め、優しげに綻ほころばせた顔を下に向けるとごく小さな声で、「ありがと」と呟つぶやく。

　そんな舞の仕草に錦織もグッとくる。

「まあまあまあ、とにかくですよ！」

　誤ご魔ま化かすように明るく大きな声を出した。

「失敗した時のことを考えてもしょーもないっすから。このデートでオレたちのラブラブを見せつけて、美紀先輩を怒らせちゃいましょう！」

「ええ。そうね」

　舞は再び微笑ほほえみを浮かべて頷うなずく。そんな彼女の顔を見ながら、錦織はサンドイッチの残りを口の中へ放ほうりこんだ。



　　　　☆



　西の空が橙だいだい色いろに染まっていた。太陽が隠れようとしている山やま際ぎわ。茜あかね色いろの夕空を、カラスの集団がねぐらを目指して飛んでいた。

　蛍の光が流れ始める園内。平日なので閉園時間は早い。

　夕日に染めあげられた門へ繋つながるアスファルトの道を歩きながら、錦にしき織おりは舞まいの顔をうかがった。寸前まであれだけ楽しそうだったのに、いつの間にか強こわ張ばった表情になっていた。終わりが近いからだ。

「意外と楽しめましたね、動物園」

　散々考えて、口から出た言葉がそれだった。

「そうね」

　舞は笑う。えくぼは、浮かんでいない。

「……」

　結局、美み紀きは舞の前に現れなかった。

　おやつを食べた後も、狼おおかみや象などの定番動物の檻おりを回りつつ、散々、美紀を挑発するような行動をとった。売店で買った一つのジュースを二人で飲んだり、手をつないだり、乗馬体験コーナーでラクダの上で密着したりもした。

　その間、美紀はずっと二人の後をついてきていた。それこそ猛獣コーナーの動物のような顔をして、凄すごい勢いで迫ってきたことが何度もあったが、見えないバリアに弾はじかれているかのように、近づくたびに途中で引き返す。

　一緒についてきている輝夜かぐやも美紀と同じように、錦織が舞とイチャつくたびに錦織に向かって突進しようとしていたようだが、米よね倉くらに止められてなんとか激突を回避していた。

（輝夜の方はともかく、このまま美紀先輩がやってこなかったら舞先輩は……）

　錦織は不安げな視線を舞へ向ける。舞も同じような顔をしていた。

「これから、どうしますか？」

　門を通り過ぎて、動物園前の県道の歩道を歩きながら、錦織は舞に尋ねる。

「どうしようか」

　舞は立ち止まり、呆ぼう然ぜんと空を仰いだ。

「オレ、まだ時間ありますけど。チャンス、まだきっとありますよ」

「そうね」

　頷うなずく舞に錦織はホッとする。舞も本当に美紀と絶縁したがっているわけではなさそうだからだ。

「でも、雲行きが怪しいわ」

　空を見上げたまま、舞はボソリと言った。夕日の出ていた空に、雲がかかっている。

「いや、大丈夫ですよ。天気予報の降水確率は十パーセント……」

　言ってるそばからパラパラッと空から水滴が落ちてきた。

「違うじゃない！」

「気象庁に言ってください！」

　横に延びる側道にあったコンビニの軒のき下したへ走る。

「きっとにわか雨ですよ」

　空に向けていた顔を下げる。

「うっ」

　錦にしき織おりは息を飲みこんだ。

　視界に入るのは派手な色の看板の数々。どれもリゾートっぽいハイビスカスの絵と共に、ホテル名が書いてある。いわゆるラブホテルと呼ばれているホテルだ。どうやらこの辺はその手のホテルが集まっているらしい。

（そういえば中学の時、そんなこと言ってるヤツがいたなあ）

　今まで気にかけたこともない施設だったが、舞まいが隣にいるためか妙に意識する。

「錦織くん」

「は、はいっ」

「あそこでちょっと雨宿りしようか」

「はっ？」

　舞が指差していたのは「ホテルカリフォルニア」と書かれた看板だった。



「まじっすか」

　薄暗い無人のロビーで、錦織はポカンと口を開いていた。舞に連れて行かれるまま行った「ホテルカリフォルニア」。変な目隠しのついた車用の入口をくぐり、薄暗いガラスの自動ドアを通るとそこは未知の世界だった。

「どの部屋にする？」

　玄関正面の部屋番号と部屋の写真が印刷されたガラスパネルの前で舞は言った。

「へっ、なんか言いました？」

「だからどの部屋にするかって」

「い、いや。どれでもいいですけど」

　あまりパネルの方を見ずに答える。

「これとか露ろ天てん風ぶ呂ろつきよ」

「露天風呂!?」

「気持ちいいかもよ」

「は、入るんですか！」

「入るかもしれないじゃない」

「いや、その」

　錦織が縮こまると、舞は笑った。

「ふふ。意外と錦織くんってうぶね」

「いや、うぶというか。舞先輩はこういうところ、来たことあるんですか？」

「あるわけないじゃない」

　舞まいは肩をすくめると、「じゃあなんで、そんなに落ちついてるんですか！」と突っ込む錦にしき織おりを放ほうって、部屋選びを始める。

「ええっと、この露ろ天てん風ぶ呂ろつきにしましょう。なにやら『ラブチェア』というのもついてるらしいわよ」

「ラブチェア!?　なんなんですかそれは！」

　ハート形の椅い子すとか、そういうものを想像する。

「支払いなら任せて。こう見えてもアルバイトしてるんだから」

「それは別にいいんですけど！」

　舞が選んだ部屋は、三階の一番奥の角かど部べ屋やだった。エレベーターで最上階まで昇り、薄暗い赤あか絨じゆう毯たんの廊下を行く。

「ここね」

　舞はなんの躊躇ためらいもなく扉を開け、中へ入っていく。錦織はその後ろを、肩を縮こまらせながらついていった。

「結構、いいじゃない」

　ベッドルームを見回しながら、舞が感激したように言う。確かに錦織が想像していたよりも豪華だった。全体的に南国のホテルを意識しているらしく、シックな色の木製の巨大ベッドやラティス。天井や壁にも木製のパネルが埋めこまれている。

「あれが露天風呂ね」

　ベッドルーム横のガラス扉から出られる四方をコンクリートの壁に囲まれた狭い中庭に、真四角の檜ひのき作づくりの露天風呂が設けてある。ただ、中庭には天井がないため、湯気の上る湯船に、雨粒が容よう赦しや無く降り注いでいた。

「そっか。この天気じゃ露天風呂は意味なかったわね。失敗失敗」

　舞は舌を出して、テンと額を叩たたく。

「もしかして、これがラブチェア？」

　舞が部屋の奥に置かれた赤い椅子のような物に近づいていく。それは二つの椅子を向かい合わせにして鉄のレールで連結した、シーソーのような乗り物である。

「なにこれ？　どうやって使うの？」

「座面が二つあるから、座るんじゃないですかね」

　まさにシーソーのように向かい合わせに座った。

「これのどこがラブチェア？」

「カップルが向かい合わせに座れるところじゃないですか？」

「いえ、そんなはずはないわ。必ず、ラブチェアたる理由があるはずよ」

　言いながら、舞は椅子の側面を調べ始める。

「あら、こんなところにスイッチがあるわ」

「押しちゃ駄目ですよ」

「ポチッと」

「ちょっ！」

　椅い子すが動き出す。二つの座面がウイーンウイーンと、ロボットの歩行音のような機械音を上げながら近づき、ぶつかるとまた元の位置へと戻っていく。それを繰り返す。特筆すべきことは、座面が接近した時、二人の脚のつけ根も接近することだ。

「スピードをマックスにするわよ」

「駄目ですって」

　ウイ――ン、ウイ――ン、ウイ――ン、ウイ――ン――。

　甲高い機械音が鳴り響き、座面が壊れたワイパーのようにすごい速さで往復運動を始めた。椅子に座った錦にしき織おりと舞まいもすごい速さで近づいたり離れたりを繰り返す。

「こ、これはすごいわ」

「舞さん、止めてください！　オ、オレ、絶叫マシン系は苦手だって、最近気がついたんですよ！」

「はいはい」

　舞がスイッチを切る。動きはゆっくりになっていき、やがて停とまった。

「なるほど。これはラブチェアだわ」

　舞が真面目まじめな顔で言い、錦織と顔を見合わせる。

　錦織がプッと吹き出すと、同じように笑った。

「さてさて」

　舞はラブチェアから立ち上がると窓の方へ近づいていく。錦織も続く。

　部屋に一つしかない窓を開ける。逃亡防止用の鉄格子越しに視線を下に下ろすと、さっき雨宿りしたコンビニが見えた。

　コンビニの軒のきに、赤い傘をさす女の子がいた。

　美み紀きだ。舞と錦織に気がつくと、顔を真っ赤にし、髪は逆立てて、こちらを睨にらみつけてきた。パンツが見えそうなくらいスカートをはね上げて、激しく足で地面を踏みつける。

（たとえ二人が仲直りしたとして、オレは生徒会に復帰できるのだろうか？）

　錦織はできるだけ美紀から顔を背そむけて、そんなことを考える。

（やべっ、しかも……）

　コンビニ横の廃業したガソリンスタンドの近くに、輝夜かぐやたち一いつ行こうまでいた。輝夜は肩をいからせ、鼻から白い息を吐き、今にもホテルへ突撃してきそうな感じ。それを六りく道どうと米よね倉くらが両りよう脇わきから腕を押さえて止めている。位置が悪いため、錦織のいる窓にまだ気がついていないようだ。

（こっちにも復帰できなそうだな）

　そちらは除名されてもよいような気もする。

「舞まい先輩。今更ですけど、ちょっとやりすぎじゃないですか？」

　錦にしき織おりは横を向いた。舞は挑発するような微笑で、美み紀きを見下ろしていた。

「私ではない生徒がラブホテルに入っていくところを見たら、美紀はどうすると思う？」

「……。間違いなく部屋に怒鳴りこんでくるでしょうね」

「私もそう思う。そして私が望んでいるのはそれ」

「ええ、分かりますけどっ！」

　錦織はそわそわしながら言う。

「僕が心配してるのは、怒鳴りこんで来ることもなく、誤解も解くこともできず、いきなり退学、なんて事態なんですが……」

「大丈夫。人の法に反するようなことはしてないもの」

「いや、人の法はおかしてなくても紫し苑おん高校の校則の第七条・『紫苑高校の生徒は淫みだらな行為に及んではいけない』に反していますけど」

「まだ淫いん行こうなんてしてないじゃない。それにその条項、既に誰だれも守っていないカビの生えた内容だわ」

「つい先日まで生徒会メンバーだった人の発言とは思えないですよ！」

　錦織は頭を抱えて叫んだ。

「いくら友達のためだって、全然、好きでもない男子とこんな所に来るなんて」

「あら、いくら美紀のためだからって、私がまったく好きでもない男子を抱きしめたり、手を繋つないだり、こんなことをすると思う？」

　舞は錦織の方を向くと、そんなことを言った。

「……」

　錦織はドキッとして、それ以上の言葉を失う。その顔がものすごく綺き麗れいに見えたからだ。

「美紀、早く来なさい。青春の勢いに任せて道を誤ろうとしている私たちをただすのよ」

「えっ、ちょっと、道を誤っているのオレもっすか？」

　美紀はこちらに向かって両手で指差し、体を戦慄わななかせていた。どう見ても怒りゲージマックス。超必殺技を使えそうなくらいの勢いだ。

「美紀――」

　舞は怖い目で美紀を見つめながら、祈るような声を出す。

「舞先輩……、ちなみにこれが最後のチャンス、なんてこと、ないでしょうね？」

　錦織は、舞と美紀の間で視線を行ったり来たりさせた。

「最後でもいいわ。こんなことをしても何もしないんじゃ、今後、なにをしたって美紀が私に怒ることはないわ。ラストチャンスにしてもいいかもね」

「ホントにそれでいいんですか？　友情を終わらせても？」

「……」

　舞まいは無言のまま美み紀きを見続ける。

（美紀先輩、来てください）

　錦にしき織おりはもう一度視線を美紀へ向けながら、心の中で祈る。二人の友情と、錦織自身の明るい未来のために。

　美紀が動いた。

　もう我慢ならんという感じで、コンビニの軒のきから飛び出した。いからした肩を前後に振りながら、『ホテルカリフォルニア』に向かって来ようとする。

「さすが美紀先輩！」

　錦織が小さな歓声を上げ、安あん堵どの息を吐き出そうとした時、

　美紀が歩くのを止やめた。

　怒りを繋つなぎとめていた糸が切れたように、突然、山なりになった肩を落とした。寂しそうな顔を舞に向けると、回れ右をする。背中を見せたまま、トボトボと歩き始める。

「美紀――」

　舞が唇を噛かみ、目を細めた。錦織は美紀と舞を交互に見ながら、焦あせりの表情を浮かべた。

　このままでいいのか。

　このまま二人の友情が終わったりして。

「舞先輩！　本当にいいんですか！」

　錦織は叫んだ。

「まだオレ、舞先輩がなんでこんなことをするのか、どうして怒られたいのか、完全には分かってないです！　でもそれは美紀先輩のためなんですよね？　だったらそのせいで二人の友情が終わったら、本ほん末まつ転てん倒とうじゃないですか！」

「……」

　舞は無言のまま、美紀の背中を見送るだけだ。

（舞先輩だってこのまま友情を終わらせたいなんて、思ってるはずがない）

　錦織は再び美紀を見る。美紀はゆっくりとした動きで去ろうとしていた。

　止める方法が浮かばない。

　奇跡でも起きない限り、美紀が引き返すことなんてない気がする。

（奇跡？　奇跡なら今まで何度もあったじゃないか）

　錦織の体の中で、カッと何かに火がつく。

　その時――。

　ガソリンスタンドの側そばに隠れていた輝夜かぐやたちの中の弓ゆ削げが、窓まど際ぎわに立つ錦織と舞に気がついた。輝夜たちに何か言って、指差している。

　輝夜かぐや、六りく道どう、米よね倉くらの目が一斉に、錦にしき織おりへと向けられる。

　輝夜の長い黒髪がユラリと浮き上がる。顎あごを上げて、口をへの字に曲げた。『破は廉れん恥ちカンカンだ！』と叫ぶ声が聞こえてきそうで、錦織の体はブルッと震える。

（奇跡なら何度も起きた……。いや、起こすことができる！）

　頭の中にある考えが閃せん光こうのごとく煌きらめいた。

「舞まい先輩」

　大きな声で呼ぶと錦織は――。

　舞の背中に手を回した。

　ギュッと力いっぱい抱きしめ、引き寄せた。

「えっ？」

　腕の中で、舞の顔が真っ赤に染まる。

「こ、これでおあいこ、ですよね？」

　錦織は舞の耳元で囁ささやいた。余裕の台詞せりふのようだが、実際には心臓がはちきれんばかりに高鳴っている。

　その瞬間、周囲の全すべての音が消えた。

（来るか――）

　息を飲む。

　――――――――――――――――――――――――。



　来た。



　突然、厚い雲が上空を覆い、辺りが夜のように暗くなった。視界を斜めに巨大な雷光が横切る。雷鳴が大気をブルブルと揺らし、鼓こ膜まくを痛いくらいに響かせた。

　滝のような雨、強烈な横風。巨大台風が最接近した時のような暴風雨だ。

「な、なに？」

　舞が動揺の声をあげていた。

　眼下では、美み紀きが荒れ狂う風に煽あおられた真っ赤な傘を必死で握にぎりしめて、しゃがもうとしていた。

　風がさらに強くなる。

　パリン――。

　隣の窓ガラスが割れて、瓦かわらが部屋に入りこんだ。割れた窓からズドドドと音をあげながら、雨と風が入りこんでくる。

「舞先輩、危ないっ！」

　割れた窓から舞の顔に向かって飛んできた街路樹の枝を、錦織は咄とつ嗟さに手刀で叩たたき落おとす。

「あ、ありがとう、錦にしき織おりくん」

　床に転がった枝を見ながら、舞まいが感激したように瞬まばたきした。

「いえ、大丈夫です」

　本当は少し、手が痛かった。

（くそっ、失敗だ――）

　部屋に飛びこんでくる横殴りの雨を瞳ひとみに映しながら、錦織は頭の中で叫ぶ。

（こんなことが起きたって、美み紀き先輩がここに来るわけがない。むしろ、みんなが危険になっただけだ）

「錦織くん！　窓の近くは危険だから、廊下に避難した方がいいわ」

「でも、美紀先輩が！」

　叫んで、もう一度、美紀のいる下方を見る――。

「えっ!?」

　錦織はカッと目を見開く。

　いない。

　真っ赤な傘も美紀の姿も消えていた。

「に、錦織くん！　傘が！」

　舞が斜め上空を指差す。突風に煽あおられた真っ赤な傘が、空高く舞っていた。

「美紀先輩は!?」

　直後、

　バッシャーン！

　近くで水中に何かが落ちたような音がした。露ろ天てん風ぶ呂ろのある中庭からだ。

　錦織と舞は顔を見合わせると、そちらへ向かう。

　ガラスの扉を開ける。雨が打ちつけ、大量の落ち葉の浮かぶ露天風呂の中に、黒い大きな影がバシャバシャと動いていた。

「美紀先輩！」

「美紀！」

　ほとんど同時に錦織と舞は叫んだ。影の正体は美紀。美紀が露天風呂の中で溺おぼれるように、両腕を動かしていた。

　錦織と舞は露天風呂の中へ入っていき、美紀の両腕を掴つかんで引っ張りあげた。そのまま部屋まで連れこむ。

　屋内に入っても、美紀は口をポカンと開け、目を点にして、呆ぼう然ぜんと立っていた。雨と風ふ呂ろの湯で、頭から靴まで徹底的に濡ぬれ、水滴が床に流れるように落ちる。

「錦織くん、中のお風呂からバスタオル、取ってきて！」

「はい！」

　錦にしき織おりが走ろうとした時、

「必要ない！」

　美み紀きが叫んだ。部屋の中を見まわし、それから錦織と舞まいを順に見る。空うつろだった目が鋭く尖とがり、口がへの字に曲がった。いかがわしいホテルにいるという現状を認識して、怒りを思い出したかのようだった。

　美紀はビシッ、ビシッと錦織、美紀を指差す。何か言おうと口を開け、また閉じる。

「なに？　なにか言いたいことでもあるの？」

　舞が挑発するように小さく顎あごを上げる。美紀が「うっ」と怯ひるむ。

（美紀先輩、がんばって！　ツッコミどころですよ！）

　錦織はハラハラしながら、美紀にエールを送る。

　美紀が意を決したように息を吸いこんだ。

「舞！」

　もう一度、指差す。

「先輩という立場を利用して後輩を、いや錦織くんを！　たぶらかして動物園に拉ら致ちし、しかもこんな……こんな、ふしだらなホテルに監禁しようとするなんて、そんなことをやってもいいと思ってるの!?」

　顔を真っ赤にしながら叫ぶ。

「いや、拉致したわけじゃないんだけど……」

「とにかく　高校生が、栄はえある紫し苑おん高校の生徒が、こんなところに来ていいわけないのよ！　紫苑高校校則の第七条・『紫苑高校の生徒は淫みだらな行為に及んではいけない』!!　知らないとは言わせないわ！」

　大きな声で叫び、舞を睨にらみつけた。

　舞は無言のまま美紀の視線をジッと見返していたが、やがてフッと微笑ほほえんだ。

　それから、

「ごめんなさい。私が悪かったわ」

　美紀に向かってペコリと謝った。

　美紀は驚いたように目を大きくしたが、すぐに拗すねたように腕を組んで横を向いた。

「わ、分かればいいのよ。二度とこういうことがないように」

　精一杯、威厳を保つように言う。

（もしかしたら、美紀先輩もある程度分かっていたのかもしれないな……）

　舞の気持ちを。

「美紀先輩。オレもすみませんでした。色々心配させてしまって」

　錦織も美紀に向かって頭を下げる。美紀はジロリと睨む。

「舞まいに強引に誘われて断れなかったのだと思うけど、こういう時こそ生徒会の次世代を担う人間として、舞の暴走を止める防波堤にならなくては……」

　指を指し棒のように振りながら小言を始めようとする。が、急にフラッとバランスを失った。

「ちょっ、美み紀き先輩」

　倒れようとする体を錦にしき織おりが支える。美紀から返事はなく、目を閉じ、顔は真まっ青さお、唇は紫になっていた。

「ほら、言わんこっちゃない。錦織くん、バスタオルとタオルを全部持ってきて」

「はいっ！」

　洗面室に行って取ってきたバスタオルを受け取ると、舞はソファーに寝かせた美紀の服を脱がし始めた。錦織は慌てて横を向く。

「美紀……」

　バスタオルで半裸の美紀の体を包みこみ、タオルで濡ぬれた髪を拭ふきながら優しげな声を出した。

（やれやれ、これで一件落着かな……）

　肩をすくめ、ホッとため息をつく。

　これで美紀と舞の喧けん嘩かは終わる。二人のことだから何のわだかまりもなく、友情を取り戻すだろう。もしかしたら以前よりも強固になるかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      （輝夜かぐやにとっては不運だろうけどな…………って、輝夜!?）

　重要なことを忘れていたことを思い出す。慌てて窓の外を見る。あれだけの暴風雨が嘘うそのように晴れ、雲が消え、橙だいだい色いろの夕日が差していた。

　部屋の扉が、ドンドンドンと叩たたかれた。

「ハラグロー！　ここにいることは分かっている！　早く出てこい！」

　怒声が飛んできた。

「あれは輝夜さんの声ね」

　舞まいが笑った。

「ええ、予想はしていましたが、ここまでやってきました」

「さすがね、輝夜さんは。美み紀きは自分の力では来ることができなかったのに」

「ええ」

「早く行って怒られてきたら？　美紀なら私に任せてくれればいいから」

「いや、でも……」

「私が美紀に怒られるように、錦にしき織おりくんは輝夜さんに怒られないといけないんじゃない？」

　舞は意味ありげな目で錦織を見つめる。

「舞先輩……」

　錦織は真剣な表情で舞を見返した。

「一瞬、いいこと言ってるように聞こえましたが、よくよく考えてみると舞先輩に無理やりラブホに連れて来られたオレが、それで輝夜に怒られるのは理不尽じゃありませんか？」

「そういう説もあるわね」

　舞は片えくぼを浮かべてニッコリと微笑ほほえんだ。

　錦織は肩を落とすと、トボトボと扉に向かって歩き出す。

　ラブホの扉は未いまだにドンドンと叩かれていた。

（たぶん、扉の向こうには鬼のような顔をした輝夜が立っていて、開けた途端、『この破は廉れん恥ちカンカンがっ！』って叫ぶんだぜ……）



　そして事実、その通りになったのだ。





　　　　エピローグ



「ううう、酷ひどい目にあった」

　舞とデートをした翌日の放課後、錦織は青い顔で紫し苑おん高校の階段を下りていた。たった今、秘密基地で『臨時新世界構築会議』という名の弾だん劾がい裁判でつるし上げにあってきたばかり。輝夜かぐや以下他メンバーは、前日に『ホテルカリフォルニア』の廊下で錦にしき織おりを散々、言葉責めしただけでは飽き足らず、罰として全員でペチペチ棒による攻撃をしてきた。合計で三回ほど意識を失った。

「しかも、新しい生徒会攻略の糸口を見つけてこいって言うし……」

　美み紀きと舞まいの喧けん嘩かの理由を説明して、利用することは難しいと説明すると輝夜に命令されたのだ。分かってはいたが、気が重い。

「あら、錦織くん」

　二階の踊り場で、階段の下から上がってくる女子生徒に声をかけられた。

「舞さん」

　錦織はすぐに周りを探す。

「まだ美紀先輩と一緒ではないんですね」

「まあね」

　舞は肩をすくめた。

「でもついさっきまで一緒にいたのよ」

「そ、そうなんですか！　じゃあ、仲直りしたんですね」

　錦織はホッとする。ラブホテルからは別々に帰宅したため、顛てん末まつは知らなかった。

「仲直りっていうか、元々、喧嘩してなかったから」

　舞は片えくぼを凹へこまして微笑ほほえむ。舞から「喧嘩してない」と何度も説明を受けたが、今回は本当に信じることができた。

「そういう錦織くんは、輝夜さんと仲直りできたの？　三階から降りてきたってことは、秘密基地にいたんでしょ？」

「ちょっ、舞先輩」

　錦織は慌ててキョロキョロとする。

「あんまりそういうことは言わないでください。心臓に悪いから」

「大丈夫よ」

「輝夜は怒ってますよ。他ほかのみんなも」

「そう。それは悪いことしたわね」

　舞は笑いながら言う。あまり悪いことをしたとは思ってなさそうだった。

「じゃあ、私は帰るから。昨日、散々遊んだ分、今日はたっぷり勉強するつもりよ。受験生として」

「はい。がんばってください。お疲れ様でした」

　舞は軽く頭を下げて、錦織の横を通り過ぎると急に立ち止まる。

「そうそう。そういえば、美紀が錦織くんを探していたわよ」

　振りかえり、わざとらしくポンと手を打った。

「美み紀き先輩が？」

「生徒会室にいると思うから行ってみて」

「了解です」

「錦にしき織おりくん、お腹なかは空すいてるわよね？」





　錦織が生徒会室の扉をノックすると、すぐに「どうぞ」と美紀の声が聞こえた。

「こんにちは」

　扉を開けると、舞まいの言葉通り、正面の席に美紀が座っていた。

　美紀は錦織の顔を確認すると、ドキッとしたように体を強こわ張ばらせた。

「舞先輩から美紀先輩が呼んでるって聞いて来ました」

「そ、そう。うん、用ってほど用でもないんだけど」

　美紀は椅い子すに座ったまま、そわそわと前髪を掻かき上げた。

「体の方は大丈夫ですか？　昨日はかなり弱っていましたけど。てっきり今日は休むかと思ってました」

　錦織は席の前に立つと、心配そうな顔をする。

「あの程度、プールで泳いだのと変わらないわ。ね、寝て起きたら元気になっていたわよ」

　美紀は頬ほおに紅葉もみじを散らしながら唇を尖とがらせる。

「あのね。舞から、昨日の帰り、錦織くんはサンドイッチが好きって聞いたのよ」

「はあ」

　別に特別他ほかの物に比べて好きというわけでもなかったが、頷うなずいた。

「だから、朝、学校に来る前に作ってみた」

　言いながら、美紀はアルミホイルで包まれた三角形の物を机の上に置いた。

「なんですか？」

「話の流れから分かるでしょ！　サンドよサンド！」

「そ、そうですよね。オレも、そうかなっ、と思ってはいました」

　声を荒げた美紀に、錦織は慌てて首を縦に振る。

「食べてみて」

「いいんですか？」

「その為ために作ったんだから。それともお腹、空いてないの？」

「いや、かなり空いています」

「じゃあ、食べなさい」

「はあ。では頂きます」

　錦にしき織おりはサンドを手に取ると、アルミホイルを剥はがした。普通の食パンを斜めに二つに切ったもの。中に入っているのはシーチキンのようだ。

　かぶりつく。シーチキンと卵、オニオン、マヨネーズ、ピクルスのサンドだった。

「どう？」

　美み紀きが心配そうな顔をする。

「美お味いしいです。マスタードとピクルスがピリッとしていい感じです」

「ホント？　それともお世辞？」

「お世辞じゃないです。ホントに美味しいです」

「実はまだ何個かあるのだけど……」

　美紀はサンドイッチをさらに三個机の上に置く。

「頂きます」

　そこまで空腹ではないが、せっかく美紀が作ってくれたのだから、と思った。

　直立しながらサンドイッチを食べ続ける錦織を、美紀がジッと見てきた。

「錦織くん、あのね」

「は、はい」

　錦織は咀そ嚼しやくしながら頷うなずく。

「実は用というのはサンドだけではなくて、錦織くんに言いたいことがあるのよ。食べながら聞いてね」

　美紀は真っ赤な頬ほお、潤ました瞳ひとみの顔で、錦織を見ている。肩がブルブルと小刻みに揺れていた。

「どうしたんですか？　気分が悪いんですか？」

「突然で恐縮だけど……、私は錦織くんのことが好きなの。もしよければ、私とつきあって欲しい」

「!?　んぐんぐ」

　吹き飛ばしそうになった口のパンとツナを無理やり飲みこみ、今度は喉のどにつかえそうになって苦しくなった。笑いながら「またまたご冗談を」、とか軽口を叩たたくことができなそうなくらい美紀の顔は真剣だった。

　錦織は急いで口のサンドの残りを咀嚼し、飲みこむ。また、急ぎすぎて喉につまりそうになり、ゴホゴホとする。

「ちょっと、大丈夫？」

　美紀が立ち上がり、机を回ってきて錦織の背中をさする。

「ありがとうございます」

　錦織は深呼吸しながら息を整え、美紀を見る。

　美紀は涙の残る瞳をキラキラと輝かせ、錦織を見つめていた。返事を期待している表情。その顔は可愛かわいくて、美しく、綺き麗れいだった。

　錦にしき織おりの考える松まつ島しま美み紀きは、完かん璧ぺきな女の子。顔も頭もいいし、実行力もある。

　その人に告白されたのは素晴らしいこと。

「美紀先輩。オレは――」



To be continued.



    

  
    
      


あとがき





　お久しぶり、月つき見み草そう平へいです。

　今回は中篇二つ。輝夜かぐやのお話と美紀・舞まいのお話。これに満月みちるのショートを加える予定だったのですが、途中で力尽きました。無念。

　ご存知の方もいるかもしれませんが、最近、猫と一緒に生活しています。スコティッシュフォールドの三毛。可愛かわいいです。

　スコの特徴は耳が寝てること。犬に比べて猫の垂れ耳はホント少ない。スコは耳に触れずに頭を撫なでられる数少ない猫種、らしいです。猫は散歩しなくてもいいので、引ひき篭こもりがちな作家向きのペットだと思います。みんなで猫飼いましょう。

　謝辞です。絵師のみもりん先生、ありがとうございました。今回、ページ数の関係でみもりん先生のあとがきページがなくなってしまいました。次は余裕のあるページマネージメントをしますのでご容よう赦しやを。担当のひろぽんさま、今回もフィードバックありがとうございました。ゴールデンウイーク進行（現在進行形）、がんばりましょう。

　最後に、読者のみなさまへ変わらぬ感謝を。

月見　草平
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　月見草平（つきみ・そうへい）

　　５月10日生まれ。

　『魔法鍵師カルナの冒険』で第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞審査員特別賞を受賞。

　　著作に『魔法鍵師カルナの冒険』シリーズ、『桜乃きらほ』シリーズ、『姫宮さんの中の人』シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）など。



　イラスト

　水沢深森（みずさわ・みもり）

　　９月１日生まれのゲーム原画家、イラストレーター。

　　原画担当に『しゅぷれ～むキャンディ』など。好物は金髪・ツンデレ。

　　公式ＨＰ『ｃｏｃｏｔｔｏ』

　　http://www.rose.ne.jp/~cocotto/



    

  
    
      

かぐや魔王式！　第７式



発行日　　２０１０年10月23日

著　者　　月見草平

イラスト　水沢深森

発行人　　三坂泰二

発行所　　株式会社メディアファクトリー

　　　　　〒１０４－｜００６１

　　　　　東京都中央区銀座８－｜４－｜17

電　話　　０５７０－｜００２－｜００１

　　　　　０３－｜５４６９－｜３４６０



©Souhei Tsukimi



●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『かぐや魔王式！　第７式』（２０１０年５月31日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。



    

  OEBPS/image/o_p143.png





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg
\

gz
\)J A A

. \
;A "\
] A
- AN
& ) ot f
\\ enn
W35 s A\
i e N
240
FoER R >






OEBPS/image/o_p285.png





OEBPS/image/o_p173.png





OEBPS/image/o_kuchie04.jpg





OEBPS/image/o_000.jpg





OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





OEBPS/image/o_kuchie03.jpg
[i2dpreeen
[LEisEL






OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          第１話　輝夜ひきこもり式
        




        		
          第２話　おしどりけんかくろにくる
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p219.png





OEBPS/image/o_p068.png





OEBPS/image/o_p197.png





OEBPS/image/o_p087.png





OEBPS/image/o_p019.png





OEBPS/image/o_p121.png





OEBPS/image/ec_000000_png_bbb.png
Ml





OEBPS/image/o_p129.png





